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（単位：億円）

一般会計

公共事業 4,326  2,873  4,263  98.5% 

農業農村整備事業 3,264 1,855  3,333  102.1% 

農山漁村地域整備交付金 943 - 807  85.6% 

海岸事業 36 1  39  108.7% 

災害復旧等事業 83 1,017  84  101.2% 

非公共事業 1,553 24  1,559  100.4% 

5,879  2,897  5,822  99.0% 

(注) １ 　計数整理の結果、異動を生じることがある。

２ 令和２年度当初予算額は「臨時・特別の措置」を除いた金額である。

３

４  農山漁村地域整備交付金は、林野庁及び水産庁分を含む農林水産省の全体の額である。 

令和３年度
概算決定額

B

令和２年度
当初予算額

A

令和３年度　農村振興局関係予算　概算決定の概要

  計数は四捨五入のため、端数において合計とは一致しない場合がある。

予 　 算　  総 　 額

事 項
令和２年度
補正予算額 対前年度比

B／A (％)

1



（単位：億円）

農業農村整備事業（公共） 3,264 3,333 1,855 5,188
(102.1%) (158.9%)

農業農村整備関連事業（非公共） 508 518 518
(102.0%) (102.0%)

農地耕作条件改善事業

661 595 595
(90.0%) (90.0%)

4,433 4,445 1,855 6,300
(100.3%) (142.1%)

（注）

計

農業水路等長寿命化・防災減災事業

１　計数は四捨五入のため、端数において合計とは一致しない場合がある。
２　令和２年度当初予算額は「臨時・特別の措置」を除いた金額である。
３　令和２年度補正予算額はＴＰＰ等関連対策及び防災・減災、国土強靭化の推進のための対策が対象。
４　農山漁村振興交付金は情報通信環境整備対策及び最適土地利用対策である。

農業農村整備事業関係予算 概算決定の概要

農山漁村振興交付金

令和２年度
予算額

合計

A＋B

令和３年度
概算決定額

A

令和２年度
補正追加額

B

農山漁村地域整備交付金（公共）

（農業農村整備分）

2



（単位：億円）

対前年度比
（％）

対前年度比
（％）

① ② ②/① ③ ②+③=④ ④/①

 農業農村整備事業

国営かんがい排水 1,083        1,062        98.1% 191          1,253        115.7%

国営農地再編整備 351          374          106.4% 178          552          157.1%

国営総合農地防災 241          268          111.2% 76           344          142.8%

直轄地すべり 2             3             200.0% -             3             200.0%

水資源開発 71           75           104.4% 4             79           110.4%

農業競争力強化基盤整備 716          680          95.0% 955          1,636        228.4%

中山間地域農業農村総合整備 50           57           113.7% 10           66           132.7%

農村地域防災減災 441          450          102.1% 441          891          202.1%

農村整備 -             63           皆増 -             63           皆増

土地改良施設管理 177          172          96.8% -             172          96.8%

その他 132          129          98.0% -             129          98.0%

3,264        3,333        102.1% 1,855        5,188        158.9%

（注） １．計数は四捨五入のため、端数において合計とは一致しない場合がある。

３．令和２年度補正予算額はＴＰＰ等関連対策及び防災・減災、国土強靭化の推進のための対策が対象。
４．その他には後進地域開発特例法適用団体土地改良等関係開発指定事業補助率差額金を含む。
５．国営総合農地防災には土地改良施設突発事故復旧事業（直轄）、農村地域防災減災には土地改良施設突発事故復旧事業（補助）を含む。

令和２年度
補正予算額

令和2年度
補正予算額

＋
令和３年度
概算決定額

農業農村整備事業の概要

２．令和２年度当初予算額は「臨時・特別の措置」を除いた金額である。

事　　　　項

計

令和２年度
当初予算額

令和３年度
概算決定額

3



　

令和３年度
概算決定額 対前年度比

(％)

　主な事項

農地耕作条件改善事業 24,990      — 24,790      99.2% 

農業水路等長寿命化・防災減災事業 25,813      — 25,813      100.0% 

多面的機能支払交付金 48,652      — 48,652      100.0% 

中山間地域等直接支払交付金 26,100      — 26,100      100.0% 
※令和元年度予算は中山間ルネッサンス推進事業分（252百万円）を除いた額

農山漁村振興交付金 9,805        — 9,805        100.0% 
※　「農泊」の推進、山村活性化支援交付金等を含む

（所要額）

鳥獣被害防止総合対策交付金等 10,010      3,920        ※１ 12,050      ※２ 120.4% 

特殊自然災害対策施設緊急整備事業 300          — 300          100.0% 

有明海再生対策（農村振興局計上分） 1,000        — 1,000        100.0% 

中山間地域所得確保対策 — 100          — —

155,273    2,390        155,883    100.4% 

（注）

 ※１　令和2年度補正予算の2,290百万円等。

 ※２　令和3年度当初の多面的機能支払交付金中の560百万円、中山間地域等直接支払交付金中の485百万円 を含む。

○　計数整理の結果、異動を生じることがある。

○　農村振興局　非公共予算総額は、主な事項以外の事業等も含めた総額を指す。

非公共予算の概要

（単位：百万円）

事　　　　　　　　　　項
令和２年度
当初予算額

令和２年度
補正予算額

農村振興局　非公共予算総額

4



地区名

【国営事業】

（農林水産省）

かんがい排水 3 浅瀬石川
あ せ い し が わ

二期
に き

（青森県）

八郎潟
はちろうがた

（秋田県）

東条川二期
と う じ ょ う が わ に き

（兵庫県）

農用地再編整備 1 水橋
みずはし

（富山県）

総合農地防災 1 手賀沼
て が ぬ ま

（千葉県）

直轄地すべり 1 笹ヶ峰
ささがみね

二期
に き

（新潟県）

（北海道）

かんがい排水 4 共栄
きょうえい

近文
ちかぶみ

二期
に き

美河
み か わ

新川
しんかわ

二期
に き

常呂川
と こ ろ が わ

下流
かりゅう

農用地再編整備 2 岩見沢
いわみ ざわ

大願
おおねがい

伊達
だ て

（奄美）

かんがい排水 1 喜界島
き か い じ ま

（鹿児島県）

令和３年度国営事業等　事業着手地区（概算決定）

区分 地区数
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地区名

【国営事業】

（農林水産省）

かんがい排水

（国営施設応急対策） 5 旧迫川（宮城県）
きゅうはさまがわ

母畑
ぼ ば た

（福島県）

雄国
お ぐ に

山麓
さんろく

（福島県）

天竜川
てんりゅうがわ

下流
かりゅう

（静岡県）

手取川
て ど り が わ

（石川県）

令和３年度国営事業　事業着手地区（概算決定）

区分 地区数
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地区名

全体実施設計

（農林水産省）

かんがい排水 1 西濃
せいのう

用水
ようすい

第三期
だ い さ ん き

（岐阜県）

調査

（農林水産省）

かんがい排水 2 刈谷
か り や

田川
だ が わ

（新潟県）

上場
う わ ば

（佐賀県）

農用地再編整備 1 東近江
ひがしおうみ

（滋賀県）

総合農地防災 1 伊勢平野中央
い せ へ い や ち ゅ う お う

（三重県）

（北海道）

かんがい排水 3 篠
しの

津
つ

運河
う ん が

下流
かりゅう

風連
ふうれん

多寄
た よ ろ

清川
きよかわ

二期
に き

総合農地防災 1 川湯
か わ ゆ

跡
あと

佐
さ

令和３年度国営事業　全体実施設計・調査着手地区（概算決定）

区分 地区数
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令和３年度農林水産関係予算の重点事項  

(農村振興局関係) 
 

注：各事項の（ ）の数値は、「臨時・特別の措置」を除いた令和２年度当初予算額 

      各事項の記述のうち、〇は当初予算、・は補正予算に関するもの  

 

１ 農業農村整備、農地集積・集約化、担い手確保・経営継承の推進 
 

～コロナを契機とした地方での事業・雇用の創出～  

 

⑴ 競争力強化・国土強靱化のための農業農村整備の計画的な推進 
 

農業農村整備事業関係予算は、 

当初（臨時・特別の措置を含まない）と補正を合わせて 

６，３００億円 

 

 【３年度当初】 【２年度３次補正】 

 

① 農業農村整備事業＜公共＞ 

 

〇農業の競争力強化や農村地域の国土強靱化を図るた

め、農地の大区画化・汎用化、農業水利施設の適切な

更新・長寿命化、防災重点農業用ため池対策の強化、

農業用ダムの洪水調節機能強化や田んぼダムの取組拡

大等を実施・支援 

○農村地域のインフラの持続性の確保と農村の活性化を

図るため、集落排水施設や農道の再編、強靱化、高度

化等の定住条件の整備を支援 

・農業用ダムの洪水調節機能の強化や市街地・集落を含

む農村地域の排水対策を図るため、農業水利施設の整

備を実施・支援 

・水田の貯留機能の向上を図るため、田んぼダム等に取

り組む地域で実施される農地の整備を実施・支援 

・激甚化・頻発化する豪雨災害等に対応して老朽化対策

や豪雨・地震対策を進めるため、施設の集約・再編を

含む農業水利施設等の補修・更新を実施・支援 

・防災重点農業用ため池の劣化状況評価、地震・豪雨耐

性評価、統廃合を含む防災工事を支援 

 

 

３，３３３億円 

（３,２６４億円） 

 

１，８５５億円 

② 農地耕作条件改善事業 

 

〇農地中間管理機構による担い手への農地の集積・集約

化、高収益作物への転換を推進するため、機構による

担い手への農地の集積・集約化が行われる地域等にお

いて、農業者の費用負担の軽減を図りつつ、農地の区

画拡大等を支援 

 

２４８億円 

（２５０億円） 
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 【３年度当初】 【２年度３次補正】 

 

③ 農業水路等長寿命化・防災減災事業 

 

〇農業生産活動の基盤となる農業水利施設の機能を安定的

に発揮させるため、機動的・効率的な長寿命化・防災減

災対策を支援 

 

 

２５８億円 

（２５８億円） 

 

 

④ 農山漁村地域整備交付金＜公共＞ 

 

〇地方の裁量によって実施する農林水産業の基盤整備や農

山漁村の防災・減災対策に必要な交付金を交付 

 

 

８０７億円 

（９４３億円） 

 

 

 

 

⑵ 農地中間管理機構による農地集積・集約化と農業委員会による農地利用の最適化 
 

 【３年度当初】   【２年度３次補正】 

 

① 農地の大区画化・汎用化等の推進＜公共＞ 

 

〇農地中間管理機構が借り入れている農地につい

て、都道府県が、農業者からの申請によらず、

農業者の費用負担等を求めずに基盤整備事業を

実施すること等により、地域の特性に応じた農

地の大区画化・汎用化等を実施・支援 

・農地中間管理事業の重点実施区域等において、

担い手への農地集積・集約化を加速化してコメ

の生産コストの大幅な削減等を図るため、農地

の大区画や排水対策、水管理の省力化等の整備

を実施・支援 

 

（農業農村整備事業） 

３，３３３億円の内数 

（３，２６４億円の内数） 

 

１８８億円 

 

② 農地耕作条件改善事業（再掲） 

 

〇農地中間管理機構による担い手への農地の集

積・集約化、高収益作物への転換を推進するた

め、機構による担い手への農地の集積・集約化

が行われる地域等において、農業者の費用負担

の軽減を図りつつ、農地の区画拡大等を支援 

 

 

２４８億円 

（２５０億円） 
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２ 生産基盤の強化と経営所得安定対策の着実な実施 
 

～コロナ禍でも揺るがない生産基盤・セーフティネットの構築～ 
 
⑴ 畜産・酪農の生産基盤の強化         

    【３年度当初】 【２年度３次補正】 
① 畜産環境対策の推進・畜産バイオマス地産地消

対策＜一部公共＞ 

 

〇資源循環の促進等の酪農家による環境負荷の軽減

の取組、家畜排せつ物処理施設の機能の強化を支

援 

・増頭・増産に伴い増加する家畜排せつ物を活用し

た土づくりを進めるための高品質な堆肥の生産、

家畜排せつ物による水質汚濁・悪臭問題の解消の

ための施設・機械等の導入を支援 

・「グリーン社会」の実現に向けてエネルギーの地

産地消を推進するため、家畜排せつ物の有効活用

に資するバイオガスプラント等の導入を支援 

 

（環境負荷軽減型酪農経営支援事業） 

６０億円 
（６２億円） 

（農山漁村地域整備交付金） 

８０７億円の内数 
（９４３億円の内数） 

 

（畜産環境対策の推進・畜産バイオマス地産地消対策） 

２８億円 

（畜産クラスター事業） 

４８１億円の内数 

 

② 草地関連基盤整備＜公共＞ 

 

〇畜産経営規模の拡大や畜産主産地の形成に資する

飼料生産の基盤整備等を実施・支援 

・畜産クラスター計画を策定した地域での効率的な

飼料生産に資する草地整備を実施・支援 

 

 

 

（農業農村整備事業） 

３，３３３億円の内数 

（３，２６４億円の内数） 

 

６４億円 

 

⑵ 農業の持続性の確保に向けた生産基盤の強化   

【３年度当初】   【２年度３次補正】 

 ① 水田フル活用の推進 

 

〇水田農業での麦・大豆等の本作化への支援のほか、高収益

作物の導入・定着への計画的・一体的な支援等により、水

田フル活用を総合的に推進 

 

 

 

ア 水田農業の高収益化の推進＜一部公共＞ 

 

〇高収益作物の導入・定着を図るため、「水田農業

高収益化推進計画」に基づき、国、地方公共団体

等の関係部局が連携し、水田での高収益作物への

転換、水田の畑地化・汎用化のための基盤整備、

栽培技術や機械・施設の導入、販路の確保等の取

組を計画的・一体的に推進 

 

（水田活用の直接支払交付金） 

３，０５０億円の内数 

（野菜等の生産振興対策） 

１５０億円の内数 

（農業農村整備事業） 

３，３３３億円の内数 

（強い農業・担い手づくり総合支援交付金等） 

１６２億円の内数 

 

 

（水田の畑地化、畑地・樹園地の高機能化等の推進） 

４４８億円の内数 

（産地生産基盤パワーアップ事業） 

３４２億円の内数 

（スマート農業技術の開発・実証プロジェクト） 

６２億円の内数 
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・高収益作物を中心とした営農体系への転換を促進

するため、排水改良等による水田の畑地化・汎用

化や、畑地かんがい施設の整備等による畑地・樹

園地の高機能化等の基盤整備を実施・支援 

 

（スマート農業総合推進対策事業） 

１４億円の内数 

イ 「麦・大豆増産プロジェクト」の推進 

 

・国産の麦・大豆への需要を捉えて国産シェアを拡

大するため、水田におけるほ場の団地化、農業機

械・技術の導入による生産体制の強化や基盤整備

による汎用化の推進、豊凶変動に対応した保管施

設の整備、商品の開発・マッチング等を支援 

 

（麦・大豆収益性・生産性向上プロジェクト） 

１億円 

（戦略作物生産拡大支援事業） 

１億円 

（強い農業・担い手づくり総合支援交付金等） 

１６２億円の内数 

（農地耕作条件改善事業） 

２４８億円の内数 

 

６０億円 

 

３ 農山漁村の活性化 
 

～コロナを契機とした都市部から地方への移住を促す環境の整備～ 

 
⑴ 日本型直接支払の実施 

 

 

 

【３年度当初】 【２年度３次補正】 

 

① 多面的機能支払交付金 

 

〇農業・農村の有する多面的機能が維持・発揮されるとと

もに地域全体で担い手を支えるため、農業者等で構成さ

れる活動組織が農地を農地として維持していくために行

う地域活動、地域住民を含む活動組織が行う地域資源の

質的向上を図る活動に交付金を交付 

 

４８７億円 

（４８７億円） 

 

 

② 中山間地域等直接支払交付金 

 

〇中山間地域等における農業生産条件の不利を補正するた

め、棚田地域を含む中山間地域等での農業生産活動を継

続して行う農業者等に交付金を交付 

 

 

２６１億円 

（２６１億円） 

 

⑵ 中山間地農業の所得向上を始めとした農山漁村の活性化 
 

 

① 中山間地農業ルネッサンス事業＜一部公共＞ 

 

〇棚田を含む傾斜地等の条件不利性や鳥獣被害の増加等の

中山間地農業の状況を踏まえつつ、地域の特色をいかし

た多様な取組を後押しするため、多様で豊かな農業と美

しく活力ある農山村の実現、地域コミュニティによる農

地等の地域資源の維持・継承に向けた取組、不測の事態

に備えた都市部と農村部の安定的な連携体制の構築に取

り組むモデル地区の創出等を総合的に支援 

 

４０６億円 

（４４２億円） 
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② 棚田・中山間地域対策＜一部公共＞ 

 

〇棚田地域を始めとする中山間地域における収益力向上を

図るため、農業生産を支える水路・ほ場等の基盤整備と

加工・販売施設等の整備とを一体的に支援 

・中山間地域の特色をいかした農業の展開のための計画の

策定と実践を、基盤整備等の関連事業と併せて総合的に

支援 

 

 （中山間地域農業農村総合整備事業） 

５７億円 

（５０億円） 

（農山漁村地域整備交付金） 

８０７億円の内数 

（９４３億円の内数） 

（中山間地域所得確保対策） 

１億円 

このほか 

関係中山間地域優先枠 

１９９億円 

 

③ 農山漁村振興交付金 

 

〇農山漁村における定住や都市と農山漁村の交流を促進す

るとともに、関係人口の創出・拡大を図るため、地域資

源を活用した計画策定や各種取組の実践を支援 

 

９８億円 

（９８億円） 

 

 

ア 農泊の推進 

 

〇農泊を実施するための体制整備、観光コンテンツの磨

き上げ、地域全体でのプログラム企画等の取組、ワー

ケーションの受け入れへの対応、食や景観を活用した

高付加価値コンテンツ開発、農家民宿や古民家等を活

用した滞在施設、農林漁業体験施設の整備等を一体的

に支援 

  

 

イ 農福・林福・水福連携の推進 

 

〇農林水産分野での障害者等の雇用・活躍の場を創出

し、農山漁村の維持・発展を図るため、農福連携に加

え、苗木生産や養殖施設といった林福連携・水福連携

に資する施設の整備、障害者の職場定着を支援する人

材の育成、作業手順のマニュアル化等を一体的に支援 

 

 

 

 

ウ 都市農業の多様な機能の発揮 

 

〇都市農業を振興するため、都市農業での生産体験や交

流の場の提供、災害時の避難地としての活用等につい

て、都市農地の貸借を伴う経営の拡大の取組を優先し

て支援 

  

 
エ 農山漁村の持続性確保を実現する次世代型コミュニ

ティビジネスの展開 

 

〇人口密度の低い農山漁村における生業・暮らしを持続

的に支えていくため、農林漁業の振興と併せて、買い

物・子育て等の地域のコミュニティの維持に資するサ

ービスの提供や、地域内外の若者等の呼び込みを行う

事業体の形成に向けた計画策定、施設整備等を支援 
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オ 農業・農村の情報通信環境の整備 

 

〇農業・農村のインフラの管理の省力化・高度化、地域

活性化、スマート農業の実装を促進するため、情報通

信環境の整備を支援 

 

  

 

カ 荒廃化のおそれのある農地の低コストでの維持・管

理、不測の事態に備えた生産の実証 

 

〇荒廃化のおそれのある農地の低コストでの維持・管

理、不測の事態に備えた生産・供給の実証等を行うモ

デル地区の創出を支援 

 

 

 

 【３年度当初】 【２年度３次補正】 

  

➃ 鳥獣被害防止対策とジビエ利活用の推進 

 

〇農作物被害のみならず農山漁村の生活に大きな影響を与

える鳥獣被害の防止に向け、捕獲者のサポート体制の構

築、捕獲頭数の増加に応じた支援の導入等により捕獲活

動を抜本的に強化するほか、林業関係者によるシカの捕

獲効率向上対策等を実施 

 

〇地域資源を有効に活用したジビエ利活用の拡大に向け、

捕獲者や処理加工施設の人材の育成、処理加工施設の整

備、プロモーション等による需要拡大の取組を支援 

 

・中山間地域等での農作物の被害の低減を図るため、鳥獣 

の侵入防止柵の整備、効率的・効果的な捕獲に向けた生

息調査の実施、現場での実践的な捕獲者育成研修の実施

等を支援 

・捕獲活動の強化に伴うジビエへの利活用を促進するた

め、ジビエ処理加工施設と流通業者の連携による販売促

進等を支援 

 

 

（鳥獣被害防止総合対策交付金等） 

１２２億円 

（１０２億円） 

うち多面的機能支払交付金中 

６億円 

うち中山間地域等直接支払交付金中 

５億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（所要額） 

３９億円 

 

➄ 特殊自然災害対策施設緊急整備事業 

 

〇火山の降灰等の被害に対応するため、洗浄用機械・施設

等の整備、これと一体的に行う用水確保対策等を支援 

 

 

３億円 

（３億円） 
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４ 防災・減災、国土強靱化と災害復旧の推進 
 

～激甚化する災害にも負けない生産基盤の整備～ 
 

⑴ 防災・減災、国土強靱化の推進          【３年度当初】 【２年度３次補正】 

 

① 農業水利施設、ため池等の対策＜公共＞ 

 

・農業用ダムの洪水調節機能の強化や市街地・集落を含む

農村地域の排水対策を図るため、農業水利施設の整備を

実施・支援 

・水田の貯留機能の向上を図るため、田んぼダム等に取り

組む地域で実施される農地の整備を実施・支援 

・激甚化・頻発化する豪雨災害等に対応して老朽化対策や

豪雨・地震対策を進めるため、施設の集約・再編を含む

農業水利施設等の補修・更新を実施・支援 

・防災重点農業用ため池の劣化状況評価、地震・豪雨耐性

評価、統廃合工事を含む防災工事を支援 

 

 

 

 

１，１５５億円 

② 海岸堤防等の対策＜公共＞ 

 

・南海トラフ地震等の大規模地震が想定される地域での堤防の

嵩上げ、補強等による津波・高潮対策や、老朽化が進行した

海岸保全施設の改修等を実施 

 

  

１億円 

 

⑵ 災害からの復旧・復興               【３年度当初】  【２年度３次補正】 
 

① 災害復旧等事業＜公共＞ 

 

〇地震・豪雨等により被災した農地・農業用施設、治山施設、

林道施設、漁港施設等の復旧等を実施・支援 

・令和２年７月豪雨等により被災した農地・農業用施設、治山

施設、林道施設、漁港施設等の速やかな復旧等を実施・支援 

 

８４億円 

（８３億円） 

 

１，０１７億円 
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
農
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
農
業
生
産
基
盤
整
備

（
農
業
競
争
力
強
化
対
策
）

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
や
農
業
の
高
付
加
価
値
化
を
図
る
た
め
、農

地
中
間
管
理
機
構
との
連
携
等
に
よ
り、
農
地
の
大
区
画
化
や
汎
用
化
・畑

地
化
、畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
等
を
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進
しま
す
。ま
た
、水
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水
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省
力
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図
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築
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。

２
．
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設
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略
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全
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理
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災
・減
災
対
策
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土
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策
）
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設
の
更
新
・長
寿
命
化
・耐
震
化
、農
地
の
湛
水
防
止

対
策
、た
め
池
の
防
災
・減
災
対
策
、農
業
用
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能

強
化
等
を
推
進
しま
す
。

３
．
農
村
整
備
（
田
園
回
帰
・農
村
定
住
促
進
）

農
村
に
人
が
安
心
して
住
み
続
け
られ
る
条
件
を
整
備
す
る
た
め
、集
落

排
水
施
設
や
農
道
等
の
整
備
を
推
進
しま
す
。

既
に
標
準
耐
用
年
数

を
超
過
した
施
設

5
.0
兆
円

（
全
体
の

2
6
％
）

さら
に
今
後

1
0
年
の
うち
に

標
準
耐
用
年
数
を
超
過
す
る

施
設
を
加
え
る
と

7
.8
兆
円
（
全
体
の

4
0
％
）

全
体

19
.3
兆
円

農
業
農
村
整
備
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

33
3,

25
6（

32
6,

43
6）

百
万
円
】

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

18
5,

51
9百

万
円
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
業
の
競
争
力
強
化
の
た
め
の
農
地
の
大
区
画
化
や
汎
用
化
・畑
地
化
、新
た
な
農
業
水
利
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、国
土
強
靱
化
の
た
め
の
農
業
水
利
施
設
の
適
切
な
更
新
・長

寿
命
化
、た
め
池
の
防
災
・減
災
対
策
や
農
業
用
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強
化
、集
落
排
水
や
農
道
等
の
生
活
イ
ン
フラ
の
整
備
等
を
推
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
が
全
農
地
面
積
の
８
割
とな
る
よ
う農

地
集
積
を
推
進
［
令
和
５
年
度
ま
で
］

○
基
盤
整
備
完
了
区
域
（
水
田
）
に
お
け
る
作
付
面
積
（
主
食
用
米
を
除
く）
に
占
め
る
高
収
益
作
物
の
割
合
の
増
加

○
機
能
保
全
計
画
に
基
づ
く適
時
適
切
な
更
新
等
を
通
じ、
安
定
的
な
用
水
供
給
と良

好
な
排
水
条
件
を
確
保

○
農
地
及
び
周
辺
地
域
の
湛
水
被
害
等
の
防
止

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
等

1/
2等

1/
2等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
設
計
課
（

03
-3

50
2-

86
95
）

農
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
農
業
生
産
基
盤
整
備

農
業
水
利
施
設
の

戦
略
的
な
保
全
管
理

農
業
・農
村
の
強
靱
化
に

向
け
た
防
災
・減
災
対
策


農
地
整
備
を通
じた
農
地
集
積
・集
約
化
の例

農
業
競
争
力
強
化
対
策


汎
用
化
の例

農
家

数
戸

当
た
り
規

模

３
６
３
戸

０
．
６
ｈ
ａ
／

戸

：
自

家
消

費
希

望
者

凡
例

Ａ
経
営
体

5
5
h
a

Ｂ
経
営
体

8
3
h
a

Ｃ
経
営
体

4
3
h
a

自
家
消
費
農
家

5
1
h
a

農
家
数

戸
当
た
り
規
模

３
６
３
戸

０
．
６
ｈ
ａ
／
戸

：集
落
営
農
参
加
合
意
者

：自
家
消
費
希
望
者

計
画

現
況


大
区
画
化
の例

事
業
実
施
前

事
業
実
施
後

汎
用
化
水
田
で
の
レ
タス
の
栽
培

水
管
理
の

IC
T化

土
地
改
良
区
に
よ
る
管
理

大
規
模
・少
数
の

担
い
手
に
よ
る
管
理

自
動
ゲ
ー
ト化


新
たな
農
業
水
利
シス
テム
（
イメ
ージ
）

分
水

施
設

取
水

施
設

水
位
･水
温
の
確
認

用
排
水
の
遠
隔
操
作

面
的
集
積

田
大 豆麦

調
整

施
設

自
動
給
水
栓

水
路
の
ﾊﾟ
ｲﾌ
ﾟﾗ
ｲﾝ
化中
央
管
理
所


た
め
池
の
整
備


施
設
の
耐
震
化

耐
震
化
後
の
頭
首
工
堰
柱

農
業
水
利
施
設
の

戦
略
的
な
保
全
管
理

農
業
・農
村
の
強
靱
化
に

向
け
た
防
災
・減
災
対
策

国
土
強
靱
化
対
策

堰
柱
を
拡
幅

耐
震
化
前
の
頭
首
工
堰
柱

改
修
後
の
堤
体

改
修
前
の
堤
体


基
幹
的
農
業
水
利
施
設
の

標
準
耐
用
年
数
の
超
過
状
況


農
業
水
利
施
設
補
修
に
よ
る

長
寿
命
化
対
策

水
路
の
機
能
診
断

補
修

注
）
受
益
面
積

10
0h

a以
上
の
農
業
水
利
施
設
の

資
産
価
値
（
再
建
設
費
ベ
ー
ス
）

※
事
業
の
一
部
は
、直

轄
で
実
施
（
国
費
率

2/
3等

）
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国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

10
6,

18
7（

10
8,

27
4）

百
万
円
】

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

19
,0

80
百
万
円
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
業
生
産
の
基
礎
とな
る
ダム
、頭

首
工
、用

排
水
機
場
、幹

線
用
排
水
路
等
の
農
業
用
用
排
水
施
設
の
整
備
を
行
い
、農
業
用
水
の
確
保
・安
定
供
給
と農
地
の
排
水
改
良

を
図
りま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

機
能
保
全
計
画
に
基
づ
く適
時
適
切
な
更
新
等
を
通
じ、
安
定
的
な
用
水
供
給
と良

好
な
排
水
条
件
を
確
保

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

農
業
用
水
の
確
保
、適

期
・適
量
供
給
、排

水
改
良
を
図
る
た
め
基
幹
的
な
農
業
水
利

施
設
の
整
備
・更
新
を
行
い
ま
す
。

１
．
一
般
型

（
実
施
要
件
：
受
益
面
積

3,
00

0h
a以
上
等
）

地
域
に
適
し
た
水
利
・排
水
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め
に
行
う農

業
用
用
排
水
施
設
の

新
設
ま
た
は
再
編
整
備

２
．
特
別
型

（
実
施
要
件
：
受
益
面
積

50
0h

a以
上
等
）

・高
収
益
作
物
の
導
入
・転
換
に
必
要
な
畑
地
化
・汎
用
化
を
行
うた
め
の
整
備

・担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
目
的
とし
た
水
利
シ
ス
テ
ム
の
再
編
を
行
うた
め
の
整
備

・不
測
の
事
態
に
対
す
る
応
急
対
策
及
び
施
設
機
能
の
保
全
を
行
うた
め
の
整
備

・老
朽
化
等
に
よ
る
機
能
低
下
が
見
られ
る
施
設
の
集
約
・再
編
を
伴
う整

備

○
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
に
関
す
る
治
水
協
定
を
締
結
し
た
地
区
に
お
い
て
、ダ

ム
の
堆
砂
対
策
に
よ
る
貯
水
容
量
の
確
保
や
、地

区
内
の
施
設
更
新
に
合
わ
せ
て
洪
水

調
節
機
能
の
強
化
に
資
す
る
施
設
整
備
を
行
う事

業
メニ
ュー
を
特
別
型
に
創
設
しま
す
。

○
一
体
的
に
行
う地

域
防
災
対
策
に
お
い
て
、畑

受
益

1,
00

0h
a以
上
の
ダム
に
お
け
る

堆
砂
対
策
を
追
加
しま
す
。

○
管
理
設
備
等
の
単
独
整
備
を
可
能
とす
る
た
め
、施

設
更
新
の
下
限
事
業
費
を
２
千

万
円
に
引
き
下
げ
ま
す
。（

R7
年
度
ま
で
）

＜
事
業
実
施
主
体
＞

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
水
資
源
課
（

03
-6

74
4-

22
06
）

ダ
ム

用
水
路

排
水
機
場

排
水
路頭
首
工

畑
地

か
ん

が
い

国
営
末
端

面
積

10
0
ha

都
道
府
県

末
端
面

積
2
0
ha

水
田

か
ん

が
い

国
営
末
端

面
積

50
0
ha

都
道
府
県

末
端
面

積
1
0
0h
a

国
営
か
ん

排
事
業

で
実
施

す
る
部

分
都

道
府
県

営
か
ん

排
事
業

で
実
施

す
る
部

分
団

体
営
か

ん
排
事

業
で
実

施
す
る

部
分

国
営
受
益

地
都

道
府
県

営
受
益

地

水
田

排
水

国
営
末
端

面
積

50
0
ha

都
道
府
県

末
端
面

積
1
0
0h
a


農
業
用
ダム

河
川
をせ
き止
め、
用
水
を貯
留
・調
整
す

る施
設


排
水
機
場

河
川
や海
面
より
低
いほ
場
の水
を汲
み

上
げ、
安
全
に地
区
外
へ排
水
する
施
設


頭
首
工

取
水
堰
と取
水
口
等
から
構
成
され
、

河
川
から
農
業
用
水
を安
定
的
に取
水
す

る施
設


排
水
路


用
水
路
（
水
管
橋
）

畑
地
か
ん
が
い

国
営
末
端
支
配
面
積

10
0h

a
都
道
府
県
末
端
支
配
面
積

20
ha

水
田
か
ん
が
い

国
営
末
端
支
配
面
積

50
0h

a
都
道
府
県
末
端
支
配
面
積

10
0h

a
国
営
受
益
地

都
道
府
県
営
受
益
地

水
田
排
水

国
営
末
端
支
配
面
積

50
0h

a
都
道
府
県
末
端
支
配
面
積

10
0h

a

国
営
か
ん
排
事
業
で
実
施
す
る
部
分

都
道
府
県
営
か
ん
排
事
業
で
実
施
す
る
部
分

団
体
営
か
ん
排
事
業
で
実
施
す
る
部
分

国

※
下
線
部
は
拡
充
内
容

（
国
費
率
：
農
林
水
産
省

2/
3、
北
海
道
・離
島

75
％
、沖
縄
・奄
美

90
％
等
）
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Sheet2

				目的別の水利使用許可 モクテキベツスイリシヨウキョカ

				許可水利権				農業用水慣行水利権

		件　　数		その他
用　水 タ		農業用水		117,952件

		140,214件		5,086件		17,176件

				(4%)		(12%)		(84%)

				許可水利権				農業用水慣行水利権

		最大取水量		その他
用　水 タ		農業用水		取水量表示有		取水量表示無

								(54万ha)		(69万ha)

				1,592ｍ3/s		6,909ｍ3/s		4,386ｍ3/s		－

				（注）水利権実務ハンドブックによる（許可水利権は発電用水を除く）。





Sheet3

		水田農業の効果 スイデンノウギョウコウカ

		水田農業による地下水
かん養機能等の維持・増進		地下水かん養、
流況安定効果		約１兆2,900億円／年 チョウ				利水ダム建設、維持管理コストで代替

		洪水被害等の軽減		洪水防止機能		約２兆8,800億円／年				水田貯留による機能を治水ダム建設、維持管理コストで代替

				土砂流出防止効果 コウカ		約2,850億円／年				防災ダム建設コストで代替

		※代替法による農業・農村の公益的機能評価（平成１０年）　農業総合研究所 ダイガエホウノウギョウノウソンコウエキテキキノウヒョウカヘイセイネンノウギョウソウゴウケンキュウショ





Sheet4

		



幹線用水路

ほ場整備による末端水路の整備

頭首工

排水機場

幹線排水路

支線排水路

支線用水路

末端排水路

ダム

用水機場



Sheet5

		



ダム

用水路

排水機場

排水路

頭首工

畑地かんがい
国営末端面積100ha
都道府県末端面積20ha

水田かんがい
国営末端面積500ha
都道府県末端面積100ha

国営かん排事業で実施する部分
都道府県営かん排事業で実施する部分
団体営かん排事業で実施する部分

国営受益地
都道府県営受益地

水田排水
国営末端面積500ha
都道府県末端面積100ha
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実
施
要

件

国
営

か
ん

が
い

排
水

事
業

（
拡

充
）

～
農

業
用

ダ
ム

の
利

水
機

能
を

確
保

し
つ

つ
、

洪
水

調
節

機
能

強
化

の
取

組
を

推
進

～

事
業
実
施
主
体

国
（
１
）

受
益
面
積

5
0
0
h
a以

上
（
２
）

治
水
協
定
の
締
結
、
ダ
ム
の
洪
水
調
節
可
能
容
量
の
増
大
が
図
ら
れ
る
こ
と

等

現
状

・
課

題
今

後
の

対
応

○
令

和
元

年
12
月

に
策

定
さ

れ
た

「
既
存

ダ
ム

の
洪
水

調
節
機

能
の

強
化
に

向
け
た

基
本

方
針
」

に
基
づ

き
、

農
業
用

ダ
ム

で
も

洪
水

調
節

機
能

強
化
の

取
組
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、

ダ
ム

貯
水

池
内
の
堆

砂
や

放
流

能
力
の
不

足
等
の
課
題
が
存
在
。

○
ダ

ム
の

堆
砂

対
策

に
よ

る
貯
水

容
量
の

確
保

や
、

地
区

内
の

施
設

更
新
に

合
わ
せ

た
洪

水
調

節
機

能
の

強
化

に
資

す
る

施
設

整
備

を
行
う

こ
と

に
よ
り

、
農
業
用
ダ
ム
本
来
の
利
水
機

能
に

支
障

が
生
じ
る

リ
ス

ク
を

軽
減
し
つ
つ
、
洪
水
調
節
機
能
強
化
の
取
組
を
推
進

。


令
和
２
年
５
月

末
ま
で
に
一
級
水
系
に
あ
る
全
て
の
農
業
用
ダ
ム
2
6
5

基
で
治
水
協
定
を

締
結

し
、
今
年
度
の
出
水
期
か
ら
運
用
を
開
始

。

（
二
級
水
系
の
ダ
ム
に
つ
い
て
も
、
緊
要
性
等
に
応
じ
て
順
次
実
施
）


ダ

ム
貯
水
池
内
の
堆
砂
に
よ
り
ダ
ム
の
貯
水
容
量
が
低
下

。
ま
た
、
事

前
放
流
を
行
う
上
で
、
ダ
ム
の
放
流
能
力
が
小
さ
い
等
の
制
約
が
あ
る
。


事

前
放
流
で
急
激
に
水
位
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
堤
体
の
安
全

性
が
損
な
わ
れ
た
り
、
貯
水
池
法
面
の
地
滑
り
が
発
生

す
る
こ
と
が
危
惧
。


ダ
ム
の
堆
砂

対
策
に
よ
る
貯
水
容
量
の
確
保

や
、
地
区
内
の
施
設
更
新

に
合
わ
せ
た
洪

水
調
節
機
能
の
強
化
に
資
す
る
施
設
整
備

を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
農
業
用
ダ
ム
本
来
の
利
水
機
能
に
支
障
が
生
じ
る
リ
ス
ク
を
軽
減

し
つ
つ
、
洪
水

調
節
機
能
強
化
の
取
組
を
推
進

。

ダ
ム
貯

水
池

内
の

堆
砂

の
状
況

取
水
設
備
の
整
備

貯
水
池
法
面
の
保
護

堆
砂
対
策

国
費

率
一

般
施
設

：
農
林

水
産
省

2
/
3
、

北
海
道
・
離
島

7
5％

、
沖
縄
・
奄
美

9
0
％
等

基
幹

施
設

：
農
林
水
産
省

7
0
％
、
北
海
道
・
離
島

8
5％

、
沖
縄
・
奄
美

9
0
％
等

※
基

幹
施

設
（
国

費
率
70
%等

）
に
該
当
す
る
か
判
定
す
る
際
に
、
洪
水
調
節
機
能
の
発
揮
を
図
る
上
で
治
水

協
定

ダ
ム

と
連
動

し
た
操
作
が
必
要
不
可
欠
な
施
設
に
つ
い
て
は
、
ダ
ム
と
一
体
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
。

調
整
池
の
整
備
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
（
施
行
申
請
期
限
：
令
和
３
年
度
末
ま
で
）

○
基
幹
事
業
：
区
画
整
理

○
併
せ
行
う事

業
：
農
業
用
用
排
水
施
設
、農

業
用
道
路
の
整
備
、

暗
渠
排
水
、客

土
、農

用
地
の
改
良
又
は
保
全

【採
択
要
件
】

○
耕
作
放
棄
地
及
び
耕
作
放
棄
の
お
そ
れ
が
あ
る
農
地
が
一
定
割
合
以
上

等
２
．
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
（
中
山
間
地
域
型
）

○
基
幹
事
業
：
区
画
整
理
、開

畑
、農

地
保
全

○
併
せ
行
う事

業
：
農
業
用
用
排
水
施
設

【採
択
要
件
】

○
中
山
間
地
域
で
あ
る
こと

等
３
．
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
（
次
世
代
農
業
促
進
型
）

○
基
幹
事
業
：
区
画
整
理

○
併
せ
行
う事

業
：
農
業
用
用
排
水
施
設
、農

業
用
道
路
の
整
備
、

暗
渠
排
水
、客

土
、農

用
地
の
改
良
又
は
保
全

【採
択
要
件
】

○
高
収
益
作
物
の
作
付
面
積
割
合
が
一
定
割
合
以
上
増
加
す
る
こと

等
４
．
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
（
草
地
整
備
型
）

○
基
幹
事
業
：
区
画
整
理

○
併
せ
行
う事

業
：
農
業
用
用
排
水
施
設
、農

業
用
道
路
の
整
備
、

暗
渠
排
水
、客

土
、農

用
地
の
改
良
又
は
保
全

【採
択
要
件
】

○
受
益
面
積

1,
00

0h
a以
上

○
中
山
間
地
域
で
あ
る
こと

○
目
標
年
度
ま
で
に
一
定
の
農
地
集
積
条
件
を
満
た
す
こと

○
畜
産
クラ
ス
ター
計
画
との
連
携

※
下
線
部
は
拡
充
内
容

＜
事
業
の
実
施
主
体
＞

国
（
国
費
率
：
内
地

2/
3、
北
海
道

75
%
）

国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

37
,3

62
（

35
,1

27
）
百
万
円
】

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

17
,8

24
百
万
円
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

広
域
的
な
農
地
の
大
区
画
化
や
排
水
改
良
を
行
い
、農

地
集
積
・集
約
化
を
加
速
す
る
とと
も
に
、耕

作
放
棄
地
の
解
消
・未
然
防
止
、生
産
コス
ト
低
減
や
高
収
益
作
物
へ
の

転
換
等
に
よ
る
産
地
収
益
力
の
向
上
を
図
りま
す
。ま
た
、国

産
飼
料
生
産
基
盤
の
強
化
の
た
め
、牧

草
・飼
料
作
物
の
生
産
地
帯
を
対
象
とし
た
基
盤
整
備
の
促
進
を
図
りま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
が
全
農
地
面
積
の
８
割
とな
る
よ
う農

地
集
積
を
推
進
［
令
和
５
年
度
ま
で
］ ［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
（

03
-6

74
4-

22
07
）

事
業
実
施
前

事
業
実
施
後

小
区
画
で
不
整
形
な
農
地

農
地
の
大
区
画
化
、耕

作
放
棄
地
発
生
の
防
止

た
ま
ね
ぎ
の
生
産
拡
大

○
自
動
走
行
農
機
等
に
対
応
した
農
地
整

備
に
よ
り、
自
動
走
行
農
機
等
の
省
力
化
技

術
の
導
入
を
促
進
。

○
高
収
益
作
物
へ
の
転
換
を
促
進

産
地
収
益
力
の
向
上
等

農
地
の
大
区
画
化
・排
水
改
良
等

○
農
地
の
大
区
画
化
や
排
水
改
良
（
地
下

か
ん
が
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
）
を
実
施

キ
ャベ
ツの
生
産
拡
大

地
下
か
ん
が
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入

農
地
の
大
区
画
化
、排

水
改
良

農
機
の
旋
回
を
容
易
に
し、

作
業
効
率
が
向
上
す
る

ター
ン
農
道

自
動
走
行
農
機
の
無
人

運
転
の
状
況
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（
事
業
内
容
）

基
幹
事
業

区
画
整
理

併
せ
行
う事

業
農
業
用
用
排
水
施
設
、農

業
用
道

路
の
整
備
、暗

渠
排
水
、客

土
、農

用
地
の
改
良
又
は
保
全国

営
農

地
再

編
整

備
事

業
（

草
地

整
備

型
）

（
拡

充
）

国

２
．
採

択
要

件

・受
益
面
積

1,
00

0h
a以
上

・中
山
間
地
域
で
あ
る
こと

・目
標
年
度
ま
で
に
、担

い
手
へ
の
農
地
集
積
率
が

80
%
以
上
とな
り、
か
つ
集
積
対
象
とな
る
経
営
体
の
規
模
が
平
均

20
ha
以
上
とな
る
こと

・畜
産
クラ
ス
ター
計
画
との
連
携

○
国
産
飼
料
生
産
基
盤
の
強
化
の
た
め
に
は
飼
料
生
産
コス
トの
削
減
が
不
可
欠
で
あ
り、
大
区
画
化
や
排
水
改
良
を
進
め
る
とと
も
に
、基

盤
整
備
を
通

じて
牧
草
・飼
料
作
物
の
生
産
の
ス
マ
ー
ト化

や
飼
料
生
産
組
織
に
よ
る
牧
草
・飼
料
作
物
生
産
の
外
部
化
等
を
促
進
す
る
こと
に
よ
り、
畜
産
・酪
農
経
営

の
規
模
拡
大
と所

得
の
向
上
を
図
る
。

○
この
た
め
、国

営
農
地
再
編
整
備
事
業
に
お
い
て
、牧

草
・飼
料
作
物
の
生
産
地
帯
を
対
象
とし
た
草
地
整
備
型
を
創
設
し、
牧
草
地
帯
の
基
盤
整
備
を

促
進
す
る
。

１
．
事

業
内

容

３
．
実
施
主
体

整
備
前

整
備
後

牧
草
・飼
料
作
物
生
産
の
生
産
性
の
向
上
と省

力
化

（
事
業
実
施
に
よ
る
効
果
の
イ
メ
ー
ジ
） 整
備
前

4枚
に
分
散

○
ほ
場
の
大
区
画
化
や
排
水
改
良
等
の
基
盤
整
備

に
よ
り、
大
型
農
作
業
機
械
に
よ
る
効
率
的
な
作
業

を
可
能
とし
、生

産
性
向
上
・省
力
化
を
図
る

整
備
後

1枚
に
大
区
画
化

機
械
作
業
効
率
が
悪
くな
る

排
水
不
良
が
生
じて
い
る
ほ
場

効
率
的
な
大
型
機
械
の
導
入

酪
農
の
収
益
力
強
化

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
ター
に
よ
る
飼
料
生

産
の
一
元
化

コン
トラ
クタ
ー
に
よ
る
収
穫
等
に

よ
り、
作
業
の
効
率
化

○
濃
厚
飼
料
の
大
部
分
は
輸

入
に
依
存
。

○
世
界
的
な
穀
物
需
給
の
逼

迫
や
気
候
変
動
に
よ
る
生
産

量
減
少
の
お
そ
れ
。

○
国
産
飼
料
の
自
給
力
向
上
が

不
可
欠
。

○
労
働
力
不
足
が
畜
産
の
持
続

的
発
展
の
ボ
トル
ネ
ック
に
な
る

可
能
性
。

〇
酪
農
の
労
働
時
間
は
他
の
営

農
類
型
や
製
造
業
に
比
べ
て

長
大
で
、過

酷
な
労
働
状
況
。

畜
産
・酪
農
地
帯
に

お
け
る
現
状
と課

題

畜 産 ク ラ ス タ ー 計 画

と の 連 携

飼
養
規
模
の
拡
大
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
農
業
用
用
排
水
施
設
の
機
能
回
復

湛
水
被
害
や
水
質
汚
濁
、地

盤
沈
下
に
よ
る
障
害
等
に
対
応
し、
施
設
の

機
能
回
復
や
災
害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
、ダ
ム
、頭

首
工
、幹

線
用
排

水
路
、排

水
機
場
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

２
．
農
業
用
排
水
施
設
の
豪
雨
災
害
対
策

豪
雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
した
地
域
に
お
い
て
、計

画
基
準
降
雨
の
見
直
し

を
行
い
、必

要
な
排
水
能
力
を
有
しな
い
排
水
機
場
、排

水
路
等
の
機
能
向

上
を
行
い
ま
す
。

３
．
農
業
用
用
排
水
施
設
の
耐
震
化
対
策

大
規
模
地
震
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
に
お
い
て
、必

要
な
耐
震
性
能
を
有
し

て
い
な
い
農
業
用
用
排
水
施
設
の
耐
震
化
対
策
を
実
施
しま
す
（
農
業
者

の
申
請
に
よ
らず
国
の
判
断
で
も
実
施
可
能
）
。

４
．
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
豪
雨
・地
震
対
策

大
規
模
優
良
農
業
地
域
に
お
い
て
、決

壊
した
場
合
の
影
響
が
大
き
い
防

災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
豪
雨
・地
震
対
策
等
を
行
い
ま
す
。

［
令
和

12
年
度
ま
で
］

【採
択
基
準
】

①
受
益
面
積

3,
00

0h
a以
上
、末

端
支
配
面
積

30
0h

a以
上

②
ダム
の
堆
砂
対
策

受
益
面
積

3,
00

0h
a （
畑

1,
00

0h
a）
以
上

③
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
整
備

受
益
面
積

30
0h

a以
上

等

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

25
,1

60
（

22
,5

79
）
百
万
円
】

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

5,
98

0百
万
円
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

自
然
的
・社
会
的
な
状
況
の
変
化
に
起
因
した
農
地
・農
業
用
用
排
水
施
設
の
機
能
低
下
や
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
生
じて
い
る
地
域
に
お
い
て
、農
業
用
用
排
水
施
設
等
を
整

備
し
、施
設
の
機
能
回
復
や
災
害
の
未
然
防
止
を
図
りま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

農
地
及
び
周
辺
地
域
の
湛
水
被
害
等
の
防
止

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
防
災
課
（

03
-3

50
2-

64
30
）

農
地
機
能
保
全

泥
炭
土
に
起
因
した
農
地
の
排
水

不
良
解
消
の
た
め
、排

水
路
や
暗

渠
等
の
整
備

暗
渠
排
水
に
よ
る

排
水
不
良
解
消

地
盤
沈
下
対
策

地
盤
沈
下
に
よ
る
流
下
能
力
低
下
に

対
処
す
る
た
め
、水

路
や
排
水
機
場

等
の
機
能
回
復

地
盤
沈
下
に
よ
る

変
形
を
改
修

湛
水
防
除

流
域
開
発
等
に
よ
る
洪
水
流
量
増

加
に
対
処
す
る
た
め
、排

水
路
や
遊

水
池
を
整
備

洪
水
時
排
水
を
一
時
貯
留

水
質
障
害
対
策

用
・排
水
路
の
分
離
等
に
よ
り

良
質
の
農
業
用
水
を
確
保

用
排
水
の
分
離

大
規
模
地
震
対
策

被
災
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
施
設
に

対
して
耐
震
化
対
策
を
実
施

橋
脚
部
の
部
材
厚
増
加

た
め
池
群
補
修

た
め
池
決
壊
に
よ
る
災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、た
め
池
の
補
強
、改

修
た
め
池
の
改
修

豪
雨
災
害
対
策

豪
雨
被
害
を
契
機
とし
た
、確

率
降

雨
の
見
直
しに
合
わ
せ
た
排
水
機
能

の
向
上

排
水
機
場
の
増
強

農
業
用
河
川
工
作
物
改
修

頭
首
工
等
の
河
川
工
作
物

の
補
修

頭
首
工
の
改
修

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
整
備

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の

豪
雨
災
害
対
策
、耐

震
化
対
策

た
め
池
の
耐
震
化
対
策

＜
事
業
実
施
主
体
＞

国
（
国
費
率
：
内
地

2/
3、
北
海
道

3/
4等
）

※
下
線
部
は
拡
充
内
容
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国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
の
拡
充

○
近
年
の
豪
雨
等
に
起
因
す
る
自
然
災
害
の
増
加
に
伴
い
、近

代
工
学
技
術
に
基
づ
き
建
設
され
て
い
な
い
も
の
の
多
い
農
業
用
た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
人
的
被
害
等

の
発
生
や
、土

砂
災
害
等
に
起
因
した
ダム
貯
水
池
へ
の
土
砂
流
入
に
よ
る
農
業
水
利
施
設
の
機
能
低
下
が
顕
著
で
あ
り、
こう
した
近
年
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
対

応
で
き
る
施
設
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
とな
って
い
る
。

○
この
た
め
、国

営
総
合
農
地
防
災
事
業
に
お
い
て
、①

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
緊
急
整
備
型
の
創
設
、②

畑
地
か
ん
が
い
ダム
の
堆
砂
対
策
の
実
施
に
よ
り自

然
災
害
へ
の
対
策
を
強
化
す
る
。

＜
事
業
内
容
＞

食
料
生
産
に
不
可
欠
な
農
業
用
水
を
安
定
的
に
供
給
しつ
つ
、防

災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
決
壊

に
よ
る
水
害
そ
の
他
の
災
害
か
ら国

民
の
生
命
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、決

壊
した
場
合
の
影
響
が

大
き
い
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
豪
雨
災
害
対
策
、耐

震
化
対
策
等
を
実
施
す
る
。

＜
実
施
要
件
＞

○
大
規
模
優
良
農
業
地
域
（
過
去
に
国
営
事
業
を
実
施
した
地
域
）
で
あ
る
こと

〇
か
ん
が
い
受
益
面
積

30
0h

a以
上
、か
つ
、防

災
受
益
面
積

50
0h

a以
上
で
あ
る
こと

〇
末
端
支
配
面
積
が

20
ha
以
上
で
あ
る
こと

※
申
請
期
間
は

10
年
間
とす
る
。

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
緊
急
整
備
型
の
創
設

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

畑
地
か
ん
が
い
ダム
の
堆
砂
対
策
の
実
施

（
基
幹
施
設
型
を
拡
充
）

＜
拡
充
内
容
＞

本
事
業
で
は
、こ
れ
ま
で
水
田
地
区
（
国
営
要
件

3,
00

0h
a以
上
）
に
お
け
る
ダム
の
堆
砂
対
策

を
行
って
き
た
も
の
の
、畑

地
区
（
国
営
要
件

1,
00

0h
a以
上
）
に
お
い
て
も
、近

年
の
自
然
災
害

に
よ
る
ダム
貯
水
池
へ
の
土
砂
流
入
に
よ
り放

水
口
が
閉
塞
し、
緊
急
時
の
放
流
に
支
障
が
あ
る
等
、

災
害
の
お
そ
れ
が
生
じて
い
る
こと
か
ら、
畑
地
域
の

1,
00

0h
a以
上
の
国
造
ダム
の
堆
砂
対
策
を
実

施
す
る
。

現
行

拡
充

受
益

面
積

）
3,

00
0h

a以
上

受
益

面
積

）
水

田
：

3,
00

0h
a以

上
畑

：
1,

00
0h

a以
上

１ ２

豪
雨
・耐
震

N
G

公
民
館
等

（
避
難
所
）

学
校

病
院

用
水
路

防
災
重
点

農
業
用
た
め
池

頭
首
工

前
歴
国
営

事
業
地
区

幹
線

水
路

（
事

業
対

象
外

）

農
業
用
た
め
池

（
事
業
対
象
外
）

頭
首

工
（

事
業

対
象

外
）

防
災
重
点

農
業
用
た
め
池
（
事
業
対
象
）
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
国
営
造
成
土
地
改
良
施
設
防
災
情
報
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
整
備
等

国
営
造
成
土
地
改
良
施
設
の
観
測
情
報
、気

象
情
報
等
の
防
災
情

報
の
迅
速
な
収
集
、伝

達
、蓄

積
及
び
分
析
整
理
を
行
うた
め
に
必
要

な
防
災
情
報
ネ
ット
ワ
ー
ク設

備
の
整
備
、保

守
運
用
を
行
い
ま
す
。

２
．
た
め
池
防
災
支
援
シ
ス
テ
ム
の
保
守
運
用

国
、県

、市
町
村
及
び
た
め
池
管
理
者
等
の
関
係
者
が
、災

害
時
に

た
め
池
の
被
災
情
報
を
迅
速
に
共
有
し、
国
に
よ
る
的
確
な
支
援
や

緊
急
時
の
効
率
的
な
点
検
の
実
施
等
に
必
要
な
「た
め
池
防
災
支
援

シ
ス
テ
ム
」の
保
守
運
用
を
行
い
ま
す
。

〈事
業
実
施
主
体
（
国
費
率
）
〉

国
（

10
0％

）

防
災
情
報
ネ
ット
ワ
ー
ク
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

97
4（

95
5）

百
万
円
】

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

1,
62

6百
万
円
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

迅
速
か
つ
的
確
な
防
災
情
報
の
収
集
や
災
害
対
応
等
を
行
うた
め
、国
営
造
成
土
地
改
良
施
設
防
災
情
報
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
整
備
とた
め
池
防
災
支
援
シ
ス
テ
ム
の
保
守
運
用
を

行
い
ま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

農
地
及
び
周
辺
地
域
の
湛
水
被
害
等
の
防
止

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
防
災
課
（

03
-6

74
4-

22
10
）

国
営
造
成
土
地
改
良
施
設

防
災
情
報
ネ
ット
ワ
ー
ク

た
め
池
防
災
支
援
シ
ス
テ
ム

情 報 の 収 集 ・ 管 理 災 害 発 生 時

・他
機
関
か
ら
の
情
報
の
活
用

・た
め
池
情
報
の
収
集
・管
理

た
め
池
デ
ー
タベ
ー
ス

豪
雨
・地
震
情
報

道
路
、土

砂
災
害
な
どの
情
報

・緊
急
点
検
た
め
池
の
抽
出

・た
め
池
の
被
害
情
報
の
収
集

・地
震
、豪

雨
時
の
決
壊
予
測

・自
治
体
、他

機
関
へ
の
情
報
提
供

・被
災
た
め
池
の
応
急
対
策

避
難
勧
告
、支

援
対
策
の
実
施

応
急
対
策
状
況
の
共
有

た
め
池
の
点
検

情 報 提 供 ・ 災 害 対 応

緊
急
点
検
結
果
の
共
有

＜
各
施
設
の
情
報
＞

・観
測
情
報
：
水
位
計
、雨

量
計
（
時
間
雨
量
、累

加
雨
量
等
）
、地

震
計

・状
態
監
視
情
報
：
ゲ
ー
ト開

度
、バ
ル
ブ
開
度
、ポ
ン
プ
運
転
・停
止

・故
障
・異
常
情
報
：
施
設
の
故
障
、欠

測
、電

源
異
常
等

等

点
検
結
果
の
共
有

た
め
池
の
点
検

地
震
情
報

応
急
対
策

流
入

量
放
流
量
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直
轄
地
す
べ
り対

策
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

34
0（

17
0）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
用
地
・農
業
用
施
設
や
人
家
、公

共
施
設
な
どを
地
す
べ
りか
ら守

り、
国
土
の
保
全
や
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
、地

す
べ
り防

止
区
域
内
の
地
す
べ

り防
止
工
事
を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

農
地
及
び
周
辺
地
域
の
湛
水
被
害
等
の
防
止

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

地
す
べ
りに
よ
る
被
害
を
除
去
・軽
減
す
る
た
め
、地

表
水
・地
下
水
の
排
除
、土

留
工
、侵

食
防
止
工
等
の
地
す
べ
り防

止
工
事
を
実
施
しま
す
。

（
実
施
要
件
）

○
規
模
が
著
しく
大
き
い
も
の
（
お
お
む
ね

50
億
円
以
上
）

○
高
度
の
技
術
を
必
要
とす
る
も
の

○
高
度
の
機
械
力
を
使
用
して
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

○
都
道
府
県
の
区
域
の
境
界
に
か
か
る
も
の

※
地
す
べ
りと
は
、急

傾
斜
地
の
崩
壊
とは
異
な
り、
地
下
水
等
に
起
因
して
土
地
の
一
部
が
す

べ
る
現
象
の
こと
。

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
防
災
課
（

03
-3

50
2-

64
30
）

集
水
井
工

排
水
路
工

擁
壁
工

杭
工

排
水
トン
ネ
ル
工

承
水
路
工

堰
堤
工

ア
ン
カー
工

地
す
べ
り防

止
工
事
の
イメ
ー
ジ

水
抜
ボ
ー
リン
グ
工

事
業
実
施
前

事
業
実
施
後

＜
事
業
実
施
主
体
＞

国
（
国
費
率
：

2/
3）
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水
資
源
機
構
開
発
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

 
7,

45
0 
（

7,
13

8）
百
万
円
】

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

 4
30
百
万
円
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

利
根
川
・荒
川
等
の
水
資
源
開
発
水
系
に
お
い
て
、農

業
水
利
施
設
の
整
備
・管
理
を
行
い
、農

業
用
水
の
確
保
、安

定
供
給
を
図
りま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

機
能
保
全
計
画
に
基
づ
く適
時
適
切
な
更
新
等
を
通
じ、
安
定
的
な
用
水
供
給
と良

好
な
排
水
条
件
を
確
保

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
水
資
源
機
構
か
ん
が
い
排
水
事
業

水
資
源
開
発
基
本
計
画
に
基
づ
き
、水

資
源
の
開
発
又
は
利
用
の
た
め
の
施
設
の
新
築
又

は
改
築
を
行
い
、水

利
用
の
合
理
化
と安

定
を
図
りま
す
。

２
．
水
資
源
開
発
施
設
等
緊
急
対
策
事
業

水
資
源
開
発
施
設
等
を
対
象
に
、突

発
事
故
等
不
測
の
事
態
発
生
に
対
し、
施
設
の
機
能

保
全
を
目
的
とし
た
整
備
を
実
施
しま
す
。

３
．
耐
震
対
策
の
一
体
的
実
施

防
災
上
重
要
な
施
設
で
あ
って
、必

要
な
耐
震
性
を
有
して
い
な
い
施
設
の
耐
震
対
策
を
上

記
１
．
２
の
事
業
と一

体
的
に
実
施
しま
す
。

４
．
農
地
防
災
事
業

重
要
度
・緊
急
性
の
高
い
施
設
の
耐
震
化
、地

盤
沈
下
対
策
施
設
の
更
新
を
推
進
す
る
た

め
、事

業
要
件
を
緩
和
しま
す
。

５
．
洪
水
調
節
機
能
強
化
型

ダ
ム
の
堆
砂
対
策
に
よ
る
貯
水
容
量
の
確
保
や
地
区
内
の
施
設
更
新
に
合
わ
せ
て
洪
水
調

節
機
能
の
強
化
に
資
す
る
施
設
整
備
を
行
う事

業
メニ
ュー
を
創
設
しま
す
。

６
．
地
区
調
査

農
業
構
造
や
営
農
形
態
の
変
化
を
踏
ま
え
た
施
設
の
再
編
・統
合
等
の
計
画
を
策
定
す
る
た

め
の
調
査
制
度
を
創
設
しま
す
。

７
．
事
業
造
成
施
設
管
理
費

水
資
源
機
構
が
造
成
した
施
設
等
の
うち
、公

共
性
の
高
い
基
幹
的
施
設
の
運
転
操
作
等

の
管
理
を
行
い
ま
す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
独
立
行
政
法
人

水
資
源
機
構

2/
3等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
水
資
源
課
（

03
-3

50
1-

56
04
）

※
下
線
部
は
拡
充
内
容

○
改
築
等
整
備
事
業

管
水
路
に
お
け
る
漏
水
事
故

管
水
路
の
改
築
（
イメ
ー
ジ
）

PC
管
の
劣
化

○
管
理
事
業

監
視
・操
作

管
水
路
の
機
能
診
断
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農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
（
水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事
業
）
の
うち

水
利
施
設
整
備
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

68
,0

45
（

71
,6

28
）
百
万
円
の
内
数
】

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

95
,5

19
百
万
円
の
内
数
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
業
水
利
施
設
の
適
切
な
更
新
・長
寿
命
化
対
策
に
加
え
、パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
・I

CT
化
等
に
よ
り水

利
用
の
高
度
化
、水
管
理
の
省
力
化
を
図
りま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

機
能
保
全
計
画
に
基
づ
く適
時
適
切
な
更
新
等
を
通
じ、
安
定
的
な
用
水
供
給
と良

好
な
排
水
条
件
を
確
保

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
.
基
幹
的
な
農
業
水
利
施
設
等

(ダ
ム
、頭
首
工
、用
排
水
機
場
、幹
線
用
排
水
路
等

)の
整
備

地
域
の
営
農
方
針
に
応
じて
農
業
水
利
施
設
の
新
設
、廃

止
又
は
変
更
を
実
施
す
る
も
の

２
.
基
幹
的
な
農
業
水
利
施
設
等
の
長
寿
命
化
対
策
や
施
設
の
集
約
・再
編

機
能
保
全
計
画
に
基
づ
き
、農

業
水
利
施
設
の
更
新
・長
寿
命
化
対
策
や
集
約
・再
編
を
実
施
す
る
も
の

※
施
設
管
理
者
が
管
理
事
業
と一

体
的
に
実
施
す
る
国
営
造
成
施
設
の
改
修
等

３
．
農
業
用
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
の
た
め
の
整
備

洪
水
調
節
機
能
の
強
化
の
た
め
に
行
う放

流
施
設
の
整
備
や
堆
砂
対
策
、洪

水
調
節
の
運
用
に
必
要
な

水
位
計
等
の
整
備
※
等
を
実
施
す
る
も
の

※
河
川
管
理
者
へ
の
情
報
提
供
に
必
要
な
整
備
に
限
り定

額
（

R7
年
度
ま
で
）

４
.
戦
略
作
物

(麦
・大
豆
等

)の
作
付
や
農
地
の
集
積
・集
約
を
促
進
す
る
た
め
の
水
利
シ
ス
テ
ム
の
確
立

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
推
進
す
る
た
め
の
農
業
水
利
施
設
の
整
備
等
を
実
施
す
る
も
の

【附
帯
事
業
】
中
心
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
・集
約
に
応
じた
促
進
費

等
５

.
管
理
の
省
力
化
・低
コ
ス
ト
化
に
資
す
る
簡
易
な
農
業
水
利
施
設
の
整
備

ゲ
ー
ト・
分
水
工
の
自
動
化
な
ど、
管
理
の
省
力
化
等
に
資
す
る
簡
易
な
整
備
を
実
施
す
る
も
の

６
.
施
設
を
効
率
的
に
整
備
・活
用
す
る
た
め
の
調
査
・実
施
計
画
策
定
等

水
利
用
調
整
、施

設
計
画
策
定
、機

能
保
全
計
画
策
定
は

R7
年
度
ま
で

資
産
評
価
デ
ー
タ整

備
は

R4
年
度
ま
で

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
水
資
源
課
（

03
-3

50
2-

62
46
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
市
町
村
等

都
道
府
県

都
道
府
県

1/
2、
定
額
等

1/
2、
定
額
等

※
下
線
部
は
拡
充
内
容

廃
止

（
集
約
・再
編
）

更
新
・長
寿
命
化

排
水
対
策

（
戦
略
作
物
の
作
付
）

頭
首
工

ダ
ム

幹
線
用
水
路

揚
水
機
場

ゲ
ー
ト
の
自
動
化

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化

自
動
給
水
栓

排
水
路

排
水
機
場

【受
益
面
積
要
件
】

１
の
事
業

受
益
面
積

20
0h

a（
畑

10
0h

a）
以
上
、
２

,３
の
事
業

受
益
面
積

10
0h

a（
畑

20
ha
）
以
上

４
の
事
業

受
益
面
積

20
ha
以
上

５
の
事
業

受
益
面
積
５

ha
以
上

等
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【
背
景
・
目
的
】

〇
施
設
を
長
寿
命

化
し
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
戦
略
的
な
保
全
管
理
を
徹
底
し
て
推
進
す
る
た
め
、
施
設
管
理
者
に
よ
る
国
営
造
成
施
設
の
適
期
の
改
修

等
（
管
理
事
業
と
の
一
体
的
な
実
施
）
を
促
進
す
る
。

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
と
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

①
事
業
実
施
主
体
に
市
町
村
を
加
え
る
。

②
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
で
策
定
し
た
基
幹
水
利
施
設
管
理
強
化
計
画
を
、
水
利
施
設
整
備

事
業
の
採
択
手
続
の
一
部
と
し
て
代
替
可
能
と
す
る
。

管
理

事
業

と
整

備
事

業
と
の

連
携

の
強

化

○
施
設
の
補
強
を
目
的
と
す
る
改
良
工
事

・
ダ
ム
・
頭
首
工
等
の
耐
震
化

・
機
場
建
屋
の
基
礎
の
補
強

等

○
施
設
の
更
新

・
老
朽
施
設
の
部
分
更
新
又
は
全
面
更
新

更
新

事
業

（
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
）

•実
施
主
体
：
国

•国
費

率
：

2/
3 
等

•事
業
内
容
：


20

～
40

年
周
期
で
の
実
施


更
新
事
業
ま
で
の
間
に
実
用
化
さ
れ
た
先

進
技
術
の
適
期
採
用
が
困
難

○
施
設
の
操
作
・
運
転

・
取
水
・
配
水
、
排
水
等
の
調
整

・
操
作
・
運
転

○
施
設
の
点
検
・
整
備

・
定
期
点
検
、
軽
微
な
部
品
交
換

・
油
脂
補
充
、
清
掃
・
除
草

管
理

事
業

（
基

幹
水
利

施
設
管
理
事
業
）

•実
施

主
体
：
県

又
は

市
町

村

•国
費

率
：

30
%

 等
•事

業
内
容
：

水
利

施
設

整
備

事
業
の

拡
充

老
朽
化
し
た
ポ
ン
プ
や
受
配
電
版
の
更
新

施
設

整
備

事
業

（
水

利
施
設

整
備
事

業
（拡

充
）
）

•実
施

主
体
：
都
道
府
県

又
は

市
町

村

•国
費

率
：

50
%
等

•事
業
内
容
：
施
設
管
理
者
が
行
う
老
朽
施
設
の
改
修
等

○
老

朽
施

設
の
改
修
等
（
国
費
率

50
%
等

)
•

老
朽
施
設
の
改
修
工
事
、
ゲ
ー
ト
・
バ
ル
ブ
・
ポ
ン
プ
の
分
解
・

部
品
交
換
・
再
組
立
、
受
配
電
盤
設
備
の
更
新
等
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農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
の
うち

農
業
競
争
力
強
化
農
地
整
備
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

68
,0

45
（

71
,6

28
）
百
万
円
の
内
数
】

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

95
,5

19
百
万
円
の
内
数
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
地
中
間
管
理
機
構
等
に
よ
る
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・集
約
化
や
、農
業
の
高
付
加
価
値
化
に
取
り組

む
地
区
等
を
対
象
とし
て
、農
地
の
整
備
等
を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
が
全
農
地
面
積
の
８
割
とな
る
よ
う農

地
集
積
を
推
進

［
令
和
５
年
度
ま
で
］

基
盤
整
備
完
了
区
域
（
水
田
）
に
お
け
る
作
付
面
積
（
主
食
用
米
を
除
く）
に
占
め
る
高
収
益
作
物
の
増
加

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
農
地
整
備
事
業

農
業
の
競
争
力
強
化
に
向
け
て
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
を
確
保
す
る
た
め
、地

域
農
業
の
展
開
方
向
、生

産
基
盤
の
状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、必

要
な
生
産
基
盤
及
び
営
農
環

境
の
整
備
と経

営
体
の
育
成
を
一
体
的
に
支
援
しま
す
。

２
．
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業

飼
料
生
産
基
盤
に
立
脚
し
た
力
強
い
畜
産
経
営
の
実
現
を
図
る
た
め
、畜

産
経
営
規
模
の

拡
大
や
畜
産
主
産
地
の
形
成
に
必
要
とな
る
草
地
の
基
盤
整
備
等
を
支
援
しま
す
。

３
．
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

畦
畔
除
去
に
よ
る
区
画
拡
大
、暗

渠
排
水
等
、地

域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
農
地
の

整
備
を
支
援
しま
す
。

４
．
ス
マ
ー
ト
田
ん
ぼ
ダ
ム
実
証
事
業

近
年
多
発
す
る
豪
雨
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、水

田
の
持
つ
雨
水
貯
留
機
能
を
最
大
に
発
揮

す
る
「ス
マ
ー
ト田

ん
ぼ
ダム
」に
つ
い
て
実
証
しま
す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国

都
道
府
県

1/
2 
等

（
１
、２

の
事
業
）

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
（

03
-6

74
4-

22
08
）

都
道
府
県

定
額
、1

/2
 等

（
３
の
事
業
）

都
道
府
県

（
３
の
事
業
）

都
道
府
県

定
額

（
４
の
事
業
）

定
額
、1

/2
 等

市
町
村
等

地
域
全
体
の
一
体
的
な
農
地
整
備
に
よ
って
、労

働
・土
地
生
産
性
が
向
上
し、
併
せ
て
担
い
手
へ

の
農
地
集
積
や
高
収
益
作
物
の
導
入
を
図
る
こと
で
、競

争
力
あ
る
農
業
の
実
現
に
寄
与
しま
す
。

（
事
業
前
）
小
規
模
で
不
整
形
な
農
地

（
事
業
後
）
大
区
画
化
・整
形
した
農
地

水
稲

暗
渠
の
整
備
に
よ
り水

田
の
汎
用
性

の
向
上
を
図
り、
収
益
性
の
高
い
作

物
の
作
付
を
可
能
に
しま
す
。

（
写
真
は
収
穫
中
の
タマ
ネ
ギ
）

※
下
線
部
は
、拡

充
内
容
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２
．
実
施
主
体

農
地

整
備

事
業

１
．
事
業
内
容

○
我
が

国
農

業
の

競
争

力
を

強
化
す

る
た
め

に
は
、
担

い
手
へ

の
農
地
集

積
・

集
約

化
や

農
業

の
高

付
加

価
値

化
等

を
推
進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
農

業
の
構

造
改
革

を
図
る
こ

と
が
不

可
欠
。

○
大
区

画
化

・
汎

用
化

等
の

農
地
整

備
に
つ

い
て
は
、

農
地
中

間
管
理
機

構
と

も
連

携
し

て
推

進
。

②
実
施

計
画

策
定
等

工
種
：

計
画
策
定

等

【
実
施

期
間

：
２

年
以

内
】

①
農
地

整
備

都
道
府
県

等

３
．
実

施
要
件

・
受

益
面

積
2
0
h
a
以
上

（
中
山
間

地
域
等

に
お

い
て
は
1
0
h
a
以

上
）

・
担

い
手

へ
の
農

地
集

積
率
5
0
％

以
上

等

・
事
業
実
施
主
体
：
都
道
府
県
、
市
町
村
、
土
地
改
良
区

・
対
象
事
業
：
都
道
府
県
営
農
地
整
備
事
業
、
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業

・
助
成
割
合

※
中

心
経

営
体

に
集

積
す
る
農
地

面
積
の

80
％
以

上
を
集

約
化

（面
的

集
積
）す

る
場
合

中
心

経
営

体
集

積
率

都
道

府
県

営
農

地
整

備
事

業
国

営
農

地
再
編
整
備
事
業

助
成

割
合

集
約

化
加

算
※

助
成

割
合

集
約
化
加
算

※

8
5
％

以
上

8
.5
％

＋
4
.0
％

（
計

12
.5
％
）

2
.2
％

＋
1
.0
％
（
計

3.
2
％
）

7
5
～

8
5
％

7
.5
％

＋
3
.0
％

（
計

10
.5
％
）

1
.9
％

＋
0
.8
％
（
計

2.
7
％
）

6
5
～

7
5
％

6
.5
％

＋
2
.0
％

（
計

8.
5
％
）

1
.7
％

＋
0
.5
％
（
計

2.
2
％
）

5
5
～

6
5
％

5
.5
％

＋
1
.0
％

（
計

6.
5
％
）

1
.4
％

＋
0
.3
％
（
計

1.
7
％
）

工
種
：

区
画
整
理
、
暗
渠
排
水
、
土
層
改
良
、

農
業

用
用
排
水
施
設
整
備

等

附
帯

事
業
：

中
心
経
営
体
農
地
集
積
促
進
事
業

等

【
限
度
額

：
事
業

費
の
1
2
.5
％
】

農
地
整
備

事
業

効
率
的

か
つ
安

定
的

な
農
業
経

営
を
確

保
す

る
た

め
、
地
域

農
業
の

展
開

方
向
、
生

産
基
盤

の
状

況
等

を
勘
案
し

、
必
要

な
生

産
基
盤
及

び
営
農

環
境

の
整

備
と
経
営

体
の
育

成
・

支
援
を
一

体
的
に

実
施

中
心

経
営
体

農
地
集

積
促
進
事

業
（

促
進

費
）

暗
渠
排
水
整
備
に
よ
り
水
田
の
汎
用
性
が
向
上

タ
マ
ネ
ギ

水
稲大
区
画
化
に
よ
り
農
作
業
効
率
が
向
上

＜
整

備
前

＞

＜
整

備
後

＞

補
助

率
：
１
／
２

等
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事
業
種
類

条
件

助
成
単
価

【主
な
も
の
】

備
考

田
(畑

)の
区
画
拡
大

高
低
差

10
cm
超

表
土
扱
い
有

12
万
５
千
円

/1
0a

（
25
万
円

/1
0a
）

（
）
は
水
路
変
更
（
管
水

路
化
等
）
を
伴
う場

合
高
低
差

10
cm
以
下

表
土
扱
い
無

５
万
５
千
円

/1
0a

(1
7万

５
千
円

/1
0a

)

畦
畔
除
去
の
み

３
万
円

/1
00

m

暗
渠
排
水

バ
ック
ホ
ウ

15
万
円

/1
0a

助
成
単
価
の
加
算

○
地
下
か
ん
が
い
導
入

＋
２
万
５
千
円

/1
0a

○
実
施
設
計

(外
注

)
＋
１
万
５
千
円

/1
0a

トレ
ン
チ
ャ

10
万
円

/1
0a

掘
削
同
時
埋
設

７
万
５
千
円

/1
0a

湧
水
処
理

バ
ック
ホ
ウ

15
万
円

/1
00

m

末
端

畑
か
ん
施
設

15
万
５
千
円

/1
0a

(2
4万

５
千
円

/1
0a

)
（
）
は
樹
園
地
の
場
合

客
土

層
厚

10
cm
以
上

11
万
５
千
円

/1
0a

除
礫

深
度

30
cm
以
上

20
万
円

/1
0a

農
業

基
盤

整
備

促
進

事
業

１
．
事

業
内

容

①
き
め
細

か
な
基
盤
整

備
（
定

率
助

成
）

②
整
備
済
み
農
地
の
簡
易
な
整
備
（
定
額
助
成
）

暗
渠
排
水

区
画
拡
大
前

畦
畔
除
去

区
画
拡
大
後

注
）

中
心
経
営
体
に
集
約
化
（
面
的
集
積
）
す
る
農
地

に
つ
い
て
は

、
助

成
単

価
を
２
割

加
算

○
我
が
国
農
業
の
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、農

地
の
大
区
画
化
・汎
用
化
等
の
基
盤
整
備
に
よ
り、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・集
約
化
や
農
業
の

高
付
加
価
値
化
等
を
図
る
こと
が
重
要
。

○
そ
の
際
、既

に
区
画
が
整
備
され
て
い
る
畦
畔
除
去
に
よ
る
区
画
拡
大
、暗

渠
排
水
、客

土
、除

礫
等
の
簡
易
な
整
備
に
つ
い
て
は
、農

業
者
の
自
力

施
工
を
活
用
し、
安
価
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
こと
が
有
効
。

○
この
た
め
、農

地
中
間
管
理
機
構
とも
連
携
しつ
つ
、地

域
の
実
情
に
応
じた
き
め
細
か
な
農
地
の
整
備
等
を
推
進
。

・
基
盤
整
備

暗
渠
排
水
、土

層
改
良
、区

画
整
理
、農

作
業
道
、農

業
用
用
排
水
施
設
、農

用
地

の
保
全

権
利
関
係
、農

家
意
向
、農

地
集
積
、基

盤
整
備
等
に
関
す
る
調
査
・調
整

・
調
査
調
整

・
補
助
率
：
5
0
％

等

・
都
道
府
県

・
市
町
村

・
土
地
改
良
区
、
農
業
協
同
組
合
、
農
地
中
間
管
理
機
構

等

２
．
実

施
要

件

３
．
実

施
主

体

①
農

業
競
争
力
強
化
に
向
け
た
取
組
を
行
う
地
域

②
総

事
業
費
2
0
0
万
円
以
上

③
受
益
者
数
２
者
以
上

④
受
益
面
積
５
h
a
以
上

※
助

成
単

価
は

現
場
条

件
等

に
応
じ
た
標

準
的

な
工

事
費

の
１
／
２
相

当

※

指
導
・助
言
活
動
、施

工
実
態
の
把
握
、

外
部
監
査

等
・
指

導
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ス
マ

ー
ト

田
ん

ぼ
ダ

ム
実

証
事

業
（

新
規

）

○
近
年
多
発
す
る
豪
雨
災
害
へ
の
対
策
に
向
け
、水

田
の
持
つ
雨
水
貯
留
能
力
の
更
な
る
活
用
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こと
か
ら、
農
業
競
争
力
強
化

農
地
整
備
事
業
に
「ス
マ
ー
ト田

ん
ぼ
ダム
導
入
実
証
事
業
」を
創
設
し、
ま
とま
った
面
積
の
水
田
に
お
い
て
自
動
給
排
水
栓
を
用
い
た
豪
雨
前
の
一
斉
落

水
、豪

雨
中
の
一
斉
貯
留
や
流
出
制
限
を
行
い
、そ
の
防
災
上
の
効
果
を
実
証
す
る
。

（
現
地
実
証
）
都
道
府
県
、
市
町
村
、
土
地
改
良
区
等

(
指
導
・
助
言
）
公
募
で
選
定
さ
れ
た
団
体

２
．
実
施

要
件

３
．
実
施
主
体

（
現
地
実
証
）

基
盤
整
備
が
実
施
さ
れ
、
排
水
系
統
を
同
一
に
す
る
一
定
程
度
の
ま
と
ま
り

の
あ
る
水
田
で
あ
る
こ
と

（
指
導
・
助
言
）
水
田
の
雨
水
貯
留
・
河
川
流
出
に
つ
い
て
専
門
的
知
識
を
有
す
る
こ
と

１
．
事

業
内

容

①
ス

マ
ー

ト
田

ん
ぼ

ダ
ム

現
地

実
証

調
査

②
指

導
・

助
言

、
横

展
開

の
検

討

ス
マ

ー
ト

田
ん

ぼ
ダ

ム

豪
雨
災
害
か
ら
地
域

を
守
る
た
め
、
自
動
給

排
水
栓
に
よ
る
遠
隔
操

作
で
、
豪
雨
前
の
水
田

の
一
斉
落
水
、
豪
雨
中

の
貯
留
・
流
出
抑
制
を

行
い
、
水
田
の
持
つ
雨

水
貯
留
能
力
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
取
組
で
あ

る
。

農
業

者
実

施
主

体

自
動
給
排
水
栓
設
置

通
信
基
地
局
設
置

実
施
体
制
の
整
備

○
実
証
農
地

へ
自
動
給
排
水
栓
等
整
備

○
ス
マ
ー
ト

田
ん
ぼ

ダ
ム
実
施
体
制
整
備

実
証
対
象
農
地
へ
、
自
動
給
排
水
栓
設

置
と
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
を
整
備
、
田
ん

ぼ
ダ
ム
実
施
の
た
め
の
簡
易
整
備

豪
雨
時
の
一
斉
操
作
体
制
整
備
、
地
域

の
調
整
を
支
援
。

平
時

豪
雨
時

自
動
給
排
水
栓

営
農
に
利
用

自
動
給
排
水
栓

実
施
主
体
が
一
斉
操
作

（
定
額
支
援
）

（
定
額
支
援
）

○
現

地
実
証

調
査
へ

の
指
導
・

助
言

○
横

展
開
を

図
る
手

法
の
検
討

現
地
実
証
調
査
を
行
う
各
事
業
実
施
主
体
へ
の
技
術
指
導
や
助
言
を
行
う

現
地
実
証
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
た
ス
マ
ー
ト
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
組
の

効
果
分
析
と
実
施
の
手
引
き
作
成

事
前

の
話
し
合

い

給
排
水

栓
管

理
体
制

通
常
使

用
→

実
証
へ

の
移

行
判

断
基

準

協
力
農

家
へ

の
十
分

な
説

明
、

体
制

整
備

一
斉

操
作
体

制
へ

判
断

基
準
に

基
づ
き

、
通

常
使

用
か

ら
一
斉

操
作

体
制
へ

移
行

豪
雨

前
に
水

田
の
貯

留
水

を
排
水

流
出

の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル

降
水

の
一
時

貯
留
と
流

出
制

限

流
出

ピ
ー
ク

を
最
も
低

減
で

き
る
よ

う
、
降
雨

の
状

況
を
見

な
が
ら
柔

軟
に

一
斉
操

作

効
果

の
分
析

実
証
ほ

場
と

対
照
ほ
場

の
流
出

量
の

違
い
か
ら

効
果
を

分
析

最
も
効

果
を

高
め
る
た

め
の
自

動
給

排
水
栓
操

作
方
法

を
検

証

ま
と

ま
っ

た
降

雨
の

た
び

に
繰

り
返

し
実

施

手
法

の
一
般
化

現
地

調
査
結
果

か
ら

、
ス
マ
ー

ト
田

ん
ぼ
ダ

ム
の
効
果

と
最

適
な
手
法

を
分

析

自
動

給
排
水
栓

操
作

手
法
や
体

制
整

備
等
を

ス
マ
ー
ト

田
ん

ぼ
ダ
ム
の

手
引

き
と
し

て
取
り
ま

と
め

、
全
国
へ

の
横

展
開
を

図
る

落
水

貯
留

事
前
の
準
備

豪
雨
予
報
時

豪
雨
中

豪
雨
後

検
証
と
全
国
展
開
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農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
＜
公
共
＞
【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

68
,0

45
（

71
,6

28
）
百
万
円
の
内
数
】

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

95
,5

19
百
万
円
の
内
数
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
貸
出
しが
増
加
す
る
中
で
、担

い
手
は
整
備
され
て
い
な
い
農
地
を
借
り受

け
ず
、農

地
の
出
し手

は
基
盤
整
備
を
行
う用

意
が
な
い
た
め
、担

い
手
へ
の

農
地
集
積
が
進
ま
な
い
お
そ
れ
が
あ
り、
この
た
め
、機
構
が
借
り入

れ
て
い
る
農
地
で
、農
業
者
の
申
請
・同
意
・費
用
負
担
に
よ
ら
ず
、都
道
府
県
が
行
う基

盤
整
備
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
が
全
農
地
面
積
の
８
割
とな
る
よ
う農

地
集
積
を
推
進
［
令
和
５
年
度
ま
で
］

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
農
地
整
備
事
業

対
象
工
種
：
区
画
整
理
、農
用
地
造
成

附
帯
事
業
：
機
構
集
積
推
進
事
業

（
推
進
費
とし
て
事
業
費
の

12
.5
％
等
を
全
額
国
費
で
交
付
）

※
転
用
防
止
措
置
：
所
有
者
が
農
地
中
間
管
理
権
を
解
除
した
場
合
等
に
は

特
別
徴
収
金
を
徴
収

等

２
．
実
施
計
画
等
策
定
事
業

農
地
整
備
事
業
の
実
施
に
必
要
な
実
施
計
画
や
換
地
計
画
の
策
定
の
た
め
の

調
査
・調
整
等
を
支
援
しま
す
。

事
業
対
象
農
地
の
全
て
に
つ
い
て
、農
地
中
間
管
理
権
が
設
定

事
業
対
象
農
地
面
積
：

10
ha
以
上
（
中
山
間
地
域
は
５

ha
以
上
）

（
事
業
対
象
農
地
を
構
成
す
る
各
団
地
：
１

ha
以
上
（
中
山
間
地
域
は

0.
5h

a以
上
）

の
ま
とま
りの
あ
る
農
地
）

農
地
中
間
管
理
権
の
設
定
期
間
が
、事
業
計
画
の
公
告
日
か
ら

15
年
間
以
上

事
業
対
象
農
地
の
８
割
以
上
を
事
業
完
了
後
５
年
以
内
に
担
い
手
に
集
団
化

事
業
実
施
地
域
の
収
益
性
が
事
業
完
了
後
５
年
以
内
（
果
樹
等
は

10
年
以
内
）

に
20
％
以
上
向
上

等

＜
事
業
の
流
れ
＞ 国

都
道
府
県

1/
2 
等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
（

03
-6

74
4-

22
08
）

＜
実
施
要
件
＞

（
施
工
前
）

（
施
工
後
）

p＋
q＋

r＋
s

a＋
b＋

c＋
d

担
い
手
へ
の
集
団
化
率
：

a 
～

d：
事
業
対
象
農
地
を
構
成
す
る
団
地
の
面
積

p 
～

s：
担
い
手
が
耕
作
す
る
、ま
とま
りの
あ
る
農
地
面
積

（
上
図

着
色
部
）

a団
地

b団
地

c団
地

d団
地

（
担
い
手
が
耕
作
す
る

ま
とま
りの
あ
る
農
地
：

p）

（
q）

（
r）

（
s）

事
業
実
施
範
囲

農
地
の
合
計
面
積

平
場
：

10
ha
以
上

中
山
間
等
：

5h
a以
上

各
団
地
の
農
地

平
場
：

1h
a以
上

中
山
間
等
：

0.
5h

a以
上

機
構
が
借
り受

け
て
い
る
、ま
とま
りの
あ
る
農
地
を
対
象
に
区
画
整
理
等
を
実
施
。

（
機
構
を
通
じて
、担

い
手
は
利
用
しや
す
い
農
地
を
長
期
・安
定
的
に
借
り受

け
る
こと
が
可
能
。）

＜
農
地
面
積
・集
団
化
の
考
え
方
＞

※
農
地
整
備
事
業
の
場
合
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＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

畑
地
の
か
ん
が
い
施
設
整
備
や
区
画
整
理
、水

田
地
帯
に
お
け
る
高
収
益
作
物
を
導
入
し
た
営
農
体
系
へ
の
転
換
の
た
め
の
畑
地
化
・汎
用
化
な
ど、
畑
地
・樹
園
地
の
高
機
能

化
を
推
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
が
全
農
地
面
積
の
８
割
とな
る
よ
う農

地
集
積
を
推
進

[令
和
５
年
度
ま
で

]
○

基
盤
整
備
完
了
区
域
（
水
田
）
に
お
け
る
作
付
面
積
（
主
食
用
米
を
除
く）
に
占
め
る
高
収
益
作
物
の
割
合
の
増
加

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
.
畑
作
経
営
の
体
質
強
化
に
必
要
な
畑
地
か
ん
が
い
等
の
生
産
基
盤
や
営
農
環
境
の
総
合
的
な
整
備

畑
作
地
帯
の
お
け
る
畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
や
区
画
整
理
、農

道
整
備
、既

存
園
地
の
廃
園
・植
林

等
に
必
要
な
整
地
等
の
総
合
的
な
基
盤
整
備
を
実
施
す
る
も
の

営
農
用
水
施
設
※
１
の
整
備
や
農
業
水
利
施
設
の
管
理
の
省
力
化
・高
度
化
の
た
め
の
水
管
理
施
設
の
整

備
等
は
単
独
で
も
実
施
可
能

【附
帯
事
業
】
中
心
経
営
体
へ
の
農
地
集
積
・集
約
に
応
じた
促
進
費

等
（
樹
園
地
整
備
に
併
せ
て
水
田
を
樹
園
地
化
す
る
場
合
に
促
進
費
を
加
算
）

【実
施
要
件
】
受
益
面
積

20
ha
（
畑
地
帯
総
合
整
備
中
山
間
地
域
型
は

10
ha
）
以
上

（
樹
園
地
に
つ
い
て
は
受
益
面
積
５

ha
以
上
※
２
（

0.
5h

a以
上
の
団
地
の
合
計
）
）
等

※
１
営
農
用
水
施
設
の
整
備
に
係
る
受
益
戸
数
要
件
は
３
戸
以
上
（
単
独
整
備
の
場
合
は
７
戸
以
上
）

※
２
優
良
品
種
・品
目
の
導
入
に
取
り組

む
場
合

２
.
水
田
地
帯
に
お
け
る
高
収
益
作
物
の
導
入
・定
着
に
向
け
た
畑
地
化
・汎
用
化
の
た
め
の
整
備

高
収
益
作
物
の
導
入
・定
着
に
向
け
、パ
イプ
ライ
ン
化
や
排
水
改
良
等
に
よ
る
水
田
の
畑
地
化
・汎
用
化

等
の
基
盤
整
備
を
実
施
す
る
も
の

【附
帯
事
業
】
高
収
益
作
物
の
導
入
面
積
割
合
に
応
じた
促
進
費

等
【実
施
要
件
】
受
益
面
積

20
ha
（
中
山
間
地
域
等

10
ha
）
以
上

（
事
業
実
施
区
域
の
５
割
以
上
で
高
収
益
作
物
を
作
付
け
す
る
場
合
は

5h
a以
上
）

３
.
事
業
の
実
施
に
必
要
な
実
施
計
画
や
換
地
計
画
の
策
定
の
た
め
の
調
査
・調
整
等

農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
（
水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事
業
）
の
うち

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
＜
公
共
＞

水
田
の
畑
地
化
・汎
用
化

水
田
の
樹
園
地
化

畑
地
か
ん
が
い
・区
画
整
理
・農
道
整
備

IC
T水

管
理
シ
ス
テ
ム

営
農
用
水

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
水
資
源
課
（

03
-3

50
2-

62
46
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
市
町
村
等

都
道
府
県

都
道
府
県

1/
2、
定
額
等

1/
2、
定
額
等

※
下
線
部
は
拡
充
内
容

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

68
,0

45
（

71
,6

28
）
百
万
円
の
内
数
】

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

95
,5

19
百
万
円
の
内
数
）
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中
山
間
地
域
農
業
農
村
総
合
整
備
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

5,
68

3（
5,

00
0）

百
万
円
】

（
令
和

2年
度
第

3次
補
正
予
算
額

95
4百

万
円
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

地
域
の
収
益
力
向
上
等
に
よ
り、
中
山
間
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
営
農
を
確
立
す
る
た
め
、農

業
生
産
を
支
え
る
水
路
や
ほ
場
等
の
基
盤
整
備
と、
生
産
・販
売
施
設
等
の
整

備
を
一
体
的
に
実
施
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

中
山
間
地
域
の
特
色
を
活
か
した
営
農
の
確
立
に
向
け
た
取
組
の
着
実
な
推
進

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
事
業
内
容

①
農
業
生
産
基
盤
整
備

・所
得
確
保
の
た
め
の
農
地
の
区
画
整
理
、農

業
水
利
施
設
、暗

渠
排
水

・国
土
保
全
の
た
め
の
農
用
地
保
全
施
設

・農
業
の
維
持
発
展
を
図
る
た
め
の
土
地
基
盤
の
再
編
・整
序
化

等

②
農
村
振
興
環
境
整
備
（
①
に
付
帯
して
実
施
）

・農
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
の
加
工
・販
売
施
設

・高
収
益
作
物
の
導
入
に
取
り組

む
新
規
就
農
者
の
滞
在
や
農
泊
に
も
利
用
可
能
な
施
設

・高
収
益
作
物
の
導
入
に
取
り組

む
た
め
の
農
業
施
設

等

２
．
対
象
地
域

・農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
等
を
通
じ
た
地
域
の
所
得
確
保

・農
地
や
水
利
施
設
等
の
生
産
基
盤
の
保
全
・再
編
利
用

に
取
り組

む
地
域

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村

55
%
等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
地
域
整
備
課
（

03
-6

74
4-

22
00
）

農
業
生
産
基
盤
整
備

農
村
振
興
環
整
整
備

地
域
の
特
色
を
活
か

した
農
産
物
等

農
地
の
区
画
整
理

水
路
の
整
備

農
用
地
の
保
全

加
工
・販
売
施
設

農
地
や
水
利
施
設
等
の

生
産
基
盤
の
再
編
利
用

55
％
等

55
％
等

33



農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

44
,9

09
 （

43
,8

42
）
百
万
円
】

（
令
和
２
年
度
第

3次
補
正
予
算
額

44
,1

06
百
万
円
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

地
震
・集
中
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
を
防
止
し、
農
村
地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
総
合
的
な
防
災
・減
災
対
策
を
実
施
しま
す
。

＜
政
策
目
標
＞

農
地
及
び
周
辺
地
域
の
湛
水
被
害
等
の
防
止

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
防
災
・減
災
対
策
に
か
か
る
計
画
の
策
定
（
調
査
計
画
事
業
）

地
域
の
防
災
減
災
対
策
に
必
要
な
諸
条
件
に
関
す
る
調
査
・農
村
地
域

防
災
減
災
総
合
計
画
の
策
定
等
を
支
援
しま
す
。

（
令
和
７
年
度
ま
で
定
額
）

２
．
農
業
用
施
設
等
の
整
備
（
整
備
事
業
）

自
然
的
、社

会
的
要
因
で
生
じ
た
農
業
用
施
設
等
の
機
能
低
下
の
回

復
や
災
害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
の
整
備
、防

災
機
能
を
維
持
す
る
た

め
の
長
寿
命
化
対
策
の
実
施
等
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

[お
問
い
合
わ
せ
先

]
農
村
振
興
局
防
災
課
（

03
-6

74
4-

22
10
）

調
査
計
画

・農
村
地
域
防
災
減
災
総

合
計
画
策
定

・地
域
排
水
機
能
強
化
計

画
策
定

た
め
池
整
備

・た
め
池
の
整
備
（
豪
雨
・地
震
対

策
、長

寿
命
化
対
策
等
）

・た
め
池
の
統
廃
合

・管
理
体
制
の
強
化
等

用
排
水
施
設
整
備

・湛
水
を
防
止
す
る
た
め
の

排
水
機
場
等
の
整
備

・地
盤
沈
下
対
策

農
業
用
河
川
工
作
物

応
急
対
策

・河
川
工
作
物
（
頭
首
工

等
）
の
整
備

農
地
保
全
整
備

・農
地
侵
食
防
止
の
た
め

の
排
水
施
設
等
の
整
備

水
質
保
全
整
備

・用
排
水
路
の
分
離

・水
質
浄
化
施
設
の
設
置

農
村
防
災
施
設
整
備

・避
難
路
、避

難
施
設
、安

全
施
設
の
整
備
等

公
害
防
除
対
策

・客
土
、排

土
、区

画
整
理

長
寿
命
化
対
策

・長
寿
命
化
計
画
策
定

・施
設
の
補
修
・補
強

総
合
的
な
防
災
減
災
計
画
に
基
づ
き
、優
先
順
位
に
応
じ
て
以
下
の
防
災
・減
災
対
策
を
推
進

防
災
ダム
整
備

・洪
水
調
節
の
た
め
の

ダム
の
改
修
等

地
す
べ
り対

策
・地
す
べ
り防

止
施
設

の
整
備

石
綿
管
対
策

・石
綿
管
の
撤
去
・

交
換

地
域
防
災
機
能
増
進

耐
震
対
策

・耐
震
性
向
上
の
た

め
の
施
設
整
備

豪
雨
対
策

・総
合
的
な
地
域
排

水
機
能
の
強
化

農
道
の
防
災
対
策

・農
道
橋
等
の
耐
震
対
策
、防

災
上
危
険
な
箇
所
の
整
備

※
下
線
部
は
拡
充
内
容

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
等

1/
2、

定
額
等

1/
2、

定
額
等
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農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
の
うち

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
緊
急
整
備
事
業
＜
公
共
＞
（
新
規
） 【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

44
,9

09
（
ー
）
百
万
円
の
内
数
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

「防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
に
係
る
防
災
工
事
等
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」（
た
め
池
工
事
特
措
法
）
に
基
づ
き
、防

災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
ハ
ー
ド対

策
・ソ
フト
対

策
を
集
中
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

農
地
及
び
周
辺
地
域
の
湛
水
被
害
等
の
防
止

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
を
対
象
とし
て
、た
め
池
工
事
特
措
法
の
有
効
期
間
（
令
和

13
年

３
月
ま
で
）
に
お
け
る
以
下
の
対
策
を
支
援
しま
す
。

１
．
ハ
ー
ド
対
策
（
補
助
率
：

50
%
等
）

①
た
め
池
の
改
修
、附

帯
施
設
の
整
備
等
を
支
援
しま
す
。（
総
事
業
費
４
千
万
円
以
上
）

②
「大
規
模
な
も
の
」、
「中
山
間
地
域
に
存
在
す
る
も
の
」及
び
「緊
急
性
が
高
い
も
の
※
」に
つ

い
て
は
、補

助
率

55
%
で
支
援
しま
す
。

※
浸
水
区
域
に
防
災
拠
点
施
設
・緊
急
輸
送
道
路
が
あ
る
も
の
、又

は
周
辺
区
域
の

居
住
者
等
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
とし
て
知
事
が
特
に
必
要
と認

め
る
も
の
。

③
①
に
併
せ
行
う堆

砂
対
策
（
堆
砂
率
が
お
お
む
ね

10
%
以
上
の
も
の
、洪

水
時
等
に
お
け
る

緊
急
放
流
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
も
の
等
）
を
支
援
しま
す
。

２
．
ソ
フト
対
策
（
定
額
）

た
め
池
の
劣
化
状
況
評
価
、地

震
・豪
雨
耐
性
評
価
、管

理
・監
視
体
制
の
強
化
等
の
ソ
フト

対
策
に
つ
い
て
支
援
しま
す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
防
災
課
（

03
-6

74
4-

22
10
）

整
備
前

整
備
後

劣
化
状
況
評
価

整
備
前

整
備
後

地
震
耐
性
評
価

豪
雨
耐
性
評
価

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
等

1/
2、

定
額
等

1/
2、

定
額
等

35



＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
農
業
集
落
排
水
施
設
整
備
事
業

農
業
集
落
排
水
施
設
の
うち
、大

規
模
施
設
や
被
災
リス
クの
あ
る
施
設
の
強
靱
化
、

維
持
管
理
の
効
率
化
等
に
資
す
る
施
設
の
高
度
化
を
支
援
しま
す
。

２
．
農
道
・集
落
道
整
備
事
業

農
道
・集
落
道
の
うち
、基

幹
的
な
農
道
、避

難
等
に
必
要
な
農
道
・集
落
道
、老

朽
化
等
に
よ
り被

害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
跨
道
橋
・跨
線
橋
等
の
強
靱
化
、農

産
物
の
輸
送
コス
トの
削
減
等
に
資
す
る
拡
幅
等
の
高
度
化
を
支
援
しま
す
。

３
．
営
農
飲
雑
用
水
施
設
整
備
事
業

営
農
飲
雑
用
水
施
設
の
うち
、大

規
模
施
設
や
被
災
リス
クの
あ
る
施
設
の
強
靱
化
、

生
産
性
の
向
上
や
６
次
産
業
化
等
に
資
す
る
施
設
の
高
度
化
を
支
援
しま
す
。

４
．
地
域
資
源
利
活
用
施
設
整
備
事
業

農
業
水
利
施
設
等
へ
の
電
力
供
給
や
災
害
時
の
非
常
用
電
源
とな
る
地
域
資
源

利
活
用
施
設
の
強
靱
化
を
支
援
しま
す
。

５
．
集
落
防
災
安
全
施
設
整
備
事
業

災
害
に
よ
る
被
災
時
に
家
屋
や
公
共
施
設
等
に
被
害
が
生
じる
お
そ
れ
の
あ
る
集
落

防
災
安
全
施
設
の
強
靱
化
を
支
援
しま
す
。

農
村
イ
ン
フラ
の
強
靱
化

重
要
な
農
村
イン
フラ
の
点
検
診
断
、計

画
策
定
、耐

震
・浸
水
・

停
電
対
策
、保

全
対
策
、更

新
・撤
去
等

農
村
イ
ン
フラ
の
高
度
化

生
産
性
の
向
上
、生

産
コス
トの
縮
減
、維

持
管
理
の
効
率
化
等
に

資
す
る
施
設
の
計
画
策
定
、整

備
等

農
村
地
域
の
生
活
に
不
可
欠
な
農
村
イ
ン
フ
ラ

農
村
整
備
事
業
＜
公
共
＞
（
新
規
）

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

6,
30

0（
ー
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

老
朽
化
の
進
行
や
災
害
へ
の
脆
弱
性
が
顕
在
化
して
い
る
農
村
地
域
の
イ
ン
フラ
の
持
続
性
を
確
保
す
る
とと
も
に
、地
方
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
って
い
る
機
を
捉
え
て
農
村
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、集
落
排
水
施
設
や
農
道
等
の
再
編
・強
靱
化
、高
度
化
な
ど、
農
村
に
人
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
条
件
の
整
備
を
推
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
「小
さな
拠
点
」の
形
成
の
推
進
、生

活
イン
フラ
等
の
確
保

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
等

1/
2等

1/
2等

1/
2等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
地
域
整
備
課
（

03
-6

74
4-

22
00
）

浸
水
対
策

非
常
用
電
源
の
設
置

停
電
対
策

止
水
壁
の
設
置

処
理
区
Ｂ

処
理
場
を
廃
止

処
理
場
の
統
合
・更
新

処
理
区

A

施
設
の
再
編
・コ
ン
パ
クト
化
に
よ
り維

持
管
理
・更
新
コス
トを
低
減

農
地
の
大
区
画
化

↓
農
機
の
大
型
化

農
道
を
改
良

（
拡
幅
）
す
れ
ば
格
納

庫
か
らほ
場
ま
で
大
型
農

機
で
通
作
で
き
る
！

農
業
集
落
排
水
施
設

営
農
飲
雑
用
水
施
設

農
道
・集
落
道

高
付
加
価
値
化
の
た
め
の

洗
浄
用
水

営
農

用
水

営
農
飲
雑
用
水
施
設

経
営
の
大
規
模
化
に
対
応
す
る

畜
産
用
水

農
機
格
納
庫

地
域
資
源
利
活
用
施
設

（
太
陽
光
発
電
施
設
）

集
落
防
災
安
全
施
設

(土
砂
崩
壊
防
止
施
設

)
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農
村

整
備

事
業

○
感

染
症

拡
大

に
よ
っ
て
地
方
移
住
へ
の
関

心
が
高

ま
っ
て
い
る
一
方

で
、
農

村
イ
ン
フ
ラ
は
老
朽
化
が
進
行

す
る
と
と
も
に
、
激
甚
化
す
る
自
然
災

害
へ

の
脆

弱
性

が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
村

に
人

が
安
心

し
て
住

み
続

け
ら
れ

る
条
件
の
整
備

が
必
要
。

○
こ
の

た
め
、
施

設
の
状
態
や
地
域
に
お
け
る
役
割

を
点

検
し
、

・
優

先
順

位
を
付
け
た
計
画
的
な
老
朽
化
対
策

、
維

持
管

理
コ
ス
ト
の

削
減

に
資

す
る
施

設
の
再
編
・集

約
・

維
持

管
理

の
効

率
化
に
向
け
た
施
設
の
整
備

、
農

業
生

産
性
向

上
等
に
資
す
る
施

設
の

改
良

に
よ
り
、
農

村
イ
ン
フ
ラ
の
強
靱
化
、
高
度
化
を
図
る
。

２
.実

施
要
件

３
.実

施
主
体
・補

助
率

１
.事

業
内
容

①
農

村
イ
ン
フ
ラ
整

備
計
画

の
策
定

（
施

設
の

状
態

や
役

割
を
点
検

し
、
優

先
順

位
を
付

け
て
整
備

す
る
方

針
等
を
定
め
た
も
の

）

②
強

靱
化

に
つ
い
て
は

、
対

象
施

設
毎

に
定

め
る
優

先
的

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る
と
認

め
ら
れ
る
要

件
（
規

模
等
）
を
満
た
す
こ
と

③
高
度
化
に
つ
い
て
は
、
農
村
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
に
目
的
、
整
備
内
容
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

事
業

実
施
主
体

：
都
道
府
県
、
市
町
村
、
団
体
（土

地
改
良
区
）
等

補
助

率
：
点
検
・
診
断
、
計
画
策
定

定
額

改
良
、
再
編
、
保
全
対
策
等

50
％
等

農
村
イン
フラ
の
高
度
化
（
持
続
性
・生
産
性
の
向
上
）

農
業
機
械
の

大
型
化
・
自
動
化
に
対
応

農
村
イン
フラ
の
強
靱
化
（
安
全
・安
心
の
確
保
）

農
道

橋
の

耐
震

対
策

（
橋

脚
巻

立
て
）

小
水

力
発

電
を

利
用

し
た
充

電

衛
生

的
な
環

境
を
確

保

集
約

・
再

編
に
よ
り
維
持

更
新
コ
ス
ト
の

削
減

【
共

通
（
集

落
排

水
、
農

道
、
営
農
飲
雑
用
水
）】

○
維

持
管

理
（
更

新
）
コ
ス
ト
を
削
減
に
資
す
る
施
設
等
の
再
編
・集

約
・コ

ン
パ
ク
ト
化

・
省

電
力

技
術

の
導

入

【
集

落
排

水
施

設
】

○
大
規

模
施

設
、
浸

水
区
域
内
施
設
等
に
お
い
て
、
老
朽
化
や
災
害
に
対

応
す
る
た
め

の
点

検
・
保

全
、
耐

震
・
浸

水
・
停
電
対
策
等
（耐

災
害
性
強
化
）

○
災

害
時

の
施

設
の

稼
働
状
況
の
把
握
、
点
検
の
迅
速
化
に
資
す
る
遠
方

監
視
シ
ス

テ
ム
を
備

え
た
施

設
の

整
備

【
農

道
・
集

落
道

】
○

基
幹

的
な
農

道
、
避

難
等
に
必
要
な
農
道
・
集
落
道
、
老
朽
化
や
被
災

等
に
よ
り
被

害
が

生
じ
る
お
そ
れ

が
あ
る
跨
道
橋
・跨

線
橋
等
の
点
検
・保

全
、
耐
震
対

策
、
撤

去
等

【
営

農
飲

雑
用

水
施

設
】

○
飲
用

・
生

活
用

水
を
供

給
す
る
施
設
に
お
い
て
、
老
朽
化
や
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の

点
検

・
保

全
、
耐

震
・
浸

水
・停

電
対
策
等
（
耐
災
害
性
強
化
）

○
災
害

時
の

施
設

の
稼

働
状
況
の
把
握
、
点
検
の
迅
速
化
に
資
す
る
遠
方

監
視
シ
ス
テ

ム
の

導
入

【
地

域
資

源
利

活
用

施
設
（
発
電
施
設
）
】

○
災

害
時

で
も
農

業
水

利
施

設
に
電
源
供
給
可
能
な
自
立
運
転
機
能
付

の
パ

ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
整

備
（
耐

災
害
性
強
化
）

○
避

難
所

等
に
電

源
を
供

給
す
る
蓄
電
池
の
整
備
等

【
集

落
防

災
安

全
施

設
】

○
農
村

集
落

の
安

全
・
安

心
を
確
保
に
資
す
る
土
砂
崩
壊
防
止
、
落
石

崩
壊

防
止
施

設
等

の
点

検
・
保

全

【
集

落
排
水
施
設
】

○
維
持
管
理
の
効
率
化
に
向
け
た
遠
方
監
視
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
集
落
排
水
汚
泥
の
循
環
利

活
用

（
肥
料
）
に
資
す
る
施
設
の
整
備

【
農

道
・
集
落
道
】

○
生
産
性
を
向
上
す
る
大
型
農
機
・
ト
ラ
ッ
ク
・
自
動
走
行
農
機
等
が
導
入
可
能
な
農
道
の
拡
幅

等
の

改
良

○
農
村
所
得
の
向
上
に
資
す
る
農
泊
、
直
売
所
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善

【
営

農
飲
雑
用
水
施
設
】

○
維
持
管
理
の
効
率
化
に
向
け
た
遠
方
監
視
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
６
次
産
業
化
等
に
よ
る
新
た

な
水
使
い
等
に
資
す
る
施
設
の
改
良
（
機
能
向
上
）

処
理
区
Ｂ

処
理

場
を
廃

止
処

理
場

の
統
合

・
更
新

処
理
区

A

接
続

管
を
新
設

集
落

排
水

施
設

生
活

用
水

生
活

排
水

営
農

飲
雑

用
水

施
設

農
泊
施
設

液
肥
（
消
化
液
）

メ
タ
ン
発
酵
装
置

液
肥
の
散
布

農
作
物
の
栽
培

集
排
汚
泥

コ
ン
ポ
ス
ト
装
置

汚
泥
発
酵
肥
料

（
ペ
レ
ッ
ト
）

集
落
排
水
汚
泥
の

循
環
利
利
用
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国
営
造
成
水
利
施
設
ス
ト
ック
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業
＜
公
共
＞ 【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

4,
52

3（
5,

05
1）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

国
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
り造

成
され
た
農
業
水
利
施
設
を
効
率
的
に
活
用
し、
長
寿
命
化
とラ
イフ
サ
イク
ル
コス
トの
低
減
を
図
る
た
め
、機
能
診
断
を
は
じ
め
とす
る
ス
ト
ック
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
を
推
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

農
業
水
利
施
設
の
戦
略
的
な
保
全
管
理

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
機
能
保
全
計
画
策
定
事
業

○
国
営
造
成
施
設
の
機
能
診
断
（
耐
震
診
断
を
含
む
）
調
査
、

機
能
保
全
計
画
の
策
定
を
行
い
、

診
断
結
果
等
の
施
設
管
理
者
へ
の
指
導
・助
言
を
行
い
ま
す
。

①
機
能
保
全
計
画
の
策
定
等

②
施
設
管
理
者
に
対
す
る
指
導
・助
言

２
．
技
術
高
度
化
事
業

○
機
能
の
適
切
な
保
全
に
必
要
とな
る
技
術
を
現
地
で
の
実
践
を
通
して

向
上
させ
、ス
ト
ック
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
の
高
度
化
を
図
りま
す
。

①
事
故
等
の
要
因
調
査

②
診
断
技
術
の
適
用
と評

価
③

対
策
工
法
の
適
用
と評

価
④

リス
ク評

価
の
実
証
調
査

３
．
権
利
設
定
等
事
業

○
国
営
造
成
施
設
の
保
全
に
係
る
権
利
が
取
得
され
て
い
な
い
施
設
に
お
け
る

当
該
権
利
の
取
得
等
を
行
い
ま
す
。

①
区
分
地
上
権
等
の
権
利
の
取
得
等
の
た
め
の
調
査
及
び
測
量

②
区
分
地
上
権
等
の
権
利
の
取
得
等
及
び
登
記

＜
事
業
実
施
主
体
＞

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
水
資
源
課
（

03
-3

59
1-

70
73
）

国
（
国
費
率
：

10
/1

0）
・劣
化
要
因
の
推
定

・劣
化
度
の
判
定

デ
ー
タの
蓄
積

支
援

補
修
等
情
報

機
能
診
断
調
査

点
検
情
報

連
携

診
断
情
報

機
能
保
全
計
画

の
策
定

日
常
管
理

・巡
回
点
検

・異
常
、変

状
の
把
握

・軽
微
な
補
修

対
策
工
事

補
修

補
強

更
新

機
能
診
断
評
価

施
設
の
立
地
条
件
等
に
応
じ、

・現
地
踏
査

・現
地
調
査
（
目
視
を
中
心
）

ポ
ン
プ
施
設
の
劣
化
状
況
調
査

ポ
ン
プ
設
備
を
分
解
す
る
こと
な
く、

潤
滑
油
採
取
に
よ
る
診
断
技
術
を
確
立

現
地
で
の
実
践
を
通
じた

ス
トッ
クマ
ネ
ジ
メン
ト技

術
の
高
度
化

機
能
診
断
（
耐
震
診
断
を
含
む
）

の
実
施
や
施
設
管
理
者
へ
の
指
導
・

助
言

権
利
の
取
得
等
の
た
め
の

調
査
及
び
測
量

土
地
境
界
を
確
認

す
る
た
め
の
立
会

＜
ス
ト
ック
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
サ
イ
ク
ル
＞
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国
営

1
.3
兆
円

県
営
等

3
.7
兆
円

国
営

1
.1
兆
円

県
営
等

1
.7
兆
円

非
超
過

1
1.
5兆

円

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

土
地
改
良
施
設
突
発
事
故
復
旧
事
業

土
地
改
良
施
設
で
発
生
した
突
発
事
故
の
現
地
仮
復
旧
及
び
機
能

回
復
を
行
う復

旧
工
事
を
迅
速
に
行
い
ま
す
。

【直
轄
事
業
】

62
0（

52
0）

百
万
円

（
主
な
採
択
要
件
）

○
機
能
保
全
計
画
等
に
基
づ
い
た
、適

切
な
保
全
管
理
が
され
て

い
る
国
営
造
成
土
地
改
良
施
設

末
端
支
配
面
積
：

10
0h

a以
上

○
復
旧
事
業
費
：

2,
00

0万
円
以
上

〈事
業
実
施
主
体
〉

国
（
国
費
率
：

2/
3
等
）

【補
助
事
業
】

11
5（

25
0）

百
万
円

〈主
な
採
択
要
件
〉

○
機
能
保
全
計
画
等
に
基
づ
い
た
、適

切
な
保
全
管
理
が
され
て
い

る
土
地
改
良
施
設

○
末
端
支
配
面
積
：

20
ha

(中
山
間
地
域
等
は

10
ha

)以
上

○
復
旧
事
業
費
：

20
0万

円
以
上

〈事
業
実
施
主
体
〉

都
道
府
県
・市
町
村
・土
地
改
良
区
等

（
補
助
率
：

1/
2
等
）

土
地
改
良
施
設
突
発
事
故
復
旧
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

73
5（

77
0）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

○
基
幹
的
農
業
水
利
施
設
の
約
４
割
が
今
後

10
年
で
標
準
耐
用
年
数
を
超
過
す
る
な
ど、
土
地
改
良
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り、
パ
イプ
ライ
ン
の
破
裂
とい
った
突
発
事

故
が
増
加
して
い
ま
す
。

○
この
た
め
、突

発
事
故
の
迅
速
か
つ
機
動
的
な
復
旧
が
で
き
る
仕
組
み
を
導
入
し、
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、早

期
の
営
農
再
開
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

農
業
水
利
施
設
の
戦
略
的
な
保
全
管
理

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
等

補
助

補
助

補
助

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
水
資
源
課
（

03
-6

74
4-

13
63
）

補
助
率

1/
2
等

基
幹
的
農
業
水
利
施
設
の
状
況

（
年
度
）

（
件
）

63
0

57
5

59
5

79
6

1,
03
3

1,
37
8

1,
55
9

1,
64
3

1,
53
4

1,
10
9

0

20
0

40
0

60
0

80
0

1,
00
0

1,
20
0

1,
40
0

1,
60
0

1,
80
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

経
年

的
な
劣

化
及

び
局

部
的

な
劣

化

そ
の

他
（降

雨
・地

盤
沈

下
等

）

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

30
0

60
0

90
0

1,
50

0

1,
80

0

1,
20

0

全
体

1
0
0
%

（
1
9
.3
兆
円
）

基
幹
的
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
状
況
（
平
成

30
年
）

既
に
標
準
耐
用
年
数
を
超
過
した
施
設

5.
0兆

円
（
全
体
の

26
％
）

さら
に
今
後

10
年
の
うち
に
標
準
耐
用

年
数
を
超
過
す
る
施
設
を
加
え
る
と

7.
8兆

円
（
全
体
の

40
％
）

注
）
基
幹
的
農
業
水
利
施
設
（
受
益
面
積

10
0h

a以
上
の
農
業
水
利
施
設
）

の
資
産
価
値
（
再
建
設
費
ベ
ー
ス
）

注
）
農
村
振
興
局
整
備
部
水
資
源
課
施
設
保
全
管
理
室
調

農
業
水
利
施
設
の
突
発
事
故
発
生
状
況

突
発
事
故
へ
の
迅
速
な
対
応

突
発
事
故
の
発
生

施 設 管 理 者 か ら 一 報

復
旧
工
事

現
地
調
査
（
突
発
事
故
の
確
認
）
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国
営
造
成
施
設
総
合
水
利
調
整
管
理
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

58
6（

ー
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

○
近
年
の
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
水
害
の
激
甚
化
等
を
踏
ま
え
、政

府
は
既
存
ダム
を
活
用
した
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
に
取
り組

ん
で
い
ま
す
。本

事
業
は
、国

営
土
地
改
良
事
業

で
造
成
した
ダム
の
事
前
放
流
の
取
組
効
果
の
検
証
等
を
行
うこ
とに
よ
り、
洪
水
調
節
機
能
の
一
層
の
強
化
を
図
りま
す
。

○
国
営
土
地
改
良
事
業
で
造
成
され
た
施
設
に
係
る
河
川
法
第

23
条
の
流
水
占
用
の
許
可
（
以
下
、「
水
利
権
」と
い
う。
）
の
更
新
協
議
に
必
要
な
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

安
定
的
な
用
水
供
給
の
確
保

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
に
係
る
事
業

現
在
、ダ
ム
下
流
域
に
お
い
て
水
害
発
生
が
予
想
され
る
際
に
事
前
放
流
※
1

や
時
期
ご
との
貯
水
位
運
用
※
２
に
よ
り、
洪
水
調
節
の
た
め
の
容
量
を
確
保

す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、事

前
放
流
や
時
期
ご
との
貯
水
位
運
用
の
取
組
効
果
の
検

証
等
を
行
うと
とも
に
、必
要
に
応
じ
て
運
用
の
見
直
し
等
を
行
い
、農
業
用

ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
を
図
りま
す
。

※
１

最
大
３
日
（

72
時
間
）
前
か
ら、
ダム
の
貯
水
位
を
低
下
させ
て
洪
水
調
節
の
た
め
の

容
量
を
確
保
す
る
取
組

※
２

か
ん
が
い
用
水
の
補
給
を
行
う可

能
性
が
低
い
期
間
等
に
貯
水
位
を
あ
らか
じめ
低
下
させ

て
、洪

水
調
節
の
た
め
の
容
量
を
確
保
す
る
取
組

２
．
水
利
権
更
新
に
係
る
事
業

農
林
水
産
大
臣
が
水
利
使
用
者
とし
て
許
可
を
受
け
た
水
利
権
は

29
6

件
※
あ
りま
す
。※

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在

この
うち
、水

利
権
の
内
容
に
著
し
い
変
更
が
生
じ
て
い
る
地
区
、許
可
期

限
を
迎
え
る
地
区
に
つ
い
て
、水

利
権
を
更
新
す
る
た
め
の
河
川
管
理
者
との

協
議
に
必
要
な
営
農
状
況
の
調
査
、代

掻
き
用
水
等
の
必
要
水
量
の
調
査

等
を
行
い
ま
す
。

＜
事
業
実
施
主
体
＞
国
（
国
費
率
：

10
/1

0）

堤
体

実
施
状
況
を
調
査
・検
証

地
方
局
別
農
業
用
ダム
の
数
（
計

13
8カ
所
）

※
１
事
前
放
流
の
状
況
（
イ
メ
ー
ジ
）

放
流
設
備
か
らの
放
流
状
況

※
２
時
期
ご
との
貯
水
位
運
用
（
イ
メ
ー
ジ
）

貯
水
位
が
低
い
状
況

北
海

道
開

発
局

４
３
箇

所

東
北

農
政
局

２
５
箇

所

関
東

農
政

局

４
箇

所

北
陸

農
政
局

８
箇

所

東
海

農
政

局

２
箇

所

近
畿

農
政

局

１
５
箇

所

九
州

農
政
局

２
２
箇

所

沖
縄

総
合
事
務
局

３
箇

所

中
国

四
国

農
政
局

１
６
箇

所

河
川
堤
防
高

通
常

管
理

事
前

放
流

（
3日

前
か

ら
）

洪
水

発
生

ダ
ム
事
前
放

流
を
行

っ
た
場
合

時
間
経
過

通
常

管
理

ダ
ム
通
常
管

理
の
場

合

洪
水

に
よ

る
氾

濫
の
発

生

ダ ム 下 流 の 河 川 水 位

こ
の
水
量
を

事
前
放

流
し
、

河
川
水
位
の

上
昇
を

抑
え
る

取
組
効
果
の
イ
メ
ー
ジ
図

ピ ー ク カ ッ ト

予
測
降
雨
量
を
確
認

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
水
資
源
課
（

03
-3

50
2-

30
83
）

予
測
降
雨
量
（
気
象
庁
配
信
）
が
、ダ
ム
ご
とに
設
定
され
た

基
準
降
雨
量
以
上
で
あ
る
とき
に
事
前
放
流
を
実
施
。
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直
轄
管
理
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

2,
40

5（
2,

31
9）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

国
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
って
造
成
され
、高
度
の
公
共
性
を
有
し、
利
害
が
２
都
府
県
以
上
に
わ
た
る
等
の
農
業
水
利
施
設
に
つ
い
て
、ま
た
は
、同
一
水
系
内
の
複
数
の
国

営
土
地
改
良
事
業
に
よ
り造

成
さ
れ
た
基
幹
的
水
利
施
設
群
に
つ
い
て
国
が
管
理
を
行
い
ま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

安
定
的
な
用
水
供
給
と良

好
な
排
水
条
件
の
確
保

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
一
般
型

国
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
り造

成
さ
れ
た
大
規
模
な
ダ
ム
、頭

首
工
等
を
対
象
とし
て
、

以
下
の
採
択
基
準
を
満
た
す
も
の
を
、国
が
管
理
しま
す
。

①
治
水
、利

水
等
の
面
に
お
い
て
高
度
の
公
共
性
を
有
す
る
こと

②
管
理
に
当
た
って
特
別
な
技
術
的
配
慮
を
必
要
とす
る
こと

③
施
設
又
は
そ
の
操
作
に
よ
る
利
害
が
２
都
府
県
以
上
に
わ
た
る
も
の

(北
海
道
及
び

沖
縄
を
除
く)

２
．
総
合
管
理
型

同
一
水
系
内
の
複
数
の
国
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
り造

成
さ
れ
た
基
幹
的
水
利
施
設

を
対
象
とし
て
、以

下
の
採
択
基
準
を
満
た
す
も
の
を
、国
が
一
元
的
に
管
理
しま
す
。

①
同
一
の
水
系
に
お
け
る
複
数
の
国
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
り造

成
され
た
基
幹
的
水

利
施
設
群

②
基
幹
水
利
施
設
群
の
効
用
を
適
正
に
発
揮
させ
る
た
め
、そ
れ
らの
管
理
を
一
元
的

な
管
理
体
制
に
よ
り行

うこ
とが
適
正
で
あ
る
と認

め
られ
る
施
設

＜
事
業
実
施
主
体
＞

国
（
国
費
率
：
農
林
水
産
省

77
.5
％

北
海
道

8/
9）

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
水
資
源
課
（

03
-3

59
1-

70
73
）

（
ダム
）

（
頭
首
工
）

（
総
合
水
管
理
）

〔一
般
型
〕

〔総
合
管
理
型
〕

（
揚
水
機
場
）

（
ダム
）

（
頭
首
工
）

（
幹
線
水
路
）
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

国
営
土
地
改
良
事
業
に
よ
って
造
成
され
た
一
定
規
模
以
上
の
施
設
で
あ
って
、公
共
・公
益
性
に
鑑
み
地
方
公
共
団
体
が
管
理
し
て
い
る

施
設
に
つ
い
て
、国
が
維
持
管
理
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し、
施
設
機
能
の
適
正
な
発
揮
を
確
保
しま
す
。

１
．
一
般
型
（
国
庫
補
助
率
：

30
％
（
治
水
協
定
ダム
は

1/
3）

）
次
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る
ダム
、頭

首
工
、用

排
水
機
場
、排

水
樋
門
及
び
これ
らと
一
元
管
理
を
行
う幹

線
用
排
水
路

①
国
に
よ
り都

道
府
県
ま
た
は
市
町
村
へ
管
理
委
託
され
た
も
の
で
あ
る
こと

②
１
施
設
当
た
りの
受
益
面
積
が
お
お
む
ね

1,
00

0（
地
盤
沈
下
地
帯
に
あ
って
は

50
0）

ha
以
上
、畑

を
受
益
とす
る
も
の
に
あ
って
は

30
0（

地
盤
沈
下
地
帯
に
あ
って
は

10
0）

ha
以
上

③
非
農
地
率
が
お
お
む
ね

10
％
以
上

④
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
区
分
ご
との
規
摸
等
要
件
に
該
当
す
る
も
の

２
．
特
別
型
（
国
庫
補
助
率
：

40
％
又
は

1/
3）

次
の
要
件
全
て
に
該
当
す
る
ダム
、頭

首
工
、排

水
機
場
、防

潮
水
門

①
国
に
よ
り都

道
府
県
へ
管
理
委
託
され
た
も
の
で
あ
る
こと

②
１
施
設
当
た
りの
受
益
面
積
が
お
お
む
ね

3,
00

0h
a
以
上

③
非
農
地
率
が
お
お
む
ね

20
％
以
上

④
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
区
分
ご
との
規
模
要
件
に
該
当
す
る
も
の

※
水
利
施
設
整
備
事
業
との
連
携

施
設
管
理
者
（
都
道
府
県
又
は
市
町
村
）
が
適
時
・適
切
に
国
営
造
成
施
設
の
改
修
等
を
行
うこ
とが
で
き
る
よ
う、

別
途
、水

利
施
設
整
備
事
業
を
拡
充
。

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

3,
71

9（
3,

77
3）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

大
規
模
で
公
共
・公
益
性
の
高
い
国
営
造
成
施
設
の
管
理
に
係
る
経
費
を
助
成
し、
施
設
機
能
の
適
正
な
発
揮
を
確
保
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

安
定
的
な
用
水
供
給
と良

好
な
排
水
条
件
の
確
保

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
水
資
源
課
（

03
-3

59
1-

70
73
）

(ダ
ム
）

(頭
首
工
）

(排
水
樋
門
）

(排
水
機
場
）

(排
水
分
水
ゲ
ー
ト）

(用
水
機
場
）

(幹
線
水
路
）

(防
潮
水
門
）

30
～

40
%

※
下
線
部
は
拡
充
内
容

42



水
利
施
設
管
理
強
化
事
業
＜
公
共
＞
（
新
規
）

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

1,
84

9（
ー
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

国
営
造
成
施
設
等
の
管
理
に
つ
い
て
、施

設
の
役
割
に
応
じた
支
援
を
行
い
、農

業
水
利
施
設
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
適
正
な
発
揮
を
図
りま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

安
定
的
な
用
水
供
給
と良

好
な
排
水
条
件
を
確
保

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

集
中
豪
雨
の
頻
発
化
等
に
よ
って
農
業
水
利
施
設
の
公
的
な
役
割
が
増
大
し、
施
設
管
理
が
複

雑
化
・高
度
化
して
い
る
こと
か
ら、
施
設
の
役
割
に
応
じた
支
援
を
行
い
、農

業
水
利
施
設
の
有
す

る
多
面
的
機
能
の
適
正
な
発
揮
を
図
りま
す
。

【対
象
施
設
】

１
．
管
理
強
化
計
画
に
基
づ
き
土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
国
営
及
び
国
営
附
帯
県
営
造
成

施
設

２
．
洪
水
調
節
機
能
強
化
に
取
り組

む
農
業
用
ダム
（
１
．
の
施
設
を
除
く）

【対
象
経
費
】

１
．
国
営
及
び
国
営
附
帯
県
営
造
成
施
設

①
防
災
・減
災
機
能
を
有
す
る
施
設
※
：
防
災
・減
災
機
能
を
含
む
多
面
的
機
能
の
発
揮

に
対
応
した
管
理
経
費
（
維
持
管
理
費
の
「0

.7
5/

1.
75
」相
当
）

②
①
以
外
の
施
設
：
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
対
応
した
管
理
経
費
（
維
持
管
理
費
の

「0
.6

/1
.6
」相
当
）

※
地
方
公
共
団
体
が
地
域
防
災
計
画
等
に
位
置
付
け
た
施
設
及
び
治
水
協
定
締
結
ダム

２
．
治
水
協
定
を
締
結
した
農
業
用
ダム
（
１
．
の
施
設
を
除
く）
の
洪
水
調
節
機
能
強
化
に

係
る
以
下
の
取
組
に
係
る
経
費

①
河
川
管
理
者
等
との
治
水
協
定
の
締
結
、協

定
に
基
づ
く連
絡
体
制
の
整
備
等
の
基

礎
的
取
組

②
事
前
放
流
や
時
期
ご
との
貯
水
位
運
用
とい
った
従
来
の
管
理
の
範
疇
を
超
え
た
追
加

的
取
組

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

1/
2

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
水
資
源
課
（

03
-6

74
4-

13
63
）

農
業
水
利
施
設
の
公
的
な
役
割
が
増
大
し
、施

設
管
理
が
複
雑
化
・高
度
化

施
設
の
役
割
に
応
じ
た
支
援

除
塵
機
へ
の
廃
棄
物
流
入

営
農
の
多
様
化
に
よ
る
水
需
要
の
変
化

都
市
化
・混
住
化

集
中
豪
雨
の
増
加

農
業
構
造
等
の
変
化

農
業
水
利
施
設
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
適
正
な
発
揮

市
街
地
・集
落
の
排
水

都
道
府
県

1/
2

市
町
村

43



国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備
促
進
事
業
（
管
理
体
制
整
備
型
）
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

41
0（

2,
19

3）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

土
地
改
良
区
に
よ
る
農
業
水
利
施
設
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
、農

業
農
村
を
とり
ま
く情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、地

域
住
民
や

N
PO
な
ど多

様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る
安
定

的
な
体
制
の
整
備
・強
化
を
図
りま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

安
定
的
な
用
水
供
給
と良

好
な
排
水
条
件
の
確
保

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

土
地
改
良
区
に
よ
る
農
業
水
利
施
設
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
、農

業
農
村
を
とり
ま
く情
勢
の

変
化
に
対
応
し、
地
域
住
民
等
の
多
様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る
安
定
的
な
体
制
の
整
備
・強
化

を
図
る
た
め
、以

下
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。

１
．
計
画
更
新
活
動

地
域
に
お
け
る
適
正
な
管
理
水
準
、適

正
な
管
理
体
制
等
の
目
標
及
び
そ
の
実
現
の
た
め

に
必
要
な
取
組
等
（
地
域
住
民
等
が
管
理
に
参
画
す
る
た
め
の
組
織
化
及
び
協
定
の
締
結

等
を
含
む
）
を
明
らか
に
す
る
とと
も
に
、毎

年
度
の
取
組
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
て
管
理
体

制
整
備
計
画
を
適
切
に
更
新
す
る
活
動

２
．
推
進
活
動

都
道
府
県
、市

町
村
及
び
土
地
改
良
区
等
で
構
成
され

る
管
理
体
制
整
備
推
進
協
議

会
を
設
置
し、
体
制
整
備
を
推
進
す
る
活
動

３
．
支
援
事
業

管
理
の
合
理
化
、高

度
化
の
た
め
に
必
要
とな
る
補
完
的
な
施
設
の
整
備
に
要
す
る
事
業
、

地
域
防
災
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
とな
る
補
完
的
な
施
設
の
整
備
に
要
す
る
事
業
等
。

※
事
業
実
施
期
間
：
平
成

30
年
度
～
令
和
４
年
度

＜
事
業
の
流
れ
＞ 国

都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
等

1/
2

1/
2

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
水
資
源
課
（

03
-6

74
4-

13
63
）

国
営
造
成
施
設
の
管
理
を
取
りま
く状
況

施
設
の
老
朽
化

都
市
化
・混
住
化

過
疎
化
・高
齢
化

集
中
豪
雨
の
増
加

突
発
事
故
の
発
生

農
業
構
造
の
変
化

地
域
住
民
等
多
様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る
安
定
的
な
体
制
の
整
備
・強
化

計
画
更
新
活
動

推
進
活
動

転
落
防
止
柵
の
設
置

支
援
事
業

消
火
栓
の
設
置

営
農
に
係
る
水
利
施
設
の
通
常
管
理

土
地
改
良
区

地
域
住
民
等

協
定

地
元
自
治
会
、N

PO
等
に
よ
る
活
動

地
域
住
民
等
と連

携
し
た
管
理
体
制
を
構
築
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土
地
改
良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

3,
31

2（
3,

31
2）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
業
水
利
施
設
の
定
期
的
な
整
備
補
修
等
に
対
し国

が
助
成
す
る
こと
に
よ
って
、施

設
管
理
の
適
正
化
を
図
りま
す
。

＜
政
策
目
標
＞

安
定
的
な
用
水
供
給
と良

好
な
排
水
条
件
の
確
保

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
土
地
改
良
企
画
課
（

03
-3

50
2-

60
06
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
施
設
整
備
補
修

施
設
の
機
能
保
持
、耐

用
年
数
の
確
保
の
た
め
必
要
とな
る
定
期
的
な
整
備
補
修
を
実

施
しま
す
。

２
．
施
設
改
善
整
備
対
策

水
田
地
域
に
お
い
て
高
収
益
作
物
を
導
入
し、
産
地
形
成
を
図
る
た
め
に
必
要
な
整
備
補

修
(ゲ
ー
ト設

備
の
電
動
化
、漏

水
防
止
の
た
め
の
水
路
整
備
等

)を
実
施
しま
す
。

３
．
安
全
管
理
施
設
整
備
対
策

農
業
水
利
施
設
へ
の
転
落
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
安
全
管
理
施
設

(フ
ェン
ス
、通

行
止

門
扉
等

)を
計
画
的
に
整
備
しま
す
。

４
．
緊
急
整
備
補
修

予
測
し得

な
い
事
故
や
施
設
の
老
朽
化
等
の
理
由
に
よ
り緊

急
に
必
要
とな
る
整
備
補
修

を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

原
動
機
の
修
繕
、塗

装

ネ
ット
フェ
ン
ス
の
更
新

水
門
開
閉
の
電
動
化

国

全
国
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会

都
道
府
県

土
地
改
良
区
等

資
金
造
成

(５
年

(又
は
３
年

)間
で
事
業
費
の

9/
10
に
相
当
す
る
資
金
を
造
成

)
事
業
実
施
年
度

補
助

水
管
橋
漏
水
部
の
補
修

施
設
整
備
補
修

施
設
改
善
整
備
対
策

安
全
管
理
施
設
整
備
対
策

緊
急
整
備
補
修

土
地
改
良
区
等

造
成
額
の

1/
3

交
付
金

事
業
費
の

9/
10

補
助

造
成
額
の

1/
3

拠
出

造
成
額
の

1/
3

45



土
地
改
良
区
体
制
強
化
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

64
7（

61
9）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

土
地
改
良
区
が
主
体
的
に
取
り組

む
組
織
運
営
基
盤
・事
業
実
施
体
制
等
の
強
化
を
集
中
的
に
支
援
しま
す
。

＜
政
策
目
標
＞

○
土
地
改
良
区
の
機
能
や
役
割
が
効
率
的
・効
果
的
に
発
揮
で
き
る
よ
う土

地
改
良
区
の
組
織
運
営
基
盤
・事
業
実
施
体
制
等
を
強
化

○
令
和
４
事
業
年
度
ま
で
に
全
て
の
土
地
改
良
区
に
お
い
て
貸
借
対
照
表
の
作
成
及
び
公
表
を
実
施

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
施
設
・財
務
管
理
強
化
対
策

土
地
改
良
区
が
管
理
す
る
施
設
の
診
断
・管
理
指
導
の
ほ
か
、土

地
改
良
区
の
財
務
状
況
の
明
確
化
・透
明
化
を
図
る
複

式
簿
記
の
導
入
等
に
つ
い
て
支
援
しま
す
。

○
土
地
改
良
区
再
編
促
進
モ
デ
ル
事
業

・
会
計
事
務
を
共
同
で
行
う土

地
改
良
区
連
合
の
設
立
に
向
け
た
モ
デ
ル
とな
る
取
組
を
補
助
率

1/
2で
支
援

（
R3
年
度
ま
で
）

・
市
町
村
単
位
で
小
規
模
土
地
改
良
区
の
協
議
会
を
設
立
し、
合
併
を
図
る
モ
デ
ル
とな
る
取
組
等
を
定
額
で
支
援

（
R4
年
度
ま
で
）

２
．
受
益
農
地
管
理
強
化
対
策

土
地
改
良
区
等
が
行
う換

地
業
務
等
に
対
す
る
指
導
や
所
有
者
不
明
農
地
に
お
け
る
財
産
管
理
制
度
の
活
用
促
進
な
ど、

農
用
地
の
利
用
集
積
の
推
進
に
つ
い
て
支
援
しま
す
。

３
．
統
合
整
備
強
化
対
策

土
地
改
良
区
の
合
併
等
に
当
た
り必

要
な
統
合
整
備
計
画
の
策
定
や
事
務
機
器
等
の
整
備
に
つ
い
て
支
援
しま
す
。

４
．
特
定
被
災
土
地
改
良
区
復
興
支
援
対
策

特
定
大
規
模
災
害
等
に
よ
って
被
災
した
土
地
改
良
区
の
業
務
書
類
・機
器
等
の
復
旧
に
つ
い
て
支
援
しま
す
。

５
．
研
修
・人
材
育
成

複
式
簿
記
に
関
す
る
研
修
や
小
水
力
発
電
等
の
導
入
な
ど、
土
地
改
良
区
等
の
役
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
研
修
を
実

施
しま
す
。

※
下
線
部
は
拡
充
内
容

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
土
地
改
良
企
画
課
（

03
-3

50
2-

60
06
）

農
村
振
興
局
地
域
整
備
課

（
03

-6
74

4-
22

09
）

国
土
地
改
良
区
等

公
募
団
体

都
道
府
県
土
連

都
道
府
県

＜
事
業
の
流
れ
＞

1/
2、
定
額

1/
2

都
道
府
県

1/
2、
定
額

複
式
簿
記
に
関
す
る
巡
回
指
導

施
設
・財
務
管
理
強
化
対
策

施
設
の
診
断
・管
理
指
導

統
合
整
備
強
化
対
策

土
地
改
良
区
の
合
併

研
修
・人
材
育
成

現
地
研
修

事
務
連
合
早
期
設
立
支
援
モ
デ
ル
構
築

コー
デ
ィネ
ー
ター
に
よ
る

指
導
・助
言

会
計
事
務
等
を
共
同
で
行
う

事
務
連
合
設
立

B/
S作

成
が
困
難
な

土
地
改
良
区

受
益
農
地
管
理
強
化
対
策

換
地
・担
い
手
へ
の
農
地
集
積

特
定
被
災
土
地
改
良
区
復
興
支
援
対
策

業
務
書
類
・機
器
等
の
復
旧

市
町
村
単
位
で
の
合
併
モ
デ
ル
構
築

合
併
に
向
け
た
話
し合

い

行
政

地
方
連
合
会

Ｄ
改
良
区

Ｃ
改
良
区

Ｂ
改
良
区

Ａ
改
良
区
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情
報
化
施
工
技
術
調
査
＜
公
共
＞
（
新
規
）

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

16
0（

ー
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
業
農
村
整
備
の
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
に
、建
設
現
場
で
用
い
る
情
報
化
施
工
技
術
の
対
象
工
種
及
び
対

象
技
術
の
拡
大
や
情
報
化
施
工
で
得
た
座
標
デ
ー
タ
を
農
機
自
動
走
行
に
利
用
す
る
等
の
３
次
元
デ
ー
タ
活
用
推
進
に
必
要
な
調
査
を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
情
報
化
施
工
技
術
や
３
次
元
デ
ー
タの
活
用
に
よ
る
農
業
農
村
整
備
の
一
連
の
プ
ロセ
ス
全
体
の
生
産
性
向
上

○
IC

Tを
活
用
した
農
業
農
村
整
備
で
取
得
した
座
標
デ
ー
タか
ら、
自
動
走
行
農
機
や
ドロ
ー
ン
の
自
動
運
転
用
の
地
図
を
作
成
し活

用
す
る
手
法
を
整
備

［
令
和
４
年
度
ま
で
］

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
情
報
化
施
工
導
入
推
進
調
査

農
業
農
村
整
備
事
業
の
情
報
化
施
工
技
術
に
係

る
対
象
工
種
及
び
対
象
技
術
の
拡
大
に
必
要
な
基

準
類
の
策
定
・改
善
、普

及
啓
発
資
料
作
成
等
を
行

い
ま
す
。

２
．
３
次
元
デ
ー
タ
活
用
推
進
調
査

施
工
段
階
以
外
（
調
査
設
計
、維

持
管
理
、営

農
等
）
も
含
め
た
農
業
農
村
整
備
の
一
連
の
プ
ロセ

ス
全
体
を
通
じた
３
次
元
デ
ー
タ活

用
に
係
る
手
法
の

具
体
化
、基

準
類
の
策
定
・改
善
、普

及
啓
発
資
料

作
成
等
を
行
い
ま
す
。

＜
事
業
の
実
施
主
体
＞

国
（
国
費
率

10
/1

0）

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
設
計
課
（

03
-6

74
4-

21
98
）

調
査
設
計
段
階

施
工
段
階

維
持
管
理
・営
農
段
階

農
業
農
村
整
備
の
一
連
の
プ
ロセ
ス
全
体
を
通
じた
３
次
元
デ
ー
タの
活
用


３
次
元
化
に
よ
る
設
計
精
度
向
上


可
視
化
に
よ
る
課
題
予
見
性
向
上


数
量
自
動
算
出
等
の
作
業
効
率
化

等


IC
T建

設
機
械
に
よ
る
省
力
化


UA

V等
に
よ
る
測
量
や
３
次
元
デ
ー
タ

を
用
い
た
施
工
管
理
の
効
率
化

等

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用


３
次
元
座
標
の
営
農
利
用


補
修
履
歴
等
の
情
報
蓄
積
の
一
元
化


災
害
復
旧
時
の
設
計
作
業
効
率
化

等

取
組
の
全
体
像

情
報
化
施
工
技
術
の
活
用

IC
T建
設
機
械
に
よ
る
施
工

衛
星
測
位
に
よ
る
機
械
制
御

ガ
イド
に
沿
った
操
作

３
次
元
施
工
管
理

目
印
や
誘
導
員

を
省
略
可
能

UA
Vに
よ
る
３
次
元
測
量

完
成
形
状
の
面
的
管
理

３
次
元
デ
ー
タ
の
活
用

３
次
元
点
群
デ
ー
タ（

工
事
成
果
）

自
動
走
行
農
機
搭
載
用
の
地
図

営
農
段
階
で
の
活
用

調
査
設
計
・維
持
管
理

ほ
場
レ
イア
ウ
トの
設
計

農
業
水
利
施
設
の
点
検
・監
視
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農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
＜
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

80
,7

25
（

94
,2

75
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

地
方
の
裁
量
に
よ
って
実
施
す
る
農
林
水
産
業
の
基
盤
整
備
や
農
山
漁
村
の
防
災
・減
災
対
策
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
が
全
農
地
面
積
の
８
割
とな
る
よ
う農

地
集
積
を
推
進
［
令
和
５
年
度
ま
で
］

○
木
材
供
給
が
可
能
とな
る
育
成
林
の
資
源
量
が

20
.7
億

m
3 に
増
加
す
る
よ
う林

道
等
の
路
網
整
備
を
推
進
［
令
和
５
年
度
ま
で
］

○
大
規
模
地
震
が
想
定
され
て
い
る
地
域
等
に
お
い
て
海
岸
堤
防
等
の
整
備
を
推
進

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、地

域
の
実
情
に
応
じて
農
山
漁
村
地
域
整
備
の
目

標
等
を
記
載
した
農
山
漁
村
地
域
整
備
計
画
を
策
定
し、
これ
に
基
づ
き
事
業
を
実

施
しま
す
。

２
．
農
業
農
村
、森

林
、水

産
の
各
分
野
に
お
い
て
、農

山
漁
村
地
域
の
生
産
現
場

の
強
化
や
防
災
力
の
向
上
の
た
め
の
事
業
を
選
択
し
て
実
施
す
る
こと
が
で
き
ま
す
。

①
農
業
農
村
分
野
：
農
地
整
備
、農

業
用
用
排
水
施
設
整
備
、

海
岸
保
全
施
設
整
備
等

②
森

林
分

野
：
予
防
治
山
、路

網
整
備
等

③
水

産
分

野
：
漁
港
漁
場
整
備
、漁

村
環
境
整
備
、

海
岸
保
全
施
設
整
備
等

３
．
都
道
府
県
又
は
市
町
村
は
、自
ら
の
裁
量
に
よ
り地

区
ご
とに
配
分
で
き
ま
す
。

ま
た
、都

道
府
県
の
裁
量
で
地
区
間
の
融
通
が
可
能
で
す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県
、市

町
村

市
町
村
等

交
付

交
付

交
付
（

1/
2等

）

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

（
農
業
農
村
分
野
に
関
す
る
こと
）
農
村
振
興
局
地
域
整
備
課
（

03
-6

74
4-

22
00
）

（
森
林
分
野
に
関
す
る
こと
）

林
野
庁
計
画
課

（
03

-3
50

1-
38

42
）

（
水
産
分
野
に
関
す
る
こと
）

水
産
庁
防
災
漁
村
課

（
03

-6
74

4-
23

92
）

交
付
金
を
活
用
した
事
業
の
実
施
例

【農
業
農
村
基
盤
整
備
】

【水
産
基
盤
整
備
】

【海
岸
保
全
施
設
整
備
】

【森
林
基
盤
整
備
】

ほ
場
整
備
に
よ
る
農
業
生
産
性
の
向

上
と秩

序
あ
る
土
地
利
用
の
推
進

老
朽
化
した
用
水
路
の
整
備
・更
新

津
波
・高
潮
対
策
とし
て
の
水
門
整
備

津
波
、高

潮
に
よ
る
被
害
を
未
然
に

防
ぐた
め
海
岸
堤
防
の
整
備
を
推
進

漁
村
に
お
け
る
津
波
避
難
対
策

（
避
難
地
、避

難
路
の
整
備
）

漁
業
作
業
の
効
率
化
と安

全
対
策
の

た
め
の
漁
港
整
備
（
岸
壁
改
良
）

林
道
等
の
整
備
に
よ
り効

率
的
な

間
伐
材
等
の
搬
出
を
実
現

治
山
施
設
に
よ
る
山
地
災
害
の
未
然

防
止
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海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
＜
公
共
＞

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

10
0百

万
円
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

海
岸
法
に
基
づ
き
、津

波
、高

潮
、波

浪
そ
の
他
海
水
又
は
地
盤
の
変
動
に
よ
る
被
害
か
ら海

岸
を
防
護
し、
国
土
の
保
全
に
資
す
る
とと
も
に
、良

好
な
営
農
条
件
を
備
え
た
沿
岸

農
地
の
確
保
を
図
る
た
め
、海

岸
保
全
施
設
の
整
備
を
推
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

大
規
模
地
震
が
想
定
され
て
い
る
地
域
等
に
お
い
て
海
岸
堤
防
等
の
整
備
を
推
進

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
直
轄
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

海
岸
保
全
施
設
が
国
土
の
保
全
上
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と認

め
られ
る

とき
は
、海

岸
管
理
者
に
代
って
国
が
当
該
海
岸
保
全
施
設
の
新
設
、改

良
又

は
災
害
復
旧
に
関
す
る
工
事
を
施
行
しま
す
。

２
．
海
岸
保
全
施
設
整
備
連
携
事
業
（
補
助
事
業
）

大
規
模
地
震
や
高
潮
の
リス
クが
高
く、
重
要
な
背
後
地
を
抱
え
る
地
域
の

海
岸
堤
防
等
を
対
象
に
、河

川
事
業
等
の
他
事
業
と連

携
して
、津

波
や
高

潮
に
よ
る
壊
滅
的
な
被
害
を
回
避
す
る
た
め
の
対
策
を
計
画
的
・集
中
的
に
実

施
しま
す
。

３
．
大
規
模
海
岸
保
全
施
設
改
良
事
業
（
補
助
事
業
）

大
規
模
地
震
や
高
潮
の
リス
クが
高
く、
重
要
な
背
後
地
を
抱
え
る
地
域
の

水
門
、排

水
機
場
等
を
対
象
に
、大

規
模
改
修
を
計
画
的
・集
中
的
に
実
施

しま
す
。

４
．
津
波
対
策
緊
急
事
業
（
補
助
事
業
）

津
波
到
達
ま
で
の
予
想
時
間
が
短
く重
要
な
背
後
地
を
抱
え
る
地
域
の
海

岸
堤
防
等
を
対
象
に
、津

波
対
策
を
計
画
的
・集
中
的
に
実
施
しま
す
。

※
下
線
部
は
新
規
事
業

○
海
抜
ゼ
ロメ
ー
トル
地
帯
に
お
け
る
高
潮
対
策

浸
水
被
害
等
の
リス
クの
高
い
干
拓
地
の
農
地
や
宅
地

等
を
防
護
し、
農
業
生
産
活
動
及
び
地
域
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
海
岸
堤
防
等
の
整
備
を
推
進
して
い
ま
す
。

○
大
規
模
地
震
等
を
想
定
した
耐
震
化
対
策

東
日
本
大
震
災
等
で
堤
防
が
被
災
した
教
訓
を
活
か
し、

大
規
模
地
震
等
が
発
災
した
際
に
海
岸
堤
防
とし
て
必
要

な
機
能
が
確
保
で
き
る
よ
う耐

震
化
対
策
を
推
進
して
い
ま
す
。

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
防
災
課
（

03
-6

74
4-

21
99
）

代
表
的
な
整
備

排
水
樋
門
工

海
岸
保
全
施
設
の
イメ
ー
ジ

陸
閘

突
堤

水
門

排
水
機
場

消
波
堤

離
岸
堤

人
工
リー
フ

消
波
工 緩
傾
斜
護
岸 養

浜

堤
防
・護
岸

胸
壁

堤
防
工

地
盤
改
良
工

(耐
震
化
対
策

)

堤
防
嵩
上
工

(計
画
高
ま
で
の
整
備

)

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

1/
2等

国
国
費
率
：

2/
3

（
直
轄
事
業
）

（
補
助
事
業
）

津
波
対
策
緊
急
事
業

（
イメ
ー
ジ
図
）

津
波
防
波
堤
等

（
粘
り強

い
化
）

津
波
の
浸
入
を
抑
制

遡 上 高

海
岸
堤
防
等

（
嵩
上
げ
、耐
震
化
等
）

堤
防
等
を

超
え
る
時
間

遅
延

遡
上
高

低
減

津
波
高

低
減

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

3,
87

5（
3,

56
5）

百
万
円
】
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災
害
復
旧
等
事
業
（
農
地
・農
業
用
施
設
等
）
＜
公
共
＞

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

10
1,

67
6百

万
円
）

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

わ
が
国
で
は
、国

土
の
自
然
的
、地

理
的
条
件
か
ら、
毎
年
多
くの
災
害
が
発
生
して
い
ま
す
。災
害
復
旧
事
業
（
農
地
・農
業
用
施
設
等
）
は
、被

災
した
農
地
・農
業
用
施
設

の
早
期
復
旧
を
行
い
、農
業
生
産
活
動
の
維
持
と農

業
経
営
の
安
定
を
図
り、
さら
に
は
国
土
の
保
全
及
び
農
村
地
域
の
安
定
性
を
向
上
させ
る
こと
を
目
的
とし
て
い
ま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

適
切
か
つ
速
や
か
な
災
害
復
旧
の
実
施
及
び
再
度
災
害
の
防
止

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
災
害
復
旧
事
業

8,
07

8（
7,

89
7）

百
万
円

地
震
・豪
雨
等
に
よ
り被

災
した
農
地
・農
業
用
施
設
等
の
復
旧
事
業
を

行
い
ま
す
。ま
た
、激

甚
災
害
等
に
お
い
て
復
旧
計
画
等
の
作
成
に
要
す
る

調
査
・設
計
等
の
費
用
を
支
援
しま
す
。

２
．
災
害
関
連
事
業

33
7（

41
7）

百
万
円

農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
と併

せ
て
、再

度
災
害
防
止
の
た
め
の
改
築

又
は
補
強
、及

び
農
村
生
活
環
境
施
設
の
復
旧
等
を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
等

50
/1

00
,

65
/1

00
等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
防
災
課
（

03
-6

74
4-

22
11
）

※
農
家
一
戸
当
た
りの
事
業
費
に
よ
り、
補
助
率
の
嵩
上
げ
制
度
あ
り。


復
旧
と併

せ
た
区
画
整
備
例

被
災
し
た
農
地
・農
業
用
施
設
の
早
期
復
旧

再
度
災
害
防
止
の
た
め
の
施
設
改
築
・補
強
等

１
．
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

２
．
農
業
施
設
災
害
関
連
事
業


畦
畔
の
復
旧
例


決
壊
した
た
め
池
の
復
旧
例


復
旧
と併

せ
た
た
め
池
改
修
（
緊
急
放
流
工
の
設
置
）
例


農
村
生
活
環
境
施
設
（
集
落
排
水
施
設
）
の
復
旧
例

復 旧 復 旧

整 備 復 旧

整 備


水
路
の
復
旧
例

復 旧

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

8,
41

5（
8,

31
4）

百
万
円
】
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農
地

・
農

業
水

利
施

設
を

活
用
し
た

流
域
の

防
災
・
減

災
の
推

進
（

「
流

域
治

水
」

の
取

組
）

○
都

市
・

市
街
地
の
近
傍
や
上
流
域
に
は

、
水

田
が

広
が
り
、

多
く

の
農

業
用
ダ
ム

・
た

め
池
・
排
水
施
設
等
が
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
農

地
・

農
業
水
利
施
設
の
多
面
的
機
能

を
活

か
し

て
、
あ
ら

ゆ
る

関
係

者
協
働
の

取
組
で
あ
る
「
流
域
治
水
」
を
推
進
す
る
。

農
業
用
ダ
ム

排
水
機
場

水
路
・
ク
リ
ー
ク

た
め
池

水
田
の
活
用
（
田
ん
ぼ
ダ
ム
）

【
施
設
の
整
備
等
】

○
水
田
整
備
､田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
組
促
進

○
田
ん
ぼ
ダ
ム
（
排
水
口
へ
の
堰
板
の
設
置
等
に
よ
る
流

出
抑
制
）
に
よ
っ
て
下
流
域
の
湛
水
被
害
リ
ス
ク
を
低
減
。

田
ん
ぼ
ダ
ム
堰

板
の
例

都
市
・
市
街
地

農
業
用
ダ
ム
の
活
用

○
大
雨
が
予
想
さ
れ
る

際
に
あ
ら
か
じ
め
水
位
を

下
げ
る
こ
と
等
に
よ
っ
て

洪
水
調
節
機
能
を
発
揮
。

○
降
雨
を
ダ
ム
に
貯
留

し
、
下
流
域
の
氾
濫
被
害

リ
ス
ク
を
低
減
。

【
施
設
の
整
備
等
】

○
施
設
改
修
､堆
砂
対
策
､施
設
管
理
者
へ
の
指
導
･助
言
等

排
水
施
設
等
の
活
用

○
農
業
用
の
用
排
水
路
や
排
水
機
場
・
樋
門
等
は
、
市

街
地
や
集
落
の
湛
水
も
防
止
・
軽
減
。

【
施
設
の
整
備
等
】

○
老
朽
施
設
改
修
､ポ
ン
プ
増
設
、
降
雨
前
の
排
水
操
作
等

堰
板

排
水
機
場
と
周

辺
の
市
街
地

事
前
に
水
位
低
下

大
雨
に

よ
る
流
入

一
時

的
に
田
ん
ぼ
に
貯
留

調
整
池

各
地
区
の
状
況
に
応
じ
て
、
放
流

水
を
地
区
内
の
調
整
池
等
に
貯
留

排
水
樋
門

た
め
池
の
活
用

【
施
設
の
整
備
等
】

○
堤
体
補
強
､洪
水
吐
改
修
､施
設
管
理
者
へ
の
指
導
･助
言
等

○
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
際
に

あ
ら
か
じ
め
水
位
を
下
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
洪
水
調
節
機

能
を
発
揮
。

○
農
業
用
水
の
貯
留
に
影
響

の
な
い
範
囲
で
、
洪
水
吐
に

ス
リ
ッ
ト
（
切
り
欠
き
）
を

設
け
て
貯
水
位
を
低
下
さ
せ
、

洪
水
調
節
容
量
を
確
保
。

ス
リ
ッ
ト
設

置
の

例

水
路

・
ク
リ
ー
ク

（
参
考

1）
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＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

近
年
の
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
水
害
の
激
甚
化
等
を
踏
ま
え
、政

府
は
既
存
ダム
を
活
用
した
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
に
取
り組

ん
で
お
り、
農
業
用
ダム
に
つ
い
て
も
、ソ
フト
・ハ
ー
ドの

両
面
か
ら各

ダム
の
取
組
を
支
援
し、
利
水
機
能
を
確
保
しつ
つ
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
を
図
りま
す
。

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

○
令
和
元
年

12
月
に
策
定
され

た
「既
存
ダム
の
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
に
向

け
た
基
本
方
針
」に
基
づ
き
、農

業
用
ダム
で
も
令
和
２
年
度
か
ら洪

水
調
節
機

能
強
化
の
取
組
を
開
始
して
い
ま
す
。

○
以
下
の
対
策
を
講
じる
こと
に
よ
り、
農
業
用
ダム
本
来
の
利
水
機
能
に
支
障
が

生
じる
リス
クを
軽
減
しつ
つ
、洪

水
調
節
機
能
強
化
の
取
組
を
推
進
しま
す
。

１
農
業
用
ダ
ム
の
施
設
整
備

ダム
の
堆
砂
対
策
に
よ
る
貯
水
容
量
の
確
保
や
地
区
内
の
施
設
更
新
に
合
わ

せ
た
洪
水
調
節
機
能
の
強
化
に
資
す
る
施
設
整
備
、貯

水
位
等
の
デ
ー
タを
河

川
管
理
者
へ
提
供
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

（
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
、水

利
施
設
整
備
事
業

等
）

２
農
業
用
ダ
ム
の
取
組
効
果
の
検
証
等

農
業
用
ダム
の
事
前
放
流
や
時
期
ご
との
貯
水
位
運
用
に
向
け
た
水
管
理
方

法
の
調
査
・検
討
、事

前
放
流
の
効
果
の
検
証
等
を
行
い
、必

要
な
運
用
の
見

直
し等

を
行
い
ま
す
。

（
国
営
造
成
施
設
総
合
水
利
調
整
管
理
事
業

[新
規

]、
水
利
施
設
整
備
事
業
等
）

３
農
業
用
ダ
ム
の
管
理
支
援

治
水
協
定
を
締
結
した
ダム
に
つ
い
て
、管

理
事
業
に
か
か
る
国
庫
補
助
率
の

見
直
し等

に
よ
り支

援
しま
す
。

（
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
、水

利
施
設
管
理
強
化
事
業

[新
規

]）

農
業
用
ダ
ム
に
お
け
る
洪
水
調
節
機
能
の
強
化

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
水
資
源
課
（

03
-3

59
2-

68
10
）

ソ
フト
・ハ
ー
ド両

面
か
ら支

援
し

洪
水
調
節
機
能
を
適
切
に
発
揮

農
業
用
ダ
ム
の
取
組
効
果
の
検
証
等

事
前
放
流
や
貯
水
位
運
用
に
よ
り、

ダ
ム
の
貯
水
位
を
低
下
させ
、洪

水
調
節
可
能
容
量
を
確
保

堤
体

農
業
用
ダ
ム
の
管
理
支
援

農
業
用
ダ
ム
の
施
設
整
備

取
水
設
備
の
整
備

貯
水
池
法
面
の
保
護

堆
砂
対
策

情
報
シ
ス
テ
ム
整
備

ダム
放
流
操
作

事
前
放
流

（
イメ
ー
ジ
）

取
組
効
果
を

検
証
し、
必
要

に
応
じて
運
用

を
見
直
し

河
川
堤
防
高

通
常

管
理

事
前

放
流

（
3日

前
か

ら
）

洪
水

発
生

ダ
ム
事
前
放

流
を
行

っ
た
場
合

時
間
経
過

通
常

管
理

ダ
ム
通
常
管

理
の
場

合

洪
水
に
よ
る
氾
濫
の
発
生

ダ ム 下 流 の 河 川 水 位

こ
の
水
量
を

事
前
放

流
し
、

河
川
水
位
の

上
昇
を

抑
え
る

取
組

効
果
の

イ
メ
ー

ジ
図

ピ ー ク カ ッ ト

（
参
考
２
）

管
理
事
業
に
か
か
る

国
庫
補
助
率
の
見

直
し等

に
よ
り支

援
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水
田
農
業
の
高
収
益
化
の
推
進

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

高
収
益
作
物
の
導
入
・定
着
を
図
る
た
め
、「
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、国

の
み
な
らず
地
方
公
共
団
体
等
の
関
係
部
局
が
連
携
し、
水
田
に
お
け
る
高
収
益

作
物
へ
の
転
換
、水
田
の
畑
地
化
・汎
用
化
の
た
め
の
基
盤
整
備
、栽
培
技
術
や
機
械
・施
設
の
導
入
、販
路
確
保
等
の
取
組
を
計
画
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
しま
す
。

＜
政
策
目
標
＞

水
田
に
お
け
る
高
収
益
作
物
の
産
地
を

50
0創

設
［
令
和
７
年
度
ま
で
］ ＜

事
業
の
全
体
像
＞

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

生
産
局
園
芸
作
物
課

（
03

-6
74

4-
21

13
）

飼
料
課

（
03

-3
50

2-
59

93
）

経
営
局
経
営
政
策
課

（
03

-6
74

4-
21

48
）

政
策
統
括
官
付
穀
物
課
※
（

03
-3

59
7-

01
91
）

農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
（

03
-6

74
4-

22
08
）

水
資
源
課

（
03

-3
60

2-
62

46
）

水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
計
画
（
都
道
府
県
）

〇
都
道
府
県
・産
地
段
階
の
推
進
体
制
・役
割

（
国
と同

様
の
プ
ロジ
ェク
トチ
ー
ム
の
構
築
）

〇
都
道
府
県
・産
地
ご
との
推
進
品
目
の
導
入
目
標
や

目
標
達
成
に
向
け
た
取
組

・栽
培
技
術
の
習
得
や
農
地
の
条
件
整
備
に
向
け
た
取
組

・活
用
予
定
の
国
の
支
援
策
や
実
施
地
区

・基
盤
整
備
事
業
等
を
活
用
して
い
る
場
合
は
、当

該
事

業
の
「事
業
計
画
」と
の
リン
ク

等

策
定 ・

提
出 承
認 ・

支
援

水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
プ
ロジ
ェク
ト（

国
）

支
援

生
産
基
盤
の
整
備

・「
推
進
計
画
」に
位
置
付
け
られ
た
地
区
に
お
け
る
高
収
益
作
物
の
導
入
・定
着
に
向
け
た
畑
地
化
・汎
用
化
等
を
支
援

①
「推
進
計
画
」に
位
置
付
け
られ
た
地
区
を
優
先
採
択
・優
先
配
分

【
６
：
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
（3

,3
33
億
円

の
内
数
）
、
７
：農

地
耕
作
条
件
改
善
事
業

（2
4
8億

円
）

等
】

②
一
定
割
合
以
上
の
高
収
益
作
物
の
導
入
を
行
う場

合
に
、農

業
者
の
費
用
負
担
を
軽
減

【
６
：
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業
（3

,3
3
3億

円
の
内
数
）
等

】

支
援
後
も
計
画
の

実
現
を
フォ
ロー
ア
ップ

※
プ
ロジ
ェク
トの
窓
口
を
担
当

計
画
策
定
に
向
け
た
支
援

・産
地
の
合
意
形
成
、品

目
の
選
定
や
出
荷
先
の
確
保
等
の
「推
進
計
画
」

の
策
定
・改
定
に
資
す
る
取
組
を
支
援

１
：時

代
を
拓
く
園
芸
産
地
づ
く
り
支
援
事
業
の
う
ち
水
田
農
業
高
収
益
作
物
導
入
推
進
事
業
（1

0億
円

の
内
数
）

２
：
畜

産
生

産
力
・生

産
体
制
強
化
対
策
事
業
の
う
ち
国
産
濃
厚
飼
料
生
産
利
用
推

進
（
９
億
円

の
内
数
）

経
営
転
換
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィブ
付
与

・「
推
進
計
画
」に
位
置
付
け
られ
た
産
地
に
お
け
る
高
収
益
作
物
※
１
の
導
入
・定
着
を
図
る
取
組
等
を
支
援

①
高
収
益
作
物
定
着
促
進
支
援
（

2.
0（

3.
0※

２
）
万
円

/1
0a

×５
年
間
）
：
新
たな
導
入
面
積
に応
じて
支
援

②
高
収
益
作
物
畑
地
化
支
援
（

17
.5
万
円
※
３
/1

0a
・１
回
限
り）
：
高
収
益
作
物
によ
る畑
地
化
の取

組
を支
援

③
子
実
用
とう
も
ろ
こし
支
援
（

1.
0万

円
/1

0a
）
：
作
付
面
積
に
応
じて
支
援

【
５
：
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
う
ち
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
助
成
（
3,

05
0億

円
の
内
数
）
】

（
②
とセ
ット
）

※
１
高
収
益
作
物
：
園
芸
作
物
等

技
術
・機
械
等
の
導
入
支
援

・「
推
進
計
画
」に
位
置
付
け
られ
た
産
地
に
お
け
る園

芸
作
物
及
び
子
実
用
とう
もろ
こし
の
本
格
導
入
を優

先
採
択
で
支
援

①
栽
培
技
術
の
実
証
、作

柄
安
定
技
術
の
導
入
、機

械
等
の
リー
ス
導
入
等
を
支
援

１
：
時
代
を
拓
く
園
芸
産
地
づ
く
り
支
援
事
業
（
1
0
億
円

の
内
数
）

２
：
畜
産
生
産
力
・生

産
体
制
強
化
対
策
事
業
の
う
ち
国
産
濃

厚
飼
料
生
産
利
用
推
進
（９

億
円

の
内
数
）

②
産
地
・担
い
手
の
発
展
の
状
況
に
応
じた
農
業
用
機
械
・施
設
の
導
入
を
支
援

【
３
：
強
い
農
業
・担

い
手
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金
の
う
ち
産
地
基
幹
施
設
等
支
援
タ
イ
プ
、
地
域
担
い
手
育
成
支
援
タ
イ
プ
（優

先
枠

：1
6
2億

円
の
内
数
）
】

・水
田
へ
の
果
樹
の
新
植
や
、省

力
樹
形
・作
業
機
械
等
を
面
的
に
導
入
し、
労
働
生
産
性
を
抜
本
的
に
高
め
た

モ
デ
ル
産
地
の
形
成
等
を
優
先
採
択
で
支
援

【
４
：
果
樹
農
業
生
産
力
増
強
総
合
対
策
（5

1
億
円

の
内
数
）
等
】

（
１
・３
・４
の
事
業
）

（
２
の
事
業
）

（
３
の
事
業
）

（
５
の
事
業
）

（
６
・７
の
事
業
）

（
６
の
事
業
）

※
２
加
工
・業
務
用
野
菜
等
の場

合
※
３

R５
年
度
まで
の時

限
措
置

（
参
考
３
）
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
麦
・大
豆
等
水
田
農
業
の
生
産
体
制
強
化

水
田
麦
・大
豆
産
地
生
産
性
向
上
事
業

10
0（

ー
）
百
万
円

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

4,
68

2百
万
円
）

団
地
化
の
推
進
と営

農
技
術
の
新
規
導
入
に
よ
り、
生
産
性
の
向
上
を
図
る
先
進
的
な
麦
・

大
豆
産
地
の
取
組
に
対
し、
ソ
フト
・ハ
ー
ド両

面
か
ら支

援
しま
す
。

２
．
需
要
に
応
え
る
供
給
の
実
現
と国

産
使
用
拡
大

①
麦
・大
豆
保
管
施
設
整
備
事
業

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

1,
00

0百
万
円
）

国
産
麦
・大
豆
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、保

管
施
設
の
整
備
を支

援
しま
す
。

②
麦
類
供
給
円
滑
化
推
進
事
業

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

26
5百

万
円
）

国
産
麦
の
供
給
を
円
滑
化
す
る
た
め
の
一
時
保
管
、安

定
供
給
体
制
の
構
築
を
支
援
しま
す
。

③
麦
類
利
用
拡
大
推
進
事
業

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

53
百
万
円
）

国
産
麦
の
利
用
拡
大
に
向
け
、商

品
開
発
、マ
ッチ
ン
グ
等
を
支
援
しま
す
。

（
関
連
事
業
）

・
戦
略
作
物
生
産
拡
大
支
援
事
業

97
（

10
0）

百
万
円
の
内
数

・
強
い
農
業
・担
い
手
づ
くり
総
合
支
援
交
付
金

16
,2

14
（

20
,0

20
）
百
万
円
の
内
数

・
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

24
,7

90
（

24
,9

90
）
百
万
円
の
内
数

・
ス
マ
ー
ト
農
業
総
合
推
進
対
策
事
業
の
うち
次
世
代
に
つ
な
ぐ営

農
体
系
確
立
支
援

1,
35

9（
1,

50
0）

百
万
円
の
内
数

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

麦
・大
豆
の
需
要
を
捉
え
た
生
産
拡
大
に
よ
り国

産
シ
ェア
を
拡
大
す
る
た
め
、作
付
の
団
地
化
等
の
推
進
と営
農
技
術
の
導
入
等
に
よ
る
産
地
の
生
産
体
制
の
強
化
・生
産
の
効

率
化
を
推
進
しま
す
。あ
わ
せ
て
、作
柄
変
動
の
大
き
い
国
産
の
供
給
力
を
安
定
させ
る
た
め
、民
間
保
管
施
設
の
整
備
や
一
時
保
管
に
よ
り安

定
供
給
体
制
を
確
立
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞
［
平
成

30
年
度
→
令
和

12
年
度
ま
で
］

○
小
麦
生
産
量
の
増
加
（

76
万
トン
→

10
8万

トン
）

○
大
麦
・は
だ
か
麦
生
産
量
の
増
加
（

17
万
トン
→

23
万
トン
）

○
大
豆
生
産
量
の
増
加
（

21
万
トン
→

34
万
トン
）

麦
・大
豆
収
益
性
・生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェク
ト

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

10
0（

ー
）
百
万
円
】

（
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

6,
00

0百
万
円
）

１
．
麦
・大
豆
等
水
田
農
業
の
生
産
体
制
強
化

団
地
化
の
推
進

団
地
化
推
進
等
に
向
け
た
話
合

い
等
の
必
要
経
費
を
支
援

（
定
額
）

営
農
技
術
の
導
入
や
畑

地
化
に
向
け
た
栽
培
実

証
を
支
援
（
定
額
）

生
産
性
向
上
に
必
要
な

施
設
・機

械
導
入
等
を

支
援
（

1/
2以

内
）

営
農
技
術
の
導
入

・畑
地
化
実
証
支
援

２
．
需
要
に
応
え
る
供
給
の
実
現
と国

産
使
用
拡
大

麦
・大
豆
の
安
定
供
給

保
管
施
設
の
整
備
に
向
け
た
支
援

（
1/

2以
内
）

国
産
麦
の
商
品
開
発
等
を
支
援

（
定
額
、1

/2
以
内
）施
設
整
備
・機
械
導
入

麦
の
利
用
拡
大

大
麦
粉

国

都
道
府
県

生
産
者
団
体
等

定
額
、1

/2
以
内

＜
事
業
の
流
れ
＞

交
付
、1

/2
以
内

1/
2以

内

民
間
団
体
等

（
１
の
事
業
）

（
２
①
②
の
事
業
）

民
間
団
体
等

定
額
、1

/2
以
内

補
助

（
２
③
の
事
業
）
［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
（
１
、２
①
の事

業
）
政
策
統
括
官
付
穀
物
課

（
03

-6
74

4-
21

08
）

（
２
②
、③
の事

業
）

貿
易
業
務
課
（

03
-6

74
4-

05
85
）

（
参
考
４
）
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20
30
年
輸
出
５
兆
円
目
標
の
実
現
に
向
け
た
「農
林
水
産
物
・食
品
の
輸
出
拡
大
実
行
戦
略
」の
実
施

【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

39
,5

95
百
万
円
、輸

出
関
連
事
業

30
,7

20
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

５
兆
円
目
標
の
達
成
に
向
け
、官
民
一
体
とな
った
海
外
で
の
販
売
力
の
強
化
、マ
ー
ケ
ット
イ
ン
の
発
想
で
輸
出
に
チ
ャレ
ン
ジ
す
る
農
林
漁
業
者
の
後
押
し
、省
庁
の
垣
根
を

超
え
た
政
府
一
体
とな
った
輸
出
の
障
害
の
克
服
等
を
支
援
しま
す
。

＜
政
策
目
標
＞

農
林
水
産
物
・食
品
の
輸
出
額
の
拡
大
（
２
兆
円
［

20
25
年
ま
で
］
、５

兆
円
［

20
30
年
ま
で
］
）

＜
事
業
の
全
体
像
＞

（
1）

官
民
一
体
とな
った
海
外
で
の
販
売
力
の
強
化

・Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
に
よ
る
ビジ
ネ
ス
マ
ッチ
ン
グ
、Ｊ

Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
に
よ
る
重
点
的
・戦
略
的
プ

ロモ
ー
シ
ョン
、品

目
団
体
等
に
よ
る

PR
・販
売
促
進
活
動
、輸

出
を
牽
引
す
る
現
地
の

小
売
・飲
食
店
や
流
通
事
業
者
等
を
通
じた
家
庭
向
け
日
本
産
食
材
の
販
路
拡
大
等

を
支
援

・コ
メ・
コメ
加
工
品
の
海
外
需
要
の
開
拓
等
を
支
援

・日
本
食
・食
文
化
の
情
報
発
信
及
び
食
体
験
の
効
果
的
プ
ロモ
ー
シ
ョン
を
実
施

（
2）

我
が
国
食
産
業
の
海
外
展
開
の
後
押
し

・機
材
の
導
入
・P

R活
動
等
を
含
む
海
外
展
開
の
取
組
の
実
証
を
支
援

１
品
目
別
輸
出
目
標
の
達
成
に
向
け
た
官
民
一
体
とな
った

海
外
で
の
販
売
力
の
強
化

【3
9億

円
】

（
1）

グ
ロ
ー
バ
ル
産
地
づ
くり
緊
急
対
策

・Ｇ
Ｆ
Ｐ
を
通
じた
産
地
間
連
携
の
促
進
、輸

出
診
断
、新

技
術
導
入
等
を
支
援

・地
域
の
加
工
食
品
の
国
際
競
争
力
強
化
、国

際
的
な
規
格
認
証
の
取
得
等
を
支
援

（
2）

一
貫
し
た
コ
ー
ル
ド
チ
ェー
ン
に
よ
る
輸
出
物
流
の
構
築

・集
出
荷
の
拠
点
とな
る
保
冷
施
設
の
整
備
、保

冷
コン
テ
ナ
の
導
入
、保

冷
輸
送
の
実
証
等
を
支
援

・戦
略
を
受
け
て
産
地
間
が
連
携
した
主
要
地
方
港
湾
等
の
具
体
的
な
利
活
用
の
方
策
を
調
査
・検
討

（
3）

畜
産
物
輸
出
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
推
進
対
策

・輸
出
先
国
の
規
制
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
して
畜
産
物
の
販
売
力
を
強
化
す
る
た
め
、生

産
者
、輸

出
事
業

者
、食

肉
処
理
事
業
者
等
に
よ
る
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
産
地
で
形
成
し、
輸
入
国
の
求
め
に
応
え
る
た
め

の
取
組
を
支
援

２
マ
ー
ケ
ット
イ
ン
の
発
想
で
輸
出
に
チ
ャレ
ン
ジ
す
る

農
林
漁
業
者
の
後
押
し
【4

2億
円
】

（
1）

輸
出
先
国
の
規
制
緩
和
・撤
廃
等
に

向
け
た
取
組
の
推
進

・国
際
的
認
証
取
得
・更
新
、製

品
仕
様
の

変
更
に
伴
う経

費
の
支
援
、輸

出
先
国
の

市
場
情
報
等
の
調
査

・輸
出
施
設
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
等
認
定
、イ
ン

ポ
ー
ト
ト
レ
ラン
ス
申
請
、畜

産
物
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
検
査
、コ
メ・
コメ
加
工
品
の
輸
出
に
必

要
な
規
制
対
応

（
2）

輸
出
先
国
の
規
制
や
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
加
工
施
設
等
の
整
備

・加
工
食
品
等
の
輸
出
拡
大
に
必
要
な
製

造
・加
工
、流

通
等
の
施
設
の
新
設
及
び

改
修
、機

器
の
整
備
支
援

・農
畜
産
物
の
輸
出
拡
大
に
必
要
な
集
出

荷
貯
蔵
施
設
、コ
ー
ル
ド
チ
ェー
ン
対
応
型

の
卸
売
市
場
等
の
整
備
を
支
援

・大
規
模
な
水
産
物
流
通
・生
産
の
拠
点
で

の
共
同
利
用
施
設
・養
殖
場
等
の
一
体
的

整
備
、生

産
か
ら
販
売
ま
で
の
関
係
者
が

連
携
し
て
輸
出
先
国
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
モ

デ
ル
的
な
商
流
・物
流
の
構
築
を
支
援

（
3）

日
本
の
強
み
を
守
る
た
め
の
知
的
財

産
対
策
の
強
化

・輸
出
拡
大
に
資
す
る
地
理
的
表
示
申
請

等
へ
の
支
援

・海
外
で
の
品
種
登
録
の
支
援
や
品
種
登

録
審
査
に
必
要
な
栽
培
試
験
等
を
行
う種

苗
管
理
施
設
の
整
備
を
支
援

（
4）

そ
の
他

・ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
に
よ
る
輸
出
重
点
品

目
の
生
産
拡
大
や
シ
ェア
リン
グ
等
の
導

入
・実
証
を
支
援

３
省
庁
の
垣
根
を
超
え
た
政
府
一
体
とな
った
輸
出
の
障
害
の
克
服
等

【2
48
億
円
】

等

等
等

・農
業
農
村
整
備
事
業

・合
板
・製
材
・集
成
材
国
際
競
争
力
強
化
・輸
出
促

進
対
策

・畜
産
・酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事
業

・産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ップ
事
業

４
輸
出
枠
等
を
設
定
し
て
い
る
事
業

【6
6億

円
】

・担
い
手
経
営
発
展
支
援
金
融
対
策
事
業 【

17
億
円
】

・新
市
場
開
拓
に
向
け
た
水
田
リノ
ベ
ー
シ
ョン
事
業

【2
90
億
円
】

輸
出
関
連
事
業

（
参
考
５
）
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農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

24
,7

90
（

24
,9

90
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
地
中
間
管
理
事
業
の
重
点
実
施
区
域
等
に
お
い
て
、地

域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じた
き
め
細
か
な
耕
作
条
件
の
改
善
を
機
動
的
に
実
施
し、
農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
の
推
進
、高
収
益
作
物
へ
の
転
換
、麦
・大
豆
の
増
産
、営
農
定
着
に
必
要
な
取
組
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
が
全
農
地
面
積
の
８
割
とな
る
よ
う農

地
集
積
を
推
進
［
令
和
５
年
度
ま
で
］

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
地
域
内
農
地
集
積
型

畦
畔
除
去
に
よ
る
区
画
拡
大
や
暗
渠
排
水
等
の

き
め
細
か
な
耕
作
条
件
の
改
善
を
機
動
的
に
支
援
しま
す
。

２
．
高
収
益
作
物
転
換
型

基
盤
整
備
を
機
動
的
に
進
め
る
とと
も
に
、輪

作
体
系
の
検
討
や

実
証
展
示
ほ
場
の
運
営
、高
収
益
作
物
へ
の
転
換
に
向
け
た

計
画
策
定
か
ら
営
農
定
着
に
必
要
な
取
組
を
ハ
ー
ド
とソ
フト

を
組
み
合
わ
せ
て
支
援
しま
す
。

３
．
未
来
型
産
地
形
成
推
進
条
件
整
備
型

水
田
転
換
や
既
存
産
地
の
改
良
とと
も
に
、省
力
技
術
・作
業
機
械
等
を
面
的
に
導
入
し、
労
働
生
産
性
を
抜
本
的
に
高
め
た

モ
デ
ル
産
地
を
形
成
す
る
取
組
を
支
援
しま
す
。ま
た
、果
樹
に
つ
い
て
は
、早
期
成
園
化
等
の
取
組
を
併
せ
て
支
援
しま
す
。

４
．
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
推
進
型

基
盤
整
備
と一

体
的
に
行
うG

N
SS
基
地
局
の
設
置
等
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
に
つ
い
て
支
援
しま
す
。

※
１
と２

の
型
で
は
、リ
タイ
ア
農
家
が
所
有
す
る
農
地
等
を
機
構
を
介
して
担
い
手
に
円
滑
に
集
約
で
き
る
よ
う、
機
構
集
積
協
力
金
交

付
事
業
の
農
地
整
備
・集
約
協
力
金
に
よ
り、
農
業
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
こと
が
可
能
で
す
（
整
備
費
の
最
大

12
.5
％
）
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
全
国
団
体

1/
2、
定
額
等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
（

03
-6

74
4-

22
08
）

生
産
局
園
芸
作
物
課

（
03

-3
50

2-
59

57
）

検
討
会

技
術
研
修
会

畦
畔
除
去

土
層
改
良

暗
渠
排
水

き
め
細
か
な
耕
作
条
件
改
善
の
支
援

高
収
益
作
物
へ
の
転
換
に
向
け
た
取
組
支
援

ス
マ
ー
ト農

業
導
入
の
支
援

労
働
生
産
性
を
抜
本
的
に
高
め
た
モ
デ
ル
産
地
形
成

GN
SS
基
地
局
設
置

自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
導
入

省
力
樹
形
導
入
（
りん
ご

の
超
高
密
植
栽
培
）

作
業
機
械
導
入

（
ス
ピー
ドス
プ
レ
ー
ヤ
ー
）

①
事
業
対
象
地
域
：
農
振
農
用
地
の
うち
農
地
中
間
管
理
事
業
の
重
点
実
施
区
域
等
（
１
～
４
の
事
業
）

※
２
～
４
の
事
業
は
これ
に
加
え
、実

質
化
され
た
人
・農
地
プ
ラン
の
対
象
区
域
等
も
対
象
とす
る
。

②
総
事
業
費

20
0万

円
以
上
、③

農
業
者
数
２
者
以
上
、④

ス
マ
ー
ト農

業
導
入
推
進
計
画
を
策
定
（
４
の
事
業
）
等

【実
施
要
件
】

都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村

等
農
業
者
の
組
織

す
る
団
体

等

1/
2、
定
額
等

定
額

1/
2、
定
額

1/
2、
定
額

園
芸
作
物
・畑
作
物
を
作
付
す
る
農
地
の
排
水
改

良
・除
礫
等
の
た
め
の
共
同
利
用
機
器
導
入
を
支
援

［
麦
大
豆
増
産
プ
ロジ
ェク
ト関

連
］

疎
水
材
投
入
機
器

弾
丸
暗
渠
機
器

除
礫
機
器

（
３
の
事
業
）

（
１
、２

及
び
４
の
事
業
）

※
下
線
部
は
、拡

充
内
容
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①
地

域
内

農
地

集
積
型

最
大
５
年
（
ハ
ー
ド
は
最

大
３
年
）

き
め

細
か

な
整

備
と

と
も

に
、

農
地

中
間

管
理

機
構

に
よ

る
地

域
内

へ
の

担
い

手
へ

の
農

地
集

積
を

推
進

し
ま

す
。

○
我
が
国
農
業
の
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、農

地
の
大
区
画
化
・汎
用
化
等
の
基
盤
整
備
を
行
い
、農

地
中
間
管
理
機
構
等
に
よ
る
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
を
推
進
す
る
とと
も
に
、営

農
定
着
に
必
要
な
取
組
を
支
援
す
る
こと
が
重
要
。

○
この
た
め
、多

様
な
ニ
ー
ズ
に
沿
った
き
め
細
か
な
耕
作
条
件
の
改
善
や
、高

収
益
作
物
へ
の
転
換
、モ
デ
ル
的
な
産
地
形
成
、ス
マ
ー
ト農

業
の
導
入
促

進
に
向
け
、ハ
ー
ドと
ソ
フト
の
両
面
か
ら機

動
的
支
援
。

農
地

耕
作

条
件

改
善

事
業

（
１

／
３

）

(ハ
ー
ド)
農
業
用
用
排
水
施
設
、暗

渠
排
水
、土

層
改
良
、区

画
整
理
、

農
作
業
道
、農

地
造
成
、農

用
地
の
保
全
、営

農
環
境
整
備

(ソ
フト

)IC
Tに
よ
る
水
管
理
や
防
草
対
策
等
の
維
持
管
理
の
省
力

化
支
援
、条

件
改
善
促
進
支
援

等

定
額
助
成

定
率
助
成
（
※
２
）

(ハ
ー
ド)
区
画
拡
大
、暗

渠
排
水
、湧

水
処
理
、客

土
、除

礫
、末

端
畑
地
か
ん
が
い
施
設
、用

排
水
路
や
農
道
の
更
新
整
備
（

※
１
）

(ソ
フト

)１
地
区
当
た
り上

限
3
0
0
万
円
（
年
基
準
額
）
の
条
件
改
善

促
進
支
援

等
畦
畔
除
去

暗
渠
排
水

土
層
改
良

き
め
細
か
な
ハ
ー
ド整

備

(※
１

)
定
額
助
成
単
価
は
現
場
条
件
等
に
応
じた
標
準
的
な
工
事
費
の
１
／
２
相
当

区
画
拡
大
（

6
.5
万
円

/1
0
a等
）
、暗

渠
排
水
（

10
.0
万
円

/
10

a等
）
な
ど

①
共
通

●
対
象
区
域
：
農
地
中
間
管
理
事
業
の
重
点
実

施
区
域
等
（
農
地
中
間
管
理
機
構
との
連
携
概

要
を
策
定
）

●
事
業
費

2
0
0
万
円
以
上
●
農
業
者
２
戸
以
上

●
事
業
主
体
：
農
地
中
間
管
理
機
構

,都
道
府

県
,市
町
村

,改
良
区

,農
業
協
同
組
合

,農
業
法
人

等

②
高
収
益
作
物
転
換
型

④
ｽ
ﾏ
ｰ
ﾄ農

業
導
入
推
進
型

③

●
実
質
化
され
た
人
・農
地
プ
ラン

策
定
地
域
も
対
象
区
域
とで
き
る

●
農
地
耕
作
条
件
改
善
の
ハ
ー
ド

事
業
を
実
施

●
作
付
面
積
の
うち

1
/
4
以
上
を
新

た
に
高
収
益
作
物
に
転
換

等

●
実
質
化
され
た
人
・農
地
プ
ラン

策
定
地
域
も
対
象
区
域
とで
き
る

●
ス
マ
ー
ト農

業
に
適
した
基
盤

整
備
事
業
が
実
施
され
て
い
る
こと

●
ス
マ
ー
ト農

業
導
入
推
進
計
画

を
提
出

等

●
実
質
化
され
た
人
・農
地
プ
ラン

策
定
地
域
も
対
象
区
域
とで
き
る

●
未
来
型
産
地
形
成
推
進
条
件

整
備
計
画
を
提
出

●
面
積
要
件
は
、果

樹
は
２

ha
以

上
、野

菜
は
露
地
５

ha
以
上
、施

設
１

h
a以
上

等

採
択
要
件

（
地
域
内
農
地
集
積
型
）

未
来
型
産
地

形
成

推
進

条
件

整
備

型

水
路
の
更
新

(※
２

)
定
率
助
成
の
補
助
率
は
、平

地
50
％
、中

山
間
地
域

55
％

な
ど

排
水
対
策
等
の
強
化
（
拡
充
）

園
芸
作
物
・畑
作
物
を
作
付
す
る

農
地
の
排
水
改
良
・除
礫
等
の
た

め
の
共
同
利
用
機
器
導
入
を
支
援

（
定
率
助
成
）

額
縁
明
渠

弾
丸

暗
渠

疎
水

材
投
入

機
器

弾
丸

暗
渠
機
器

除
礫
機
器

※
麦
・大
豆
増
産
プ
ロジ
ェク
ト関

連
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農
地

耕
作

条
件

改
善

事
業

（
２

／
３

）
②
高

収
益

作
物

転
換

型
最
大
５
年

(
ハ
ー
ド
最

大
３
年

)
地

域
内

農
地

集
積

型
の

支
援

内
容

、
高

収
益

作
物

転
換

の
た

め
の

計
画

策
定

か
ら

営
農

定
着

ま
で

必
要

な
取

組
を

支
援

し
ま

す
。

(
定
額
助
成

)
高
収
益
作
物
作
付
の
た
め
の
先
進
的
な
技
術
導
入
に
向

け
た
専
門
家
に
よ
る
事
業
実
施
主
体
へ
の
高
度
な
技
術
指
導

※
３

高
収
益
作
物
転
換
プ
ラン
作
成
支
援
（
最
大
２
年
）

高
度
な
技
術
指
導

(最
大
３
年

)※
４

(
定
額
助
成

)
プ
ラン
作
成
に
係
る
調
査
・調
整
、農

産
物
の
需
給
動
向

把
握
、輪

作
体
系
の
検
討
、販

売
先
の
調
査
等

※
３

高
収
益
作
物
導
入
支
援
（
最
大
５
年
）

(
定
額
助

成
)
技
術
習
得
方
法
検
討
と実

践
、技

術
者
育
成
、試

験
販
売
等
の
経
営
展
開
支
援
、現

場
で
の
研
修
会
等

※
３

(
定
率
助

成
)
実
証
展
示
ほ
場
の
設
置
・運
営
、導

入
１
年
目
の
種
子
・肥
料
等
へ
の
支
援
、農

業
機
械
の
リー
ス
等

(※
４
）
施
設
園
芸
に
お
け
る
地
中
熱
ヒー
トポ
ン
プ
（
浅
層
採
熱
方
式
）
の
導
入
な
ど、
先
進
技
術
の
導
入
の
た
め
の
専
門
家
に
よ
る
技
術
指
導
に
係
る
経
費
を
支
援

検
討
会

高
収
益
作
物
導
入

④
ス
マ
ー
ト
農

業
導

入
推
進
型

ス
マ

ー
ト

農
業

に
適

し
た

基
盤

が
整

備
さ

れ
た

地
区

に
、

G
N

S
S
基

地
局

等
先

進
的

な
省

力
化

技
術

を
導

入
し

ま
す

。

ス
マ
ー
ト農

業
導
入
推
進
支
援

（
定
率
助
成
）

G
N

S
S
基
地
局
の
設
置
と、
これ
と併

せ
て
導
入
す
る
トラ
クタ
へ
の
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
等

③
未

来
型

産
地

形
成
推
進
条
件
整
備
型

省
力

技
術

・
作

業
機

械
等

を
面

的
に

導
入

し
、

労
働

生
産

性
を

抜
本

的
に

高
め

た
モ

デ
ル

産
地

を
形

成
す

る
取

組
を

支
援

し
ま

す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
推
進
計
画


対
象
地
区
に
お
け
る
基
盤
整
備
の
状
況
（
大
区
画
ほ
場
、圃

場
内
耕
作
道
、用

排
水
路
パ
イプ
ライ
ン
化
、タ
ー
ン
農
道

等
）


導
入
す
る
ス
マ
ー
ト農

業
の
内
容
と、
経
済
性
の
検
討

●
地
域
の
収
益
力
向
上
に
向
け
た
取
組
方
針

※
６

等
を
記
載

(※
６

)地
域
内
で
の
高
収
益
作
物
へ
の
取
組
方
針
等
を
記
載

新
産
地
育
成
型

既
存
産
地
改
良
型

園
芸
作
物
導
入
型

技
術
研
修
会

GN
SS
基
地
局
設
置

自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
導
入

省
力
樹
形
導
入
（
りん
ご

の
超
高
密
植
栽
培
）

作
業
機
械
導
入

（
ス
ピー
ドス
プ
レ
ー
ヤ
ー
）

未
来
型
産
地
形
成

ｽﾏ
ｰﾄ
農
業
導
入

(定
率
助
成

)
小
規
模
園
地
整
備
（
盛
土
等
）

機
械
・施
設
の
リー
ス
導
入
等

(定
額
助
成

)
●

新
植
（
例
：
りん
ご
の
超
高
密
植
栽
培

71
万
円

/1
0a
）

●
新
植
に
伴
う幼

木
の
管
理
（
果
樹

22
万
円

/1
0a
）

●
早
期
成
園
化
、経

営
の
継
続
・発
展
に
係
る
取
組

大
苗
の
育
成
：

20
万
円

/1
0a

省
力
技
術
研
修
：
３
万
円

/1
0a

果
樹
・茶

(定
率
助
成

)
小
規
模
園
地
整
備
（
園
内
道
整
備
等
）

機
械
・施
設
の
リー
ス
導
入
等

(定
額
助
成

)
●

改
植
（
例
：
か
ん
き
つ
の
根
域
制
限
栽
培

11
1万

円
/1

0a
）

●
改
植
に
伴
う幼

木
の
管
理
（
果
樹

22
万
円

/1
0a
）

●
早
期
成
園
化
、経

営
の
継
続
・発
展
に
係
る
取
組

大
苗
の
育
成
：

20
万
円

/1
0a

代
替
農
地
で
の
営
農
：

28
万
円

/1
0a

省
力
技
術
研
修
：
３
万
円

/1
0a

最
大

23
万
円

/1
0a

※
５

最
大

51
万
円

/1
0a

野
菜
・花
き

(
定
額
助
成

)
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
した
品
種
の
導
入
試
験
、

GA
P・
トレ
ー
サ
ビリ
テ
ィ手
法
の
導
入

等
(
定
率
助
成

)
農
業
用
ハ
ウ
ス
等
施
設
・農
業
機
械
の
リー
ス
導
入

園
芸
作
物
導
入
型
の
要
件

・実
需
者
と協

議
会
を
構
成
し、
協
議
会
内
実
需
者
に
産
地
規
模
の

30
%

以
上
で
契
約
取
引
を
行
うこ
と

（
※
５

)水
田
の
場
合
、水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
助
成

と合
わ
せ
て
最
大

40
.5
万
円

/1
0a
を
支
援
。

(※
３
）
１
地
区
あ
た
り合

計
で
上
限

3
0
0
～

5
0
0
万
円
（
年
基
準
額
）
を
支
援
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農
地

耕
作

条
件

改
善

事
業

（
３

／
３

）
（

農
地

整
備

・
集

約
協

力
金

）

○
基
盤
整
備
が
進
ん
だ
地
域
に
取
り残

され
た
未
整
備
農
地
は
、周

囲
と比

較
し条

件
が
悪
い
こと
か
ら担

い
手
が
引
き
受
け
られ
ず
、結

果
とし
て
荒
廃
農

地
とな
って
害
虫
や
鳥
獣
被
害
の
発
生
源
とな
る
等
周
辺
の
担
い
手
の
経
営
環
境
に
も
負
の
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
高
い
が
、周

辺
の
担
い
手
に
集
約
し

や
す
い
立
地
条
件
に
あ
り、
基
盤
整
備
に
よ
って
担
い
手
へ
集
約
す
る
こと
で
、地

域
全
体
とし
て
、農

業
生
産
性
が
一
層
向
上
す
る
こと
が
期
待
され
る
。

○
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
の
農
業
者
の
費
用
負
担
に
対
し、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・集
約
率
に
応
じて
協
力
金
を
交
付
す
る
こと
に
よ
り、
この
よ
うな

未
整
備
農
地
の
整
備
と担

い
手
へ
の
集
積
・集
約
化
を
一
層
推
進
す
る
。

農
地
整
備
・集
約
協
力
金

(
交
付
金
額

)
農
業
者
の
事
業
費
負
担
の
軽
減
を

目
的
とし
て
、目

標
年
度
に
お
け
る
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
率
に
応
じて
交
付

目
標
年
度
に

お
け
る

担
い
手
の
農
地

集
約

率

１
０
０

％
１

２
．

５
％

９
０
％

以
上

８
．

５
％

８
０
％
以
上

５
．

０
％

交
付

率
（

整
備

費
に

対
す
る

割
合
）

本
協
力
金
を
活
用
す
る
地
区
の
特
例
ガ
イド
ライ
ン
を
適
用

過
去
に
整
備
済
み
の
ほ

場

取
り
残
さ
れ
た

未
整
備

ほ
場

協
力
金
交
付

農
家
負
担
ゼ
ロ
の
基
盤

整
備

実
施

主
体

：
都

道
府

県
、
市
町
村
、
土
地
改
良
区
、

農
業
協

同
組
合

等

対
象

：
地

域
内

農
地
集
積
型
及
び
高
収
益
作
物

転
換
型

要
件

：
・

農
業

者
３
者
以
上
、
面
積
1
0
h
a
未
満
（

中
山

間
地
域

5
h
a
未
満
）

・
過

去
に

国
費
が

投
入
さ
れ
た
基
盤
整
備
事
業
の
完
了
地

区
に

内
在

又
は
隣

接
す
る
未

整
備

農
地

で
あ
る

こ
と

・
全

て
の

事
業
対

象
農
地
に
つ
い
て
、
①
農
地
中
間
管
理

権
を

1
5年

以
上
設

定
、

②
人

・
農
地

プ
ラ
ン

を
実
質
化
、
③
目
標
年
度
ま
で
に
担
い
手
に
集
積
・
集
約
、
す
る
こ
と

・
事

業
対

象
農
地

を
借
り
受
け
る
担
い
手
は
、
借
り
受
け

る
面

積
以

上
の
経

営
面
積
を

有
し

て
い

る
こ
と

（
た
だ
し
新
規
就
農
者
に
あ
っ
て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
）

・
事

業
申

請
日
か

ら
５
年
以
上
、
農
地
賃
借
料
を
無
償
又

は
物

納
と

す
る
こ

と

・
本

協
力

金
と
経

営
転
換
協
力
金
は
重
複
し
て
交
付
し
な

い
こ

と

高
収
益
作
物
転
換
型

地
域
内
農
地
集
積
型

定
率
助
成
の
ハ
ー
ド整

備

対
象

事
業

定
率
助
成
の
ハ
ー
ド整

備

概
要

国
都

道
府

県
市

町
村

地
元

5
0%
 
27
.
5%
 
10

% 
12
.
5%

国
都

道
府

県
市
町
村

地
元

市
町

村
営

改
良
区
営

市
町
村
営

特
例

本
協

力
金

通
常

改
良
区
営

都
道
府
県
営
5
0%
 
27
.
5%
 
10
%
 1
2
.5
%

5
0%

14
%

21
%

1
5%

5
0%

14
%

13
%

2
3%

都
道

府
県
営

5
0%
 
15

% 
22
.
5%
 
12
.
5%

通
常
の
ガ
イド
ライ
ン

本
協
力
金
を
活
用
す
る
場
合
の
ガ
イド
ライ
ン
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農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・防
災
減
災
事
業

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

25
,8

13
（

25
,8

13
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
後
押
しす
る
た
め
、農
業
水
利
施
設
の
機
能
の
安
定
的
な
発
揮
に
必
要
な
機
動
的
か
つ
効
率
的
な
長
寿
命
化
対
策
及
び
防
災
減
災
対
策
を
、早

期
に
効
果
が
発
現
す
る
地
区
を
対
象
に
き
め
細
か
く実
施
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
機
能
保
全
計
画
に
基
づ
く適
時
適
切
な
更
新
等
を
通
じ、
安
定
的
な
用
水
供
給
と良

好
な
排
水
条
件
を
確
保

○
農
地
及
び
周
辺
地
域
の
湛
水
被
害
等
の
防
止

＜
事
業
の
流
れ
＞ 国

都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
等

1/
2、
定
額
等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
水
資
源
課

（
03

-3
50

2-
62

46
）

防
災
課

（
03

-6
74

4-
22

10
）

設
計
課

（
03

-6
74

4-
22

01
）

地
域
整
備
課

（
03

-6
74

4-
22

09
）

た
め
池
の
保
全
・避
難
対
策

た
め
池
の
廃
止

施
設
情
報
整
備
・共
有
化
対
策

漏
水
防
止
の
た
め
の
整
備

老
朽
化
した
施
設
の
機
能
診
断

洪
水
を
安
全
に
流
下

堤
体
を
開
削

た
め
池
の
現
地
パ
トロ
ー
ル

た
め
池
の
整
備

施
設
情
報
等
の
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
化

機
動
的
な
防
災
減
災
対
策

き
め
細
や
か
な
長
寿
命
化
対
策

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
き
め
細
や
か
な
長
寿
命
化
対
策

①
機
能
診
断
・機
能
保
全
計
画
に
基
づ
い
た
補
修
や
更
新
、分

水
ゲ
ー
トの
自
動
化
、パ
イ
プ
ライ
ン
化
、水

管
理
の

IC
T化

、自
動
給
水
栓
の
導
入
な
どに
よ
る
水
管
理
・維
持
管
理
の
省
力
化
を
支
援
しま
す
。

②
ハ
ー
ド対

策
を
行
うた
め
の
機
能
診
断
・機
能
保
全
計
画
の
策
定
等
を
支
援
しま
す
。

２
．
機
動
的
な
防
災
減
災
対
策

①
災
害
の
未
然
防
止
に
必
要
な
施
設
整
備
、リ
ス
ク管

理
の
た
め
の
観
測
機
器
の
設
置
、た
め
池
の
廃
止
等

の
防
災
減
災
を
支
援
しま
す
。（
た
め
池
廃
止
の
定
額
助
成
限
度
額
を
引
き
上
げ
）

②
ハ
ー
ド対

策
を
行
うた
め
の
耐
震
性
点
検
・調
査
等
を
支
援
しま
す
。

③
浄
化
槽
法
に
よ
り単

独
処
理
浄
化
槽
を
廃
止
し農

業
集
落
排
水
管
路
へ
接
続
す
る
経
費
を
支
援
しま
す
。

３
．
た
め
池
の
保
全
・避
難
対
策

ハ
ザ
ー
ド
マ
ップ
の
作
成
、監

視
・管
理
に
必
要
な
研
修
の
開
催
、管

理
者
へ
の
指
導
・助
言
等
の
経
費
を

支
援
しま
す
。

※
た
め
池
工
事
特
措
法
期
間
内
は
２
、３
の
た
め
池
対
策
を
定
額
支
援
。

４
．
施
設
情
報
整
備
・共
有
化
対
策

農
業
水
利
施
設
情
報
等
の
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
化
を
支
援
しま
す
。

【実
施
要
件
】
１
、２

の
対
策
：
総
事
業
費

20
0万

円
以
上
、受

益
者
数
２
者
以
上
、

工
事
期
間
３
年
（
た
め
池
の
場
合
は
５
年
以
内
）
以
内

等

【実
施
区
域
】
農
振
農
用
地
、生

産
緑
地

等

1/
2、
定
額
等

※
事
業
実
施
年
度
で
の
採
択
申
請
が
可
能
（
複
数
回
受
付
）

※
下
線
部
は
拡
充
内
容
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農
家
負
担
金
軽
減
支
援
対
策
事
業

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

1,
27

5（
1,

93
9）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

土
地
改
良
事
業
等
の
農
家
負
担
金
の
無
利
子
貸
付
等
を
行
うこ
とに
よ
り、
農
家
負
担
金
の
軽
減
を
図
り、
農
用
地
の
利
用
集
積
等
を
促
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
が
全
農
地
面
積
の
８
割
とな
る
よ
う農

地
集
積
を
推
進
［
令
和
５
年
度
ま
で
］

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
水
田
・畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
等
支
援
事
業

担
い
手
農
地
利
用
集
積
率
、ま
た
は
、地

区
の
高
収
益
作
物
導
入
の
増
加
率
が
一
定
以
上

の
増
加
が
確
実
と見

込
ま
れ
る
土
地
改
良
区
等
に
対
して
、農
家
負
担
金
の

5/
6を
限
度
に

無
利
子
貸
付
を
行
い
ま
す
。

２
．
災
害
被
災
地
域
土
地
改
良
負
担
金
償
還
助
成
事
業

一
定
規
模
以
上
被
災
した
農
用
地
又
は
土
地
改
良
施
設
等
の
受
益
地
に
係
る
営
農
再
開

ま
で
の
負
担
金
の
償
還
利
子
相
当
額
を
土
地
改
良
区
等
に
対
し
て
助
成
しま
す
。

３
．
農
地
有
効
利
用
推
進
支
援
事
業

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
率
が
向
上
す
る
こと
が
見
込
ま
れ
る
地
区
に
対
して
、以

下
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

①
農
家
負
担
金
の
償
還
利
子
相
当
額
の

5/
6を
限
度
に
土
地
改
良
区
等
に
対
し
て
助
成
し

ま
す
。

②
農
地
の
長
期
間
の
賃
貸
借
契
約
締
結
に
伴
い
、土

地
改
良
事
業
償
還
金
等
債
務
の
あ
る

農
地
の
出
し手

に
対
す
る
賃
料
の
一
括
前
払
い
に
必
要
な
借
入
資
金
に
か
か
る
償
還
利
子

相
当
額
を
農
地
中
間
管
理
機
構
等
に
対
し
て
助
成
しま
す
。

４
．
経
営
安
定
対
策
基
盤
整
備
緊
急
支
援
事
業

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
率
等
が
一
定
の
割
合
で
増
加
す
る
こと
が
確
実
と見

込
ま
れ
る
地
区

に
対
して
、農
家
負
担
金
の
償
還
利
子
相
当
額
の

5/
6を
限
度
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

※
下
線
部
は
拡
充
内
容

国
実
施
主
体

（
公
募
）

土
地
改
良
区

等

＜
事
業
の
流
れ
＞
定
額

利
子
助
成
・

無
利
子
貸
付

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
（

03
-3

50
2-

62
77
）

・農
家
負
担
金
の

5/
6

を
限
度
に
無
利
子
貸
付

○
事
業
の
農
家
負
担
金

の
支
払
い

土
地
改
良
区
等

土
地
改
良
区
等

○
事
業
の
農
家
負
担
金
の

支
払
い
に
必
要
な
資
金

の
借
入

○
借
入
金
の
償
還

・償
還
利
子
相
当
額

を
助
成
（
被
災
年

度
か
ら上

限
３
年
）

水
田
・畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
等
支
援
事
業

災
害
被
災
地
域
土
地
改
良
負
担
金
償
還
助
成
事
業

実
施
主
体

（
公
募
）

実
施
主
体

（
公
募
）

償
還

①
【事
業
費
助
成
型
】
対
象
：
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
の
実
施
地
区

②
【一
括
前
払
助
成
型
】
対
象
：
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
の
実
施
地
区

○
農
地
の
賃
貸
借
契
約
（

10
年
間
以
上
）
締
結
に
伴
い
、

農
地
の
出
し手

に
対
す
る
賃
料
の
一
括
前
払
い
に
必
要
な

資
金
の
借
入

○
受
け
手
か
らの
賃
料
収
入
を
基
に
、一

括
前
払
金
に
係
る

借
入
金
の
償
還

金
融
機
関

（
一
括
前
払
金
へ

融
資
）

借
入

農
地
中
間
管
理
機
構
等

・賃
料
の
一
括
前
払
い
に

係
る
償
還
利
子
相
当
額

を
助
成

金
融
機
関

（
事
業
費
負
担

へ
融
資
）

借
入

○
事
業
の
農
家
負
担
金
の
支
払

い
に
必
要
な
資
金
の
借
入

○
借
入
金
の
償
還

土
地
改
良
区
等

・償
還
利
子
相
当
額
の

5/
6

を
限
度
に
助
成

実
施
主
体

（
公
募
）

実
施
主
体

（
公
募
）

農
地
有
効
利
用
推
進
支
援
事
業

償
還
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【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

77
,2

02
（

77
,2

03
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
業

・農
村

の
多

面
的

機
能

の
維

持
・発

揮
を

図
る

た
め

、地
域
の
共
同
活
動

、中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
農
業
生
産
活
動

、自
然
環
境
の
保
全
に
資
す
る
農
業
生
産
活
動

を
支

援
しま

す
。

＜
政
策
目
標
＞

地
域

の
共

同
活

動
、中

山
間

地
域

等
に

お
け

る
農

業
生

産
活

動
、自

然
環

境
の

保
全

に
資

す
る

農
業

生
産

活
動

に
よ

る
農

業
・農

村
の

多
面

的
機

能
の

維
持

・発
揮

＜
事
業
の
全
体
像
＞

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

多
面

的
機

能
を

支
え

る
共

同
活

動
を

支
援

※
担

い
手

に
集

中
す

る
水

路
・農

道
等

の
管

理
を

地
域

で
支

え
、規

模
拡

大
を

後
押

し

地
域

資
源

（
農

地
、水

路
、農

道
等

）
の

質
的

向
上

を
図

る
共

同
活

動
を

支
援 支
援

対
象

•
農

地
法

面
の

草
刈

り、
水

路
の

泥
上

げ
、農

道
の

路
面

維
持

等
の

基
礎

的
保

全
活

動
•

農
村

の
構

造
変

化
に

対
応

した
体

制
の

拡
充

・強
化

、
地

域
資

源
の

保
全

管
理

に
関

す
る

構
想

の
策

定
等

支
援

対
象

•
水

路
、農

道
、た

め
池

の
軽

微
な

補
修

•
景

観
形

成
や

生
態

系
保

全
な

どの
農

村
環

境
保

全
活

動
•

施
設

の
長

寿
命

化
の

た
め

の
活

動
等

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

26
,1

00
（

26
,1

00
）
百
万
円

中
山

間
地

域
等

に
お

い
て

、農
業

生
産

条
件

の
不

利
を

補
正

す
る

こと
に

よ
り、

将
来

に
向

け
て

農
業

生
産

活
動

を
維

持
す

る
た

め
の

活
動

を
支

援

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

2,
45

0（
2,

45
1）

百
万
円

自
然

環
境

の
保

全
に

資
す

る
農

業
生

産
活

動
の

実
施

に
伴

う追
加

的
コス

ト
を

支
援

農
地

法
面

の
草

刈
り

水
路

の
泥

上
げ

水
路

の
ひ

び
割

れ
補

修

中
山

間
地

域
（

山
口

県
長

門
市

）

多
面
的
機
能
支
払

48
,6

52
（

48
,6

52
）
百
万
円

カバ
ー

クロ
ップ

有
機

農
業

堆
肥

の
施

用

○
農
業
・農
村
は

、国
土

保
全

等
の
多
面
的
機
能
を
有
し
て
お
り、
そ
の
利
益
は
広
く国
民
全
体
が
享
受

して
い

ま
す

が
、近
年
、農
村
地
域
の
高
齢
化
、人
口
減
少
等
に
よ
り、

地
域

の
共

同
活

動
等

に
よ

って
支

え
られ

て
い

る
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
支
障

が
生

じつ
つ

あ
りま

す
。ま

た
、地

域
の

共
同

活
動

の
困

難
化

に
伴

い
、担
い
手
へ
の
水
路
、農
道
等
の
地
域
資
源
の
維
持
管
理
の

負
担
が
増
大
し
、担
い
手
に
よ
る
規
模
拡
大
が
阻
害
さ
れ
る
こと
が
懸
念

され
る

状
況

に
あ

りま
す

。
○

この
た

め
、｢
農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
｣に
基
づ
き

、農
業

・農
村

の
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
た
め
の
地
域
活
動
や
営
農
の
継
続
等
に
対
し
て
支
援

を
行

い
、多
面
的
機
能
が
今
後
とも
適
切
に
発
揮
さ
れ
る
よ
うに
す
る
とと
も
に
、担
い
手
の
育
成
等
構
造
改
革
を
後
押
し

して
い

く必
要

が
あ

りま
す

。

日
本
型
直
接
支
払

た
め

池
の

外
来

種
駆

除
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日
本
型
直
接
支
払
の
うち

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

48
,6

52
（

48
,6

52
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

地
域

共
同

で
行

う、
多
面
的
機
能
を
支
え
る
活
動
や
、地
域
資
源
（
農
地
、水
路
、農
道
等
）
の
質
的
向
上
を
図
る
活
動
を
支
援

しま
す

。

＜
事
業
目
標
＞

○
農

地
・農

業
用

水
等

の
保

全
管

理
に

係
る

地
域

の
共

同
活

動
へ

の
多

様
な

人
材

の
参

画
率

の
向

上
○

農
地

・農
業

用
水

等
の

保
全

管
理

に
係

る
地

域
の

共
同

活
動

に
よ

り広
域

的
に

保
全

管
理

され
る

農
地

面
積

の
割

合
の

向
上

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

交
付

単
価

［
５

年
間

以
上

実
施

した
地

区
は

、➋
に

75
％

単
価

を
適

用
］

※
１

：
➋

、❸
の

資
源

向
上

支
払

は
、➊

の
農

地
維

持
支

払
と併

せ
て

取
り組

む
こと

が
必

要
※

２
：

➊
､➋

と併
せ

て
❸

の
長

寿
命

化
に

取
り組

む
場

合
は

､➋
に

75
％

単
価

を
適

用
※

３
：

❸
の

長
寿

命
化

に
お

い
て

、直
営

施
工

を
行

わ
な

い
等

の
場

合
は

、5
/6

単
価

を
適

用

都
府

県
北

海
道

❶
農

地
維

持
支

払
❷

資
源

向
上

支
払

(共
同

)
❸

資
源

向
上

支
払

(長
寿

命
化

)
❶

農
地

維
持

支
払

❷
資

源
向

上
支

払
(共

同
)

❸
資

源
向

上
支

払
(長

寿
命

化
)

田
3,

00
0

2,
40

0
4,

40
0

2,
30

0
1,

92
0

3,
40

0
畑

2,
00

0
1,

44
0

2,
00

0
1,

00
0

48
0

60
0

草
地

25
0

24
0

40
0

13
0

12
0

40
0

※
1,
2,
3

※
1,
2,
3

※
1

※
1

（
円

/1
0a

）

定
額

市
町

村
都

道
府

県
定

額
定

額
農

業
者

等

＜
事
業
の
流
れ
＞

国

実
施

主
体

：
農

業
者

等
で

構
成

され
る

組
織

（
➊

及
び

❸
は

農
業

者
の

み
で

構
成

す
る

組
織

で
も

取
組

可
能

）
対

象
農

用
地

：
農

振
農

用
地

及
び

多
面

的
機

能
の

発
揮

の
観

点
か

ら都
道

府
県

知
事

が
定

め
る

農
用

地

農
地

維
持

支
払

・農
地

法
面

の
草

刈
り、

水
路

の
泥

上
げ

、農
道

の
路

面
維

持
等 ・農

村
の

構
造

変
化

に
対

応
した

体
制

の
拡

充
・強

化
、地

域
資

源
の

保
全

管
理

に
関

す
る

構
想

の
策

定
等

資
源

向
上

支
払

・水
路

、農
道

、た
め

池
の

軽
微

な
補

修
、景

観
形

成
や

生
態

系
保

全
な

どの
農

村
環

境
保

全
活

動
等

・老
朽

化
が

進
む

水
路

、農
道

な
どの

長
寿

命
化

の
た

め
の

補
修

等

水
路

の
泥

上
げ

農
地

法
面

の
草

刈
り

農
道

の
路

面
維

持
水

路
の

ひ
び

割
れ

補
修

農
道

の
窪

み
の

補
修

た
め

池
の

外
来

種
駆

除

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

村
振

興
局

農
地

資
源

課
（

03
-6

74
4-

21
97

）

項
目

都
府
県

北
海
道

多
面

的
機

能
の

更
な

る
増

進
多

面
的

機
能

の
増

進
を

図
る

活
動

の
取

組
数

を
新

た
に

１
つ

以
上

増
加

させ
る

場
合

等
※

「鳥
獣

被
害

防
止

対
策

及
び

環
境

改
善

活
動

の
強

化
」の

中
で

「鳥
獣

緩
衝

帯
の

整
備

・保
全

管
理

」も
対

応
可

田
40

0
32

0

畑
24

0
80

農
村

協
働

力
の

深
化

上
記

の
支

援
を

受
け

た
上

で
、構

成
員

の
うち

非
農

業
者

等
が

４
割

以
上

を
占

め
、か

つ
実

践
活

動
に

構
成

員
の

８
割

（
役

員
に

女
性

が
２

名
以

上
参

画
して

い
る

場
合

は
６

割
）

以
上

が
毎

年
度

参
加

す
る

場
合

草
地

40
20

水
田

の
雨

水
貯

留
機

能
の

強
化

（
田

ん
ぼ

ダム
）

の
推

進
資

源
向

上
支

払
（

共
同

）
の

交
付

を
受

け
る

田
面

積
の

１
/２

以
上

で
取

り組
む

場
合

田
40

0
32

0

小
規

模
集

落
支

援
既

存
活

動
組

織
が

、地
域

資
源

の
保

全
管

理
が

困
難

な
小

規
模

集
落

を
取

り込
み

、集
落

間
連

携
に

よ
り保

全
管

理
を

行
う取

組
を

支
援

田
1,

00
0

70
0

畑
60

0
30

0
草

地
80

40

（
円

/1
0a

）

項
目

都
府
県

北
海
道

交
付
金
（
定
額
）

広
域

化
へ

の
支

援
広

域
活

動
組

織
の

面
積

規
模

等
に

応
じ

た
交

付
額

３
集

落
以

上
ま

た
は

50
ha

以
上

３
集

落
以

上
ま

た
は

1,
50

0h
a以

上
４

万
円

/年
・組

織
20

0h
a以

上
3,

00
0h

a以
上

８
万

円
/年

・組
織

1,
00

0h
a以

上
15

,0
00

ha
以

上
16

万
円

/年
・組

織

【加
算

措
置

】

２
．
多
面
的
機
能
支
払
推
進
交
付
金

1,
60

2（
1,

60
2）

百
万
円

都
道

府
県

、市
町

村
等

に
よ

る
事

業
の

推
進

を
支

援
しま

す
。

１
．
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

47
,0

50
(4

7,
05

0）
百
万
円

①
農
地
維
持
支
払

地
域
資
源
の
基
礎
的
保
全
活
動
等
の
多
面
的
機
能
を
支
え
る
共

同
活
動

を
支

援
しま

す
。

②
資
源
向
上
支
払

地
域
資
源
の
質
的
向
上
を
図
る
共
同
活
動
、施
設
の
長
寿
命
化

の
た
め
の
活
動

を
支

援
しま

す
。

※
下

線
部

は
拡

充
内

容
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日
本
型
直
接
支
払
の
うち

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

26
,1

00
（

26
,1

00
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

中
山

間
地

域
等

に
お

い
て

、農
業

生
産

条
件

の
不

利
を

補
正

す
る

こと
に

よ
り、
将
来
に
向
け
て
農
業
生
産
活
動
を
維
持
す
る
た
め
の
活
動
を
支
援

しま
す

。

＜
事
業
目
標
＞

耕
作

放
棄

を
防

止
し、

中
山

間
地

域
等

の
農

用
地

7.
5万

ha
の

減
少

を
防

止
［

令
和

６
年

度
ま

で
］

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

25
,9

00
（

25
,9

00
）
百
万
円

○
第
５
期
対
策
（
令
和
２
～
６
年
度
）
の
ポ
イ
ン
ト

①
対
象
地
域
に
棚
田
地
域
振
興
法
の
指
定
棚
田
地
域

（
保

全
を

図
る

棚
田

等
に

限
る

）
を

追
加

②
６

～
10

年
後

を
見

据
え

た
集

落
の

将
来

像
の

明
確

化
を

促
進

す
る

た
め

、体
制
整
備
単
価

要
件
を
「集
落
戦
略
の
作
成
」に
一
本
化

③
農

業
生

産
活

動
の

継
続

に
向

け
た

前
向

き
な

取
組

へ
の

支
援

を
強

化
す

る
た

め
、集
落
協
定

の
広
域
化
や
集
落
機
能
の
強
化
、農
業
生
産
性
の
向
上
等
の
加
算
措
置
を
新
設
・拡
充

④
農

業
者

等
が

安
心

して
取

り組
め

る
よ

う交
付
金
返
還
措
置
の
見
直
し

等

２
．
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
交
付
金

20
0（

20
0）

百
万
円

制
度

の
適

正
か

つ
円

滑
な

実
施

に
向

け
た

都
道

府
県

、市
町

村
等

の
推

進
体

制
を

強
化

しま
す

。

「農
業

生
産

活
動

等
を

継
続

す
る

た
め

の
活

動
」の

み
を

行
う場

合
は

交
付

単
価

の
８

割
（

基
礎

単
価

）、
これ

に
加

え
て

「集
落

戦
略

の
作

成
」を

行
う場

合
は

交
付

単
価

の
10

割
を

交
付

（
体

制
整

備
単

価
）

国
市

町
村

都
道

府
県

定
額

定
額

農
業

者
等

定
額

＜
事
業
の
流
れ
＞

1
0
m

0
.5

m

田
：

急
傾

斜
（

傾
斜

：
1/

20
）

21
,0

00
円

/1
0a

地
目

区
分

交
付
単
価

（
円

/1
0a
）

田
急

傾
斜

（
1/

20
～

）
21

,0
00

緩
傾

斜
（

1/
10

0～
）

8,
00

0

畑
急

傾
斜

（
15

度
～

）
11

,5
00

緩
傾

斜
（

８
度

～
）

3,
50

0

畑
：

急
傾

斜
（

傾
斜

：
15

度
）

11
,5

00
円

/1
0a

2
.7

m

1
0
m

【主
な

交
付

単
価

】

【対
象

地
域

】
中

山
間

地
域

等
（

地
域

振
興

８
法

と棚
田

法
等

指
定

地
域

及
び

知
事

が
定

め
る

特
認

地
域

）
【対

象
者

】
集

落
協

定
又

は
個

別
協

定
に

基
づ

き
５

年
以

上
継

続
して

耕
作

を
行

う農
業

者
等

【加
算

措
置

】
加
算
項
目

（
取

組
目

標
の

設
定

・達
成

が
必

要
）

10
a当
た
り単

価

棚
田
地
域
振
興
活
動
加
算

棚
田

地
域

振
興

法
に

基
づ

く認
定

棚
田

地
域

振
興

活
動

計
画

の
対

象
棚

田
等

（
田

1/
20

以
上

、畑
15

度
以

上
）

の
保

全
と地

域
の

振
興

を
支

援
〔超

急
傾

斜
農

地
保

全
管

理
加

算
、集

落
機

能
強

化
加

算
、生

産
性

向
上

加
算

との
重

複
は

不
可

〕

10
,0

00
円

（
田

・畑
）

超
急
傾
斜
農
地
保
全
管
理
加
算

超
急

傾
斜

農
地

（
田

1/
10

以
上

、畑
20

度
以

上
）

の
保

全
や

有
効

活
用

を
支

援

6,
00

0円
（

田
・畑

）

集
落
協
定
広
域
化
加
算

【上
限

額
：

20
0万

円
/年

】
広

域
で

集
落

協
定

を
締

結
し、

将
来

の
集

落
維

持
に

向
け

た
活

動
を

支
援

3,
00

0円
(地

目
に

か
か

わ
らず

)

集
落
機
能
強
化
加
算

【上
限

額
：

20
0万

円
/年

】
新

た
な

人
材

の
確

保
、営

農
以

外
の

組
織

との
連

携
体

制
の

構
築

等
の

取
組

を
支

援
生
産
性
向
上
加
算

【上
限

額
：

20
0万

円
/年

】
農

地
の

集
積

・集
約

や
所

得
向

上
、省

力
化

技
術

の
導

入
等

の
取

組
を

支
援

①
農

業
生

産
活

動
等

を
継

続
す

る
た

め
の

活
動

（
耕

作
放

棄
の

発
生

防
止

、水
路

・農
道

の
管

理
活

動
等

）
②

農
業

生
産

活
動

等
の

体
制

整
備

の
た

め
の

取
組

（
集

落
戦

略
の

作
成

）

【集
落

協
定

等
に

基
づ

く活
動

】

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

村
振

興
局

地
域

振
興

課
（

03
-3

50
1-

83
59

）
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日
本
型
直
接
支
払
の
うち

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

2,
45

0（
2,

45
1）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
業

の
持

続
的

な
発

展
と農

業
の

有
す

る
多

面
的

機
能

の
発

揮
を

図
る

た
め

に
､農

業
生

産
に

由
来

す
る

環
境

負
荷

を
軽

減
す

る
とと

も
に

、地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性

保
全
等
に
効
果
の
高
い
農
業
生
産
活
動

を
支

援
しま

す
。

＜
事
業
目
標
＞

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

削
減

へ
の

貢
献

、生
物

多
様

性
保

全
の

推
進

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金

2,
36

0（
2,

36
0）

百
万
円

①
対

象
者

：
農

業
者

の
組

織
す

る
団

体
、一

定
の

条
件

を
満

た
す

農
業

者
等

②
支

援
の

対
象

とな
る

農
業

者
の

要
件

ア
主

作
物

に
つ

い
て

販
売

す
る

こと
を

目
的

に
生

産
を

行
って

い
る

こと
イ

国
際

水
準

Ｇ
Ａ

Ｐ
を

実
施

して
い

る
こと

※
 指

導
や

研
修

に
基

づ
く取

組
の

実
践

で
す

。認
証

取
得

を
求

め
る

も
の

で
は

あ
りま

せ
ん

。

ウ
環

境
保

全
型

農
業

の
取

組
を

広
げ

る
活

動
(技

術
向

上
や

理
解

促
進

に
係

る
活

動
等

)
に

取
り組

む
こと

③
支

援
対

象
活

動
化

学
肥

料
、化

学
合

成
農

薬
を

原
則

５
割

以
上

低
減

す
る

取
組

と合
わ

せ
て

行
う

地
球

温
暖

化
防

止
や

生
物

多
様

性
保

全
等

に
効

果
の

高
い

営
農

活
動

２
．
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
推
進
交
付
金
等

90
（

90
）
百
万
円

都
道

府
県

、市
町

村
等

に
よ

る
環

境
保

全
型

農
業

直
接

支
払

交
付

金
事

業
の

推
進

を
支

援
しま

す
。

ま
た

、本
交

付
金

の
効

果
の

検
証

に
必

要
な

調
査

・分
析

を
実

施
しま

す
。

国
都

道
府

県
農

業
者

団
体

等

＜
事
業
の
流
れ
＞

定
額

定
額

市
町

村
等

定
額

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
生

産
局

農
業

環
境

対
策

課
（

03
-6

74
4-

04
99

）

化
学

肥
料

、化
学

合
成

農
薬

を
原

則
５

割
以

上
低

減
す

る
取

組
と合

わ
せ

て
行

う以
下

の
取

組

▶
全
国
共
通
取
組

▶
地
域
特
認
取
組

支 援 対 象 と な る 取 組
地

域
の

環
境

や
農

業
の

実
態

等
を

踏
ま

え
、都

道
府

県
が

申
請

し、
国

が
承

認
した

、地
域

を
限

定
した

取
組

（
冬

期
湛

水
管

理
等

）

✤

交 付 単 価

リビ
ン
グ
マ
ル
チ

草
生
栽
培

全
国
共
通
取
組

交
付

単
価

（
円

/1
0a

）

有 機 農 業

そ
ば

等
雑

穀
、飼

料
作

物
以

外
12

,0
00

円

この
うち

、炭
素

貯
留

効
果

の
高

い
有

機
農

業
を

実
施

す
る

場
合

注
１

）
に

限
り、

2,
00

0円
を

加
算

。
そ

ば
等

雑
穀

、飼
料

作
物

3,
00

0円
堆

肥
の

施
用

4,
40

0円
カバ

ー
クロ

ップ
6,

00
0円

リビ
ン

グ
マ

ル
チ

（
うち

、小
麦

・大
麦

等
）

5,
40

0円
(3

,2
00

円
)

全
国
共
通
取
組

交
付

単
価

（
円

/1
0a

）

草
生

栽
培

5,
00

0円
不

耕
起

播
種

注
2）

3,
00

0円
長

期
中

干
し

80
0円

秋
耕

80
0円

配
分
に
当
た
って
は
、全

国
共
通
取
組
が
優
先
され
ま
す
。

本
制

度
は

、予
算

の
範

囲
内

で
交

付
金

を
交

付
す

る
仕

組
み

で
す

。申
請

額
の

全
国

合
計

が
予

算
額

を
上

回
った

場
合

、交
付

金
が

減
額

され
る

こと
が

あ
りま

す
。

✤

地
域
特
認
取
組

交
付

単
価

は
、都

道
府

県
が

設
定

しま
す

。

※
 国

際
水

準
の

有
機

農
業

を
実

施
して

い
る

こと
。

有
機

JA
S認

証
取

得
を

求
め

る
も

の
で

は
あ

りま
せ

ん
。

注
１
）
土
壌
診
断
を
実
施
す
る
とと
も
に
、堆

肥
の
施
用
、

カバ
ー
クロ
ップ
、リ
ビン
グ
マ
ル
チ
、草

生
栽
培
の

い
ず
れ
か
を
実
施
して
い
た
だ
き
ま
す
。

注
２

）
前

作
の

畝
を

利
用

し、
畝

の
播

種
部

分
の

み
耕

起
す

る
専

用
播

種
機

に
よ

り播
種

を
行

う取
組

で
す

。

有
機
農
業
※

堆
肥
の
施
用

カ
バ
ー
ク
ロ
ップ

長
期
中
干
し

不
耕
起
播
種

秋
耕

国
が

定
め

た
全

国
を

対
象

とす
る

取
組
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中
山
間
地
農
業
ル
ネ
ッサ
ン
ス
事
業
＜
一
部
公
共
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

40
,6

02
（

44
,2

00
）
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

中
山
間
地
に
お
い
て
、清

らか
な
水
、冷

涼
な
気
候
、棚

田
の
景
観
等
の
中
山
間
地
の
特
色
を
い
か
し
た
多
様
な
取
組
に
対
し
、各
種
支
援
事
業
に
お
け
る
優
先
枠
の
設
定
や
支

援
の
強
化
等
に
よ
り後

押
し
す
る
こと
で
、中

山
間
地
農
業
を
元
気
に
しま
す
。

＜
政
策
目
標
＞

中
山
間
地
域
の
特
色
を
活
か
した
営
農
と所

得
の
確
保
に
取
り組

み
、事

業
目
標
を
達
成
した
地
区
の
創
出
（

35
0地

区
［
令
和
７
年
度
ま
で
］
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

本
事
業
の
取
組
に
係
る
国
の
指
針
に
即
し
て
、複

数
の
市
町
村
単
位
等
で
中
山
間
地
農

業
の
振
興
を
図
る
地
域
別
農
業
振
興
計
画
を
都
道
府
県
が
策
定
し、
この
計
画
に
基
づ
き
支

援
事
業
の
優
先
採
択
等
を
行
い
ま
す
。

１
．
中
山
間
地
農
業
推
進
対
策

①
地
域
の
所
得
向
上
に
向
け
た
計
画
を
深
化
させ
る
取
組
等
の
支
援
と、
棚
田
保
全
活
動

や
複
合
経
営
の
実
践
等
の
推
進
を
モ
デ
ル
支
援
す
る
ほ
か
、都

市
部
と農

村
部
の
連
携
強

化
・持
続
化
に
向
け
た
取
組
等
を
支
援
しま
す
。（

中
山
間
地
農
業
ル
ネ
ッサ
ン
ス
推
進
事

業
）

②
特
色
あ
る
農
業
者
や
農
村
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
、地

元
密
着
型
の
支
援
体
制
を

整
備
・強
化
しま
す
。（

地
域
密
着
型
農
業
者
等
サ
ポ
ー
ト体

制
強
化
事
業
）

２
．
多
様
で
豊
か
な
農
業
と美

し
く活
力
あ
る
農
山
村
の
実
現
に
向
け
た
支
援

中
山
間
地
域
の
特
色
を
い
か
した
農
業
や
、観

光
、福

祉
、教

育
等
と連

携
した
都
市
農

村
交
流
や
農
村
へ
の
移
住
・定
住
に
向
け
た
取
組
を
推
進
しま
す
。

３
．
地
域
コ
ミュ
ニ
テ
ィに
よ
る
農
地
等
の
地
域
資
源
の
維
持
・継
承

地
域
の
共
同
活
動
を
支
援
す
る
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
等
に
よ
る
取
組
を
推
進
し、

兼
業
農
家
も
含
め
た
小
規
模
な
農
業
者
も
地
域
の
重
要
な
一
員
とし
て
支
援
しま
す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
・地
域
協
議
会

定
額

定
額

定
額

（
１
の
事
業
）

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
地
域
振
興
課
（

03
-3

50
2-

83
59
）

中
山
間
地
農
業
推
進
対
策

○
計
画
策
定
・体
制
整
備
等
を
支
援
す
る
中
山
間
地
農
業
ル
ネ
ッサ
ン
ス
推
進
事
業

元
気
な
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
：
具
体
的
な
取
組
を
後
押
しし
、優

良
事
例
の
創
出
を
加
速

地
域
レ
ジ
リエ
ン
ス
強
化
事
業
：
都
市
部
と農

村
部
の
連
携
強
化
・持
続
化
を
支
援

○
中
山
間
地
域
の
農
業
者
の
様
々
な
課
題
を
支
援
す
る
地
域
密
着
型
農
業
者
等
サ
ポ
ー
ト体

制
強
化
事
業

*
２
、３

の
事
業
の
流
れ
は
事
業
ご
とに
異
な
りま
す
。

地
域
を
下
支
え

[連
携
事
業

] 
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
（
山
村
活
性
化
対
策
）

・
強
い
農
業
・担
い
手
づ
くり
総
合
支
援
交
付
金
の
うち
産
地
基
幹
施
設
等
支
援
タイ
プ

・
機
構
集
積
協
力
金
交
付
事
業
の
うち
地
域
集
積
協
力
金
交
付
事
業

・
農
業
農
村
整
備
関
係
事
業

・
農
業
経
営
法
人
化
支
援
総
合
事
業
の
うち
農
業
経
営
法
人
化
支
援
事
業

・
持
続
的
生
産
強
化
対
策
事
業
の
うち
果
樹
支
援
対
策
（
未
来
型
果
樹
農
業
等
推
進
条
件
整
備
事
業
）

・
持
続
的
生
産
強
化
対
策
事
業
の
うち
茶
・薬
用
作
物
等
支
援
対
策

・
食
料
産
業
・6
次
産
業
化
交
付
金
の
うち

6次
産
業
化
施
設
整
備
事
業
、バ
イオ
マ
ス
利
活
用
高
度
化
施
設
整
備
事
業

・
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
（
農
山
漁
村
活
性
化
整
備
対
策
等
）

多
様
で
豊
か
な
農
業
と美

し
く活
力
あ
る
農
山
村
の
実
現
に
向
け
た
支
援

[支
援
事
業

]
優
先
枠

優
遇
措
置

・
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

・
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金

・
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
の
うち
整
備
事
業

・
畜
産
生
産
力
・生
産
体
制
強
化
対
策
事
業
の
うち
国
産
飼
料
資
源
生
産
利
用
拡
大
対
策

（
肉
用
牛
・酪
農
基
盤
強
化
対
策
（
放
牧
活
用
型
）
）

・
森
林
・山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
交
付
金

地
域
コミ
ュニ
テ
ィに
よ
る
農
地
等
の
地
域
資
源
の
維
持
・継
承

[支
援
事
業

]
優
先
枠

優
遇
措
置

[連
携
事
業

]
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

※
下
線
部
は
拡
充
内
容
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○
中

山
間
地

農
業
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
事
業

中
山

間
地

に
お

け
る

高
収

益
作

物
へ

の
転

換
や

「
複

合
経

営
の

実
践

」
等

の
モ

デ
ル

支
援

を
実

施

都
市

部
と

農
村

部
の

連
携

強
化

・
持

続
化

を
支

援
す

る
「

地
域

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

強
化

事
業

」
を
追

加

推
進

事
業

に
よ
る

支
援

「中
山
間
地
農
業
ル
ネ
ッサ
ン
ス
事
業
」に
お
け
る
優
遇
措
置
等

○
強

い
農
業

・
担
い

手
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金

の
う
ち
産

地
基
幹

施
設
等

支
援
タ

イ
プ

施
設

ご
と

の
交
付

対
象

上
限

事
業

費
を

1
.
3倍

に
拡

大

○
食

料
産
業

・
６
次

産
業
化
交
付
金

の
う

ち
６

次
産

業
化
施

設
整
備

事
業

加
工
・
販

売
施
設

等
の

整
備

に
対

し
て

交
付

率
を

嵩
上
げ
（

3
/1
0→

1
/2
）

○
食

料
産
業

・
６
次

産
業
化
交
付
金

の
う

ち
バ

イ
オ

マ
ス
利

活
用
高

度
化
施

設
整
備

事
業

バ
イ

オ
マ

ス
利
活

用
高

度
化

施
設

の
整

備
に

対
し

て
交
付
率

を
嵩
上

げ
（

1/
3→

1
/2

）

上
限
事
業

費
・

交
付

率
の

緩
和

○
機

構
集
積

協
力
金

交
付
事
業

の
う

ち
地

域
集

積
協

力
金

交
付

事
業

農
地
バ

ン
ク
の

最
低

活
用

率
要

件
を

平
地

の
１

/
５

に
緩

和
（

平
地

:
20

％
超

→
中

山
間

地
:

４
％
超
）

等

○
多

面
的
機

能
支
払

交
付
金

広
域
活

動
組
織

の
設

立
要

件
を

変
更

（
｢農

用
地

面
積

が
20
0
h
a以

上
｣
→

｢
農

用
地

面
積

が
5
0
h
a以

上
｣
又

は
｢３

集
落

以
上

で
の

組
織

の
構

成
｣
）

○
環

境
保
全

型
農
業

直
接
支
払
交
付
金

交
付
金

を
受
け

る
た

め
の

事
業

要
件

（
技

術
指

導
等

の
｢推

進
活

動
｣
）

を
免

除

事
業
要
件

の
緩

和
等

採
択

に
当

た
っ
て

の
配

慮

○
農

山
漁
村

振
興
交

付
金

農
泊
推

進
対
策

で
審
査

時
に

配
慮

○
鳥

獣
被
害

防
止
総

合
対
策
交
付
金
（
う
ち
整
備
事
業
）

被
害

防
止

施
設
等

の
整

備
を

行
う

場
合

に
審

査
時

の
ポ
イ
ン

ト
加
算

○
森

林
・
山

村
多
面

的
機
能
発
揮
対
策
交
付
金

農
地
等

の
維
持

保
全
に

も
資

す
る

よ
う

な
取

組
を

行
う
場
合

に
優
先

的
に
採

択

○
食

料
産
業

・
６
次

産
業
化
交
付
金
の
う
ち

６
次
産

業
化
施

設
整
備
事
業
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
高

度
化

施
設

整
備
事

業
中
山
間

地
域
等

で
取
組

を
行

う
場

合
に

優
先

的
に

採
択

○
持

続
的
生

産
強
化

対
策
事
業
の
う
ち
茶
・
薬
用
作
物
等
支

援
対

策
中

山
間
地

域
等
で

取
組

を
行

う
場

合
に

優
先

的
に

採
択

※
下

線
部

は
本

年
度

拡
充

事
項

○
強

い
農
業

・
担
い

手
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金

の
う

ち
産

地
基

幹
施

設
等

支
援

タ
イ

プ

都
道
府

県
知
事

が
特

に
必

要
と

認
め

る
場

合
に

、
面

積
要

件
を

適
用

せ
ず

に
実

施

○
農

業
農
村

整
備
関

係
事
業

（
１

）
農
業

競
争
力

強
化
基
盤
整
備
事
業

・
農

地
整

備
事

業
（

中
山

間
傾

斜
農

地
型

）
に

つ
い

て
、

高
収

益
作

物
の

導
入

を
条

件
に

、
農

地
集
積

率
の
要

件
3
0％

（
そ

の
他

の
型

に
お

い
て

は
50

％
）

で
実

施

・
農

地
中

間
管

理
機

構
関

連
農

地
整

備
事

業
に

つ
い

て
、

中
山

間
地

域
等

に
対

す
る

受
益

面
積
要
件

を
緩
和

（
1
0
ha

以
上

→
５

h
a以

上
）

・
水

利
施

設
等

保
全

高
度

化
事

業
に

つ
い

て
、

中
山

間
地

域
等

に
お

け
る

受
益

面
積

要
件

を
緩
和
（

2
0h

a以
上

→
10

h
a以

上
）

（
２

）
農
山

漁
村
地

域
整
備
交
付
金

、
農
村
整
備
事
業

農
道

の
保

全
対

策
に

つ
い

て
、

過
疎

地
域

等
の

条
件

不
利

地
域

に
お

い
て

は
受

益
面

積
要

件
3
0
ha
以
上
（

そ
の

他
地

域
に

お
い

て
は

5
0
ha
以

上
）

で
実

施

○
畜

産
生

産
力

・
生

産
体

制
強

化
対

策
事

業
の

う
ち

国
産

飼
料

資
源

生
産

利
用

拡
大

対
策

（
肉
用
牛

・
酪

農
基
盤
強
化
対
策
（
放
牧
活
用
型
）
）

新
た

に
繁

殖
雌

牛
放

牧
に

取
り

組
む

場
合

に
確

保
す

べ
き

放
牧

地
の

面
積

を
緩

和
し

て
実

施受
益
面
積

要
件

の
緩

和
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＜
事
業
の
全
体
像
＞

１
．
農
山
漁
村
地
域
で
の
取
組
へ
の
支
援

①
地
域
活
性
化
対
策

地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
計
画
づ
くり
や
コミ
ュニ
テ
ィ維
持
の
取
組
等
を
支
援
しま
す
。

②
中
山
間
地
農
業
推
進
対
策

中
山
間
地
域
で
の
収
益
力
向
上
に
向
け
た
取
組
や
モ
デ
ル
構
築
を
支
援
しま
す
。

③
山
村
活
性
化
対
策

振
興
山
村
で
の
地
域
資
源
を
用
い
た
地
域
経
済
の
活
性
化
の
取
組
を
支
援
しま
す
。

④
最
適
土
地
利
用
対
策

農
地
の
粗
放
的
利
用
に
よ
る
モ
デ
ル
的
な
取
組
等
を
支
援
しま
す
。

⑤
農
泊
推
進
対
策

観
光
コン
テ
ン
ツ
開
発
や
滞
在
施
設
等
の
整
備
、国

内
外
へ
の

PR
等
を
支
援
しま
す
。

⑥
農
福
連
携
対
策

農
林
水
福
連
携
の
推
進
に
向
け
、障

害
者
等
に
配
慮
した
施
設
整
備
等
を
支
援
しま
す
。

⑦
農
山
漁
村
活
性
化
整
備
対
策

地
方
公
共
団
体
策
定
の
活
性
化
計
画
に
基
づ
き
行
う施

設
整
備
を
支
援
しま
す
。

⑧
情
報
通
信
環
境
整
備
対
策

イン
フラ
管
理
や
地
域
活
性
化
等
に
必
要
な
情
報
通
信
環
境
の
整
備
を
支
援
しま
す
。

２
．
都
市
部
で
の
取
組
へ
の
支
援

①
都
市
農
業
機
能
発
揮
対
策

都
市
農
業
へ
の
関
心
の
喚
起
や
多
様
な
機
能
の
発
揮
に
資
す
る
取
組
を
支
援
しま
す
。

農
山
漁
村
振
興
交
付
金

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

9,
80

5（
9,

80
5）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

地
域
の
創
意
工
夫
に
よ
る
活
動
の
計
画
づ
くり
か
ら農

業
者
等
を
含
む
地
域
住
民
の
就
業
の
場
の
確
保
、農

山
漁
村
に
お
け
る
所
得
の
向
上
や
雇
用
の
増
大
に
結
び
つ
け
る
取
組

を
取
組
の
発
展
段
階
に
応
じて
総
合
的
に
支
援
し、
農
林
水
産
業
に
関
わ
る
地
域
の
コミ
ュニ
テ
ィの
維
持
と農

山
漁
村
の
活
性
化
及
び
自
立
化
を
後
押
しし
ま
す
。

＜
政
策
目
標
＞

都
市
と農

山
漁
村
の
交
流
人
口
の
増
加
（

1,
54

0万
人
［
令
和
７
年
度
ま
で
］
）

等 都
市
農
業

機
能
発
揮
対
策

地
域
活
性
化
対
策

地
域
住
民
に
よ
る
計
画
づ
くりソ
フト

ソ
フト

都
市
部

コミ
ュニ
テ
ィで
の
合
意
形
成
段
階
か
ら実

行
段
階
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
段
階
に
応
じた
対
策
を
実
施

ス
ター
トア
ップ

取
組
の
具
体
化
・実
行

ハ
ー
ドの
充
実

農
産
物
直
売
施
設

農
村
部

情 報 発 信

交 流

就 農 移 住

農
山
漁
村
活
性
化

整
備
対
策

ハ
ー
ド

+

集
出
荷
･貯
蔵
･加
工
施
設

ハ
ウ
ス

都
市
農
地
貸
借
に
よ
る
担
い
手
づ
くり

へ
の
支
援

都
市
農
業
の
持
つ
多
様
な
機
能

コ ミ ュ ニ テ ィ の 維 持 農 山 漁 村 の 活 性 化 ・ 自 立 化

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
（
１
①
の
事
業
）

農
村
振
興
局
農
村
計
画
課

（
03

-6
74

4-
22

03
）

（
１
②
③
④
の
事
業
）

地
域
振
興
課

（
03

-3
50

2-
62

86
）

（
１
⑤
⑥
、２

①
の
事
業
）

都
市
農
村
交
流
課
（

03
-3

50
2-

59
46
）

（
１
⑦
⑧
の
事
業
）

地
域
整
備
課

（
03

-3
50

1-
08

14
）

情
報
通
信
環
境

整
備
対
策

ハ
ー
ド 通

信
施
設

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
地
域
協
議
会
等

地
方
公
共
団
体

定
額
、1

/2
等

（
１
①
②
③
⑤
⑥
、２

①
の
事
業
）

農
林
漁
業
者
の

組
織
す
る
団
体
等

交
付

定
額
、1

/2
等

（
１
②
④
⑦
⑧
の
事
業
）

山
村
活
性
化

対
策

ソ
フト

具 体 的 な エ リ ア （ 中 山 間 地 域 な ど ）

中
山
間
地
農
業

推
進
対
策

ソ
フト

高
収
益
作
物
導
入
の
実
証

地
域
産
品
の
加
工
・商
品
化

ソ
フト

ハ
ー
ド

ソ
フト

ハ
ー
ド

農
泊
推
進
対
策

農
福
連
携
対
策

人
材
育
成
研
修

具 体 的 な ツ ー ル （ ヒ ト ・ コ ト ・ モ ノ ）

農
家
民
宿

最
適
土
地
利
用

対
策

ソ
フト

ハ
ー
ド

農
地
の
粗
放
的
利
用

※
下
線
部
は
拡
充
内
容
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
うち

地
域
活
性
化
対
策

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

9,
80

5（
9,

80
5）

百
万
円
の
内
数
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
山
漁
村
の
自
立
及
び
維
持
発
展
に
向
け
て
、地

域
住
民
が
生
き
生
き
と暮

らし
て
い
け
る
環
境
の
創
出
を
行
うた
め
の
き
っか
け
を
つ
くり
、農

山
漁
村
に
つ
い
て
広
く知
って
も
らう
こと

を
目
的
とし
て
、農

山
漁
村
の
活
性
化
を
推
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
地
域
課
題
の
抽
出
や
、課

題
解
決
の
た
め
の
活
動
計
画
の
策
定
・実
証
を
行
う地

域
の
創
出
（

10
0地

域
［
令
和
６
年
度
ま
で
］
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

１
．
活
動
計
画
策
定
事
業

○
農
山
漁
村
が
持
つ
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用
した
地
域
の
創
意
工
夫

に
よ
る
地
域
活
性
化
の
た
め
の
活
動
計
画
策
定
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活

用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
開
催
等
に
よ
り支

援
しま
す
。

○
活
動
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
取
組
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
構
築
、実

証
活
動
及
び
専
門
的
ス
キ
ル
の
活
用
等
を
支
援
しま
す
。

国

定
額

地
域
の
活
動
計
画
の
策
定

（
ワ
ー
クシ
ョッ
プ
の
開
催
）

体
制
構
築
及
び
実
証
活
動

（
高
齢
者
の
移
動
確
保
）

[お
問
い
合
わ
せ
先

]
（
１
、２

、３
、４

の
事
業
）

む
ら

（
４
の
事
業
の
うち
デ
ィス
カバ
ー
農
山
漁
村
の
宝
）

（
４
の
事
業
の
うち
農
業
遺
産
）

農
村
振
興
局
農
村
計
画
課

農
村
振
興
局
都
市
農
村
交
流
課

農
村
振
興
局
鳥
獣
対
策
・農
村
環
境
課

（
03

-6
74

4-
22

03
）

（
03

-3
50

2-
60

02
）

（
03

-6
74

4-
02

50
）

１
．
活
動
計
画
策
定
事
業

○
事
業
実
施
主
体

市
町
村
を
構
成
員
に
含
む
地
域
協
議
会

○
事
業
期
間

３
年
間

○
交
付
率

定
額

（
上
限

:１
年
目

50
0万

円
、２

年
目

25
0万
円
等
）

※
条
件
不
利
地
に
お
い
て
は
、交

付
期
間
の
延
長
・上
限
額
の
加
算
措
置
あ
り

専
門
的
ス
キ
ル
を
活
用
す
る
場
合
に
は
、交

付
期
間
の
延
長
・上
限
額
の
加
算
措
置
あ
り

定
額
、

1/
2

N
PO
法
人
・

民
間
団
体
等

市
町
村
を
構
成
員
に

含
む
地
域
協
議
会

（
１
、２

の
事
業
）

（
３
、４

の
事
業
）

３
．
人
材
発
掘
事
業

○
農
山
漁
村
に
お
い
て
、就

職
氷
河
期
世
代
を
含
む
潜
在
的
就
農
希
望

者
を
対
象
に
農
林
水
産
業
の
体
験
研
修
を
行
うと
とも
に
、地

域
に
お
け
る

様
々
な
社
会
活
動
に
も
参
加
し、
農
山
漁
村
へ
の
理
解
を
深
め
る
こと
に
よ

り、
農
山
漁
村
に
関
心
を
持
つ
人
材
を
発
掘
す
る
取
組
を
支
援
しま
す
。

農
作
業
体
験

農
山
漁
村
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、地

域
活
動
に
参
加

３
．
人
材
発
掘
事
業

○
事
業
実
施
主
体

N
PO
法
人
、民

間
企
業
等

○
事
業
期
間

１
年
間

○
交
付
率

定
額
（
上
限

:5
,0

00
万
円
）

※
下
線
部
は
拡
充
内
容

２
．
農
山
漁
村
地
域
づ
くり
事
業
体
形
成
支
援
事
業

○
農
山
漁
村
に
お
け
る
生
業
・暮
ら
し
を
収
益
性
の
あ
る
事
業
に
よ
り持

続
的
に
支
え
て
い
くた
め
、農
林
漁
業
の
振
興
とと
も
に
、そ
れ
を
支
え
る

買
い
物
・子
育
て
・文
化
・集
い
等
に
よ
る
地
域
の
コ
ミュ
ニ
テ
ィの
維
持

に
資
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
地
域
内
外
の
若
者
等
の
呼
び
込
み
を

行
う事

業
体
の
形
成
等
を
支
援
しま
す
。

２
．
農
山
漁
村
地
域
づ
くり
事
業
体
形
成
支
援
事
業

○
事
業
実
施
主
体

市
町
村
を
構
成
員
に
含
む
地
域
協
議
会

○
事
業
期
間

３
年
間

○
交
付
率

定
額
、1

/2
（
上
限
：

50
0万

円
）

子
ども
の
預
か
りサ
ー
ビス

事
業
体
の
形
成
と法

人
化

合
意
形
成
、計

画
づ
くり

４
．
農
山
漁
村
情
報
発
信
事
業

○
農
山
漁
村
の
ポ
テ
ン
シ
ャル
を
引
き
出
し
て
地
域
の
活
性
化
や
所
得
向

上
に
取
り組

ん
で
い
る
優
良
な
事
例
、世

界
農
業
遺
産
及
び
日
本
農

業
遺
産
、農
山
漁
村
で
新
事
業
を
発
掘
す
る
取
組
に
つ
い
て
、情

報
発

信
を
通
じて
、認
知
度
向
上
又
は
他
地
域
へ
の
横
展
開
を
図
る
取
組
に

対
して
支
援
しま
す
。

４
．
農
山
漁
村
情
報
発
信
事
業

○
事
業
実
施
主
体

N
PO
法
人
、民

間
企
業
等

○
事
業
期
間

１
年
間

○
交
付
率

定
額

W
eb
サ
イト
や

SN
Sで

優
良
事
例
の
情
報
を
発
信

W
eb
サ
イト
運
用
や
イベ
ン
ト開

催
で

新
た
な
事
業
の
情
報
を
発
信

商
品
価
値
の
向
上
を
通
じた

認
知
度
向
上
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
農
山
漁
村
地
域
づ
くり
事
業
体
形
成
支
援
事
業

①
地
域
運
営
計
画
策
定
及
び
事
業
体
の
形
成
に
向
け
た
ワ
ー
クシ
ョッ
プ
の
開
催
、ア
ドバ
イ

ザ
ー
に
よ
る
助
言
等
を
支
援
しま
す
。

②
地
域
運
営
計
画
に
掲
げ
られ
た
農
林
漁
業
の
振
興
、地
域
コ
ミュ
ニ
テ
ィの
維
持
及
び
地

域
内
外
の
若
者
等
の
呼
び
込
み
に
資
す
る
活
動
の
実
践
を
支
援
しま
す
。

③
地
域
運
営
計
画
に
掲
げ
られ
た
活
動
を
実
践
す
る
農
山
漁
村
地
域
づ
くり
事
業
体
の
形
成

を
支
援
しま
す
。

④
農
山
漁
村
地
域
づ
くり
事
業
体
の
活
動
に
必
要
な
施
設
の
整
備
を
支
援
しま
す
。

２
．
申
請
要
件

①
農
林
漁
業
の
振
興
、地

域
コミ
ュニ
テ
ィの
維
持
及
び
地
域
内
外
の
若
者
等
の
呼
び
込
み
の

全
て
に
資
す
る
活
動
を
含
み
、活

動
全
体
とし
て
収
益
性
が
見
込
ま
れ
る
こと
（
各
世
帯
の
出

資
等
に
よ
る
継
続
的
サ
ポ
ー
トが
得
られ
る
場
合
に
は
、こ
れ
らも
含
め
て
収
益
性
を
判
断
）
。

②
農
山
漁
村
地
域
づ
くり
事
業
体
に
つ
い
て
、事

業
実
施
期
間
中
に
法
人
化
を
図
る
こと
。

③
農
山
漁
村
地
域
づ
くり
事
業
体
が

U・
Iタ
ー
ン
な
どの
地
域
外
の
人
材
を
含
む
若
者
を
雇
用

す
る
こと
。

・安
心
して
農
山
漁
村
で
働
き
、生

活
す
る
こと
が
で
き
る
受
け
皿
の
形
成

・地
域
内
外
の
若
者
等
を
呼
び
込
む
体
制
の
整
備

農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
うち

低
密
度
な
農
山
漁
村
の
持
続
性
確
保
を
実
現
す
る
次
世
代
型
コミ
ュニ
テ
ィビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

9,
80

5（
9,

80
5）

百
万
円
の
内
数
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

低
密
度
な
農
山
漁
村
に
お
け
る
生
業
・暮
ら
し
を
収
益
性
の
あ
る
事
業
に
よ
り持

続
的
に
支
え
て
い
くた
め
、農
林
漁
業
の
振
興
とと
も
に
、そ
れ
を
支
え
る
買
い
物
・子
育
て
・文
化
・

集
い
等
に
よ
る
地
域
の
コミ
ュニ
テ
ィの
維
持
に
資
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
地
域
内
外
の
若
者
等
の
呼
び
込
み
を
行
う事

業
体
（
農
山
漁
村
地
域
づ
くり
事
業
体
）
の
形
成
等
を
支

援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

地
域
課
題
の
抽
出
や
、課

題
解
決
の
た
め
の
活
動
計
画
の
策
定
・実
証
を
行
う地

域
の
創
出
（

10
0地

域
［
令
和
６
年
度
ま
で
］
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

国

地
域
協
議
会
等

地
域
協
議
会
等

1/
2(
上
限

50
0万

円
/地
区

)

定
額
（
上
限

50
0万

円
/年

)

（
１
①
②
③
の
事
業
）

(１
④
の
事
業
）

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
農
村
計
画
課
（

03
-6

74
4-

22
03
）

ス
テ
ップ
１

地
域
運
営
計
画
の
策
定

住
民
の
話
し合

い
等
を
通
じて
、地

域
を
維
持
して
い
く上
で
不
可
欠
な
、

・農
林
漁
業
の
活
性
化
に
向
け
た
方
針

・地
域
コミ
ュニ
テ
ィの
維
持
に
必
要
な
取
組

・地
域
内
外
の
若
者
等
の
呼
び
込
み
に
必
要
な
取
組

を
明
確
化
した
地
域
運
営
計
画
を
策
定
。

ス
テ
ップ
２

地
域
運
営
計
画
に
沿
って

・農
林
水
産
物
の
生
産
・加
工
・販
売
、農
家
レス
トラ
ンの
運
営
、体
験
・交
流
事
業
等

・売
店
、子

ども
預
か
りサ
ー
ビス
、祭

り、
コミ
ュニ
テ
ィサ
ロン
等

・関
係
案
内
所
の
設
置
、オ
ン
ライ
ン
サ
ロン
、W

EB
コミ
ュニ
テ
ィの
運
営
等

・上
記
の
活
動
に
必
要
な
施
設
の
整
備

等
を
実
施
。

ス
テ
ップ
３

・農
山
漁
村
地
域
づ
くり
事
業
体
の
形
成
と法

人
化
。

・活
動
全
体
とし
て
の
収
益
性
を
確
保
す
る
こと
に
よ
り、
持
続
的
活
動
に
発
展
。

事
業
体
の
形
成
と法

人
化

事
業
の
効
果

子
ども
の
預
か
りサ
ー
ビス

※
下
線
部
は
拡
充
内
容
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農
山
漁
村
振
興
交
付
金
（
地
域
活
性
化
対
策
）
農
山
漁
村
情
報
発
信
事
業
（
拡
充
）

～
農
山
漁
村
発
イ
ノベ
ー
シ
ョン
全
国
展
開
型
の
創
設
～

○
農
山
漁
村
の
持
続
的
な
発
展
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、活

用
可
能
な
農
山
漁
村
の
地
域
資
源
を
発
掘
し、
磨
き
上
げ
た
上
で
、他

分
野
と組

み
合
わ
せ
、

新
た
な
事
業
を
起
こす
取
組
（
農
山
漁
村
発
イノ
ベ
ー
シ
ョン
）
の
展
開
に
よ
り、
所
得
と雇

用
機
会
を
拡
大
させ
る
こと
が
重
要
。

○
地
域
資
源
を
活
用
した
事
業
者
間
の
交
流
を
促
す

W
EB
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
の
構
築
・運
営
や
、新

た
な
事
業
に
関
す
る
情
報
発
信
等
を
支
援
す
る
こと
で
、

農
山
漁
村
で
新
た
な
事
業
を
起
こし
や
す
い
環
境
を
創
出
し、
「農
山
漁
村
発
イノ
ベ
ー
シ
ョン
」の
取
組
を
推
進
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
民
間
団
体
等

定
額

地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
事
業
を
促
進
す
る
交
流
促
進
・情
報
発
信

①
新
た
な
事
業
を
展
開
す
る
事
業
者
間
の
交
流
を
促
す

W
EB
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
の
構

築
・運
用
を
支
援
。

②
事
業
者
へ
の
周
知
及
び
地
域
関
係
者
の
理
解
を
促
す
た
め
に
、新

た
な
事
業
を
顕

彰
す
る
た
め
の
イベ
ン
トの
開
催
や
情
報
発
信
等
の
取
組
を
支
援
。

○
事
業
実
施
主
体

民
間
団
体
等

○
事
業
期
間

１
年
間

○
交
付
率

定
額

コミ
ュニ
テ
ィ機

能
自
分
の
ニ
ー
ズ
に

合
った
地
域
内
外
の

コミ
ュニ
テ
ィに
参
加

して
情
報
交
換

メ
ン
バ
ー
＆

支
援
者
検
索

全
国
の
同
業
者
や

地
域
の
起
業
者
・

支
援
団
体
・有
識

者
と繋

が
る

動
画
セ
ミナ
ー

起
業
や
事
業
拡
大

に
役
立
つ
セ
ミナ
ー

を
自
宅
で
受
講

○
W

EB
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
の
機
能

優
良
事
例
紹
介

全
国
各
地
の
起

業
・新
規
事
業
展

開
の
成
功
事
例
を

学
ぶ

イ
ベ
ン
ト
案
内

経
営
支
援
や
資

金
調
達
支
援
な
ど

様
々
な
イベ
ン
トの

情
報
を
入
手

・ビ
ジ
ネ
ス
コン
テ
ス
トを
開
催
し、
優
れ
た
ビジ
ネ
ス
プ
ラン
を
顕
彰

・起
業
者
間
の
情
報
交
換
に
よ
り、
ビジ
ネ
ス
プ
ラン
を
磨
き
上
げ

※
ビジ
ネ
ス
コン
テ
ス
トの
一
部
は
、「
デ
ィス
カバ
ー
農
山
漁
村
の
宝
」

の
情
報
発
信
と連

携
し、
双
方
の
ビジ
ネ
ス
の
知
恵
の
共
有
を
図
る
。

事
業
内
容

交
流
・学
習

切
磋
琢
磨

起
業
者
・起
業
希
望
者

W
EB
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム

地
域
の
他
の
事
業
者

農
林
水
産
省
・補
助
事
業
者

マ
ッチ
ン
グ

情
報
提
供
・引
き
合
わ
せ

起
業
支
援
組
織
等

サ
ポ
ー
ト

・施
策
等
の
情
報
発
信

・ネ
ット
ワ
ー
クの
構
築
支
援

・地
元
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
や
起
業
支
援

組
織
等
との
マ
ッチ
ン
グ
推
進

・起
業
支
援
団
体
、先

輩
起
業
者

・資
金
提
供
者

・専
門
家
（
デ
ザ
イナ
ー
、S

E等
）

・関
係
自
治
体

・関
係
省
庁

な
ど

①
事
業
者
間
の
交
流
を
促
す

W
EB
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

②
新
た
な
事
業
を
顕
彰
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

[お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
農
村
計
画
課

（
03

-6
74

4-
22

03
）

む
ら
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【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

9,
80

5（
9,

80
5）

百
万
円
の
内
数
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、中

山
間
地
農
業
ル
ネ
ッサ
ン
ス
事
業
の
地
域
別
農
業
振
興
計
画
を
深
化
させ
る
取
組
の
支
援
、農

業
者
等
の
更
な
る
発
展
や
継
承
に
向
け
た
課
題
の
把

握
・解
決
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト実

施
へ
の
支
援
及
び
、都

市
部
と農

村
部
の
連
携
強
化
・持
続
化
等
に
向
け
た
取
組
へ
の
支
援
を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

中
山
間
地
域
の
特
色
を
活
か
した
営
農
と所

得
の
確
保
に
取
り組

み
、事

業
目
標
を
達
成
した
地
区
の
創
出
（

35
0地

区
［
令
和
７
年
度
ま
で
］
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
中
山
間
地
農
業
ル
ネ
ッサ
ン
ス
推
進
事
業

①
中
山
間
地
域
の
特
色
を
い
か
し
た
創
意
工
夫
あ
ふ
れ
る
取
組
や
、地

域
の
所
得
向

上
に
向
け
た
計
画
を
深
化
させ
る
取
組
等
を
支
援
しま
す
。

②
元
気
な
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業

収
益
力
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
を
後
押
しす
る
こと
で
、全

国
の
取
組
の
見

本
とな
る
優
良
事
例
創
出
の
加
速
化
を
推
進
しま
す
。（

上
限

50
0万

円
/地
区
）

ア
高
収
益
作
物
の
生
産
（
実
証
ほ
場
設
置
、農

業
機
械
リー
ス
等
）

イ
高
付
加
価
値
化
・販
売
力
強
化
（
加
工
品
試
作
、販

売
促
進
活
動
等
）

ウ
棚
田
保
全
・振
興
に
向
け
た
取
組
（
棚
田
保
全
活
動
の
実
施
等
）

エ
複
合
経
営
の
実
践
（
セ
ミナ
ー
・研
修
開
催
、導

入
作
物
の
選
定
等
）

③
地
域
レ
ジ
リエ
ン
ス
強
化
事
業

平
常
時
か
ら中

山
間
地
域
と都

市
地
域
に
お
い
て
持
続
的
な
関
係
を
構
築
し、
自

然
災
害
の
よ
うな
不
測
の
事
態
が
生
じた
際
に
も
、都

市
地
域
の
避
難
民
受
け
入
れ

とい
った
災
害
時
の
円
滑
な
避
難
対
応
等
を
実
現
す
る
た
め
、地

域
レ
ジ
リエ
ン
ス
強

化
連
携
協
定
の
締
結
、協

定
に
基
づ
く活
動
を
支
援
しま
す
。（

上
限

50
0万

円
/

地
区
）

２
．
地
域
密
着
型
農
業
者
等
サ
ポ
ー
ト
体
制
強
化
事
業

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、特

色
あ
る
農
業
者
や
農
村
の
課
題
を
解
決
す
る
サ
ポ
ー
ト

組
織
（
地
域
協
議
会
等
）
に
地
域
に
精
通
した
コー
デ
ィネ
ー
ター
を
配
置
す
る
な
ど

地
元
密
着
型
の
支
援
体
制
を
整
備
・強
化
しま
す
。
（
上
限

50
0万

円
/地
区
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
地
域
振
興
課
（

03
-3

50
2-

83
59
）

農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
うち

中
山
間
地
農
業
推
進
対
策

２
．
地
域
密
着
型
農
業
者
等
サ
ポ
ー
ト
体
制
強
化
事
業

１
．
中
山
間
地
農
業
ル
ネ
ッサ
ン
ス
推
進
事
業

○
地
域
レ
ジ
リエ
ン
ス
強
化
事
業

通
販
・移
動
販
売
に
よ
る
農
産
物
の
販
売

消
費
・援
農

都
市
部

直
売
・移
動
販
売

に
よ
る
農
産
物
購
入

○
元
気
な
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業

都
市
部
・農
村
部
の
連
携
強
化

地
域
産
品
の
取
引
拡
大
、災

害
時
の
連
携
体
制
整
備
、

都
市
と農

村
の
交
流
機
会
の
確
保
に
関
す
る
協
定
締
結

民
間
団
体
と連

携
した

災
害
時
の
安
定
供
給

農
産
物
情
報
の

IC
T化

（
需
給
マ
ッチ
ン
グ
等
）

複
合
経
営
に
向
け
た
研
修
、

導
入
作
物
の
選
定

複
合
経
営
の
実
践

受
け
入
れ
先
の

可
能
性
調
査

避
難
先
の

簡
易
補
修
、整

備

棚
田
保
全
・振
興

棚
田
を
望
む
東
屋

実
証
ほ
場
の
設
置

高
収
益
作
物
の
生
産

加
工
品
の
試
作

高
付
加
価
値
化

・販
売
力
強
化

災
害
時
の
避
難
受
入

農
村
部

※
下
線
部
は
拡
充
内
容

定
額

国
市
町
村
、地

域
協
議
会

都
道
府
県

定
額

定
額

都
道
府
県

農
産
物
生
産
情
報
か
ら

地
域
農
産
物
の
購
入

72



＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

78
4（

78
4）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

山
村
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、山

村
の
特
色
あ
る
地
域
資
源
の
活
用
等
を
通
じた
所
得
・雇
用
の
増
大
を
図
る
取
組
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

中
山
間
地
域
の
特
色
を
活
か
した
営
農
と所

得
の
確
保
に
取
り組

み
、事

業
目
標
を
達
成
した
地
区
の
創
出
（

35
0地

区
［
令
和
７
年
度
ま
で
］
）

農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
うち

山
村
活
性
化
支
援
交
付
金

１
．
山
村
活
性
化
対
策
事
業

山
村
振
興
法
に
基
づ
き
指
定
され
た
振
興
山
村
に
お
い
て
、農

林
水
産
物
等
の
消
費
の
拡
大

や
域
外
へ
の
販
売
促
進
、付

加
価
値
の
向
上
等
を
通
じた
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

山
村
の
特
色
あ
る
地
域
資
源
の
潜
在
力
を
再
評
価
し、
そ
れ
らを
地
域
ぐる
み
で
活
用
す
る
た
め

の
ソ
フト
活
動
（
組
織
・体
制
づ
くり
、人

材
育
成
、付

加
価
値
向
上
等
を
図
る
取
組
の
試
行
実

践
等
）
を
支
援
しま
す
。

○
交
付
率
：
定
額
（
１
地
区
当
た
り上

限
1,

00
0万

円
）

○
事
業
実
施
主
体
：
市
町
村
等

○
実
施
期
間
：
上
限
３
年

○
対
象
地
域
：
山
村
振
興
法
に
基
づ
き
指
定
され
た
振
興
山
村

※
山
村
振
興
計
画
が
策
定
され
て
い
る
こと

２
．
商
談
会
開
催
事
業

バ
イヤ
ー
との
商
談
会
や
山
村
の
地
域
資
源
を
活
用
した
商
品
の

W
EB
サ
イト
を
用
い
た
マ
ッチ

ン
グ
等
を
開
催
し、
販
路
開
拓
を
支
援
しま
す
。

○
交
付
率
：
定
額

○
事
業
実
施
主
体
：
民
間
企
業
等

○
実
施
期
間
：
１
年

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
定
額

市
町
村
、地

域
協
議
会

○
１
の
事
業
を
実
施
す
る
場
合

○
２
の
事
業
を
実
施
す
る
場
合

国
民
間
企
業
等

定
額

（
１
）
地
域
資
源
の
賦
存
状
況
・利
用
形
態
等
の
調
査

資
源
量
調
査
、文

献
調
査
、聞

き
取
り調

査
地
域
資
源
の
管
理
・保
全
形
態
等
調
査

等

（
２
）
地
域
資
源
を
地
域
ぐる
み
で
活
用
す
る
た
め
の

合
意
形
成
、組

織
づ
くり
、人

材
育
成

住
民
意
向
調
査
、体

制
づ
くり
の
た
め
の
地
域
住
民
に
よ
る

ワ
ー
クシ
ョッ
プ
開
催

資
源
活
用
の
推
進
体
制
・組
織
の
整
備
、実

施
計
画
づ
くり

技
術
研
修
会
等
の
開
催

等

マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
調
査
、地

場
農
林
水
産
物
を
使
った
地
域
産
品
づ
くり

既
存
の
直
売
所
等
と連

携
した
販
売
促
進
、地

域
ブ
ラン
ドづ
くり

商
品
パ
ッケ
ー
ジ
等
の
デ
ザ
イン
検
討

等

商
談
会
開
催
事
業

山
村
地
域
の
参
加
者
とバ
イヤ
ー
等
との
商
談
会

の
開
催
・運
営
及
び

W
EB
上
で
の
マ
ッチ
ン
グ

商
談
会
開
催
後
の
フォ
ロー
ア
ップ

等

農
林
水
産
業
を
核
とし
た
山
村
の
所
得
・雇
用
の
増
大

に
向
け
た
取
組
の
推
進

現
地
調
査

合
意
形
成
・計
画
づ
くり

地
域
産
品
の
加
工
及
び
商
品
化

（
３
）
特
色
あ
る
地
域
資
源
の
域
内
で
の
消
費
拡
大
や
域
外
へ
の

販
売
促
進
、付

加
価
値
向
上
等
を
図
る
取
組
の
試
行
実
践

山 村 活 性 化 対 策 事 業

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

農
村
振
興
局
地
域
振
興
課
（

03
-6

74
4-

24
98
）

商
談
会
の
開
催
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農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
うち

最
適
土
地
利
用
対
策

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

9,
80

5（
9,

80
5）

百
万
円
の
内
数
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
村
に
お
け
る
所
得
向
上
、雇

用
創
出
な
ど、
地
域
コミ
ュニ
テ
ィ機
能
の
維
持
・強
化
に
向
け
て
、地
域
ぐる
み
の
話
合
い
を
通
じ
、重
要
な
地
域
資
源
で
あ
る
農
地
の
有
効
活
用

や
粗
放
的
な
利
用
に
よ
る
モ
デ
ル
的
な
取
組
を
支
援
し
、土
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

地
域
コミ
ュニ
テ
ィ機
能
の
維
持
や
強
化
に
取
り組

み
、事

業
目
標
を
達
成
した
地
区
数
（

10
0地

区
［
令
和
８
年
度
ま
で
］
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
農
地
等
活
用
推
進
事
業

市
町
村
や
地
域
協
議
会
等
が
、重
要
な
地
域
資
源
で
あ
る
農
地
等
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、

地
域
ぐる
み
の
話
合
い
を
通
じ
、生

産
基
盤
や
周
辺
環
境
を
整
備
す
る
な
ど、
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
農
業
の
展
開
や
、地
域
資
源
の
付
加
価
値
向
上
を
推
進
しま
す
。

ア
専
門
家
を
入
れ
た
話
合
い
や
地
域
の
特
性
を
活
か
した
整
備
計
画
の
策
定

イ
水
田
の
畑
地
化
や
高
収
益
作
物
の
導
入
等
に
係
る
農
地
の
簡
易
な
整
備

ウ
簡
易
ハ
ウ
ス
や
簡
易
トイ
レ
等
農
業
参
入
しや
す
い
環
境
の
整
備

２
．
低
コ
ス
ト
土
地
利
用
支
援
事
業

市
町
村
や
地
域
協
議
会
等
が
、重
要
な
地
域
資
源
で
あ
る
農
地
等
を
低
コ
ス
ト
で
維
持
す
る

た
め
、粗
放
的
な
利
用
（
放
牧
や
環
境
保
全
効
果
が
期
待
さ
れ
る
蜜
源
対
策
等
）
に
よ
る

モ
デ
ル
的
な
取
組
を
支
援
す
る
とと
も
に
、感

染
症
の
流
行
な
どに
よ
る
食
料
不
足
等
の
有
事
を
想

定
し、
当
該
農
地
の
生
産
性
や
有
用
性
を
検
証
しま
す
。

①
粗
放
的
農
地
利
用
型

ア
専
門
家
を
入
れ
た
話
合
い
や
粗
放
的
利
用
に
係
る
土
地
利
用
計
画
の
策
定

イ
粗
放
的
利
用
を
行
うた
め
の
農
地
の
刈
払
い
や
電
牧
柵
等
条
件
整
備

ウ
蜜
源
作
物
の
種
苗
費
や
省
力
化
機
器
の
導
入
等
粗
放
的
利
用
の
実
証
に
必
要
な
経
費

②
生
産
性
検
証
（
食
料
自
給
力
確
保
）
型

ア
専
門
家
を
入
れ
た
有
事
を
想
定
した
安
定
的
な
食
料
生
産
の
実
証
計
画
の
策
定

イ
食
料
生
産
の
実
証
に
必
要
とな
る
土
壌
改
良
や
簡
易
な
施
設
整
備

ウ
食
料
生
産
の
実
証
に
必
要
とな
る
生
産
コス
トや
流
通
コス
ト等

へ
の
支
援

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
、地

域
協
議
会
等

市
町
村
、地

域
協
議
会
等

1/
2、
定
額
等

定
額

（
１
、２

①
の
事
業
）

（
２
②
の
事
業
）

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

農
村
振
興
局
地
域
振
興
課
（

03
-6

74
4-

26
65
）

農 村 に お け る 多 様 な 土 地 利 用 方 策 の 取 組 支 援

水
田
の
畑
地
化

（
畦
畔
除
去
、
客
土
を
実
施
し

最
適
土
地
利

樹
園
地
団
地
化

（
荒
廃
農
地
の
解
消
後
樹
園
地
化
）

最
適
土
地
利
用
整
備
事
業放
牧
管
理
ゾ
ー
ン

（
畜
舎
建
設
等
生
産
対
策
を
併
せ
て
実
施
）

集
積

鳥
獣
害
緩
衝
帯
ゾ
ー
ン

【専
門
家
を
入
れ
た
話
合
い
】

【土
地
利
用
計
画
、整

備
計
画
の
策
定
】

【農
地
の
簡
易
な
整
備
】

【蜜
源
作
物
の
取
組
】

【放
牧
の
取
組
】

【高
収
益
作
物
の
導
入
】

【生
産
性
の
検
証
】

農
村
に
お
け
る
所
得
向
上
、雇

用
創
出
な
ど、
地
域
コミ
ュニ
テ
ィ機
能
の
維
持
・強
化

【景
観
作
物
の
取
組
】
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農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
うち

農
泊
の
推
進

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

9,
80

5（
9,

80
5）

百
万
円
の
内
数
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
山
漁
村
の
活
性
化
と所
得
向
上
を
図
る
た
め
、地

域
に
お
け
る
実
施
体
制
の
構
築
、観
光
コン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
、多
言
語
対
応
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
対
応
等
の
利
便
性
向
上
、

滞
在
施
設
等
の
整
備
等
を
一
体
的
に
支
援
す
る
とと
も
に
、国
内
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
た
め
の
専
門
家
派
遣
等
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

都
市
と農

山
漁
村
の
交
流
人
口
の
増
加
（

1,
54

0万
人
［
令
和
７
年
度
ま
で
］
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
農
泊
推
進
事
業

①
農
泊
の
推
進
体
制
構
築
や
魅
力
あ
る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
、新

た
な
取
組
に
必
要
な
人
材
確
保
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入

環
境
の
整
備
等
を
支
援
しま
す
。

【事
業
期
間
：
２
年
間
、交

付
率
：
定
額
（
上
限

50
0万

円
/年
等
）
】

②
実
施
体
制
が
構
築
され
た
農
泊
地
域
を
対
象
に
、多

言
語
対
応
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
受
入
対
応
、地
元
食
材
・景
観
等
を
活

用
し
た
高
付
加
価
値
コン
テ
ン
ツ
開
発
等
を
支
援
しま
す
。

【事
業
期
間
：
上
限
２
年
間
、交

付
率
：

1/
2等

】
２
．
施
設
整
備
事
業

①
農
泊
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
とな
る
古
民
家
等
を
活
用
し
た
滞
在
施
設
、一

棟
貸
し
施
設
、体

験
・交
流
施
設
の
整
備
や
、

活
性
化
計
画
に
基
づ
く農
産
物
販
売
施
設
等
の
整
備
を
支
援
しま
す
。

（
活
性
化
計
画
に
基
づ
か
な
い
事
業
）

【事
業
期
間
：
２
年
間
、交

付
率
：

1/
2（

上
限

2,
50

0万
円
、5

,0
00
万
円
、１

億
円
）
】

（
活
性
化
計
画
に
基
づ
く事
業
）

【事
業
期
間
：
原
則
３
年
間
、交

付
率
：

1/
2等

】
②

地
域
内
で
営
ま
れ
て
い
る
個
別
の
宿
泊
施
設
の
改
修
を
支
援
しま
す
。（

農
家
民
泊
か
ら農

家
民
宿
へ
転
換
す
る
場
合
、促

進
費
の
活
用
可
能
）
【事
業
期
間
：
１
年
間
、交

付
率
：

1/
2（

上
限

1,
00

0万
円

/経
営
者
、5

,0
00
万
円

/地
域
）
】

３
．
広
域
ネ
ット
ワ
ー
ク
推
進
事
業

戦
略
的
な
国
内
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
、農

泊
を
推
進
す
る
上
で
の
課
題
を
抱
え
る
地
域
へ
の
専
門
家
派
遣
・指
導
、農

泊
の
成
果
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
等
の
調
査
を
行
う取

組
等
を
支
援
しま
す
。【
事
業
期
間
：
１
年
間
、交

付
率
：
定
額
】

＜
事
業
の
流
れ
＞

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
都
市
農
村
交
流
課
（

03
-3

50
2-

59
46
）

国
農
林
漁
業
者
の

組
織
す
る
団
体
等

1/
2

定
額
、1

/2

（
３
の
事
業
）

交
付

定
額

中
核
法
人
等

地
域
協
議
会
、D

M
O
（
観
光
地
域
づ
くり
法
人
）
等

地
方
公
共
団
体

民
間
企
業
等

1/
2等

（
１
の
事
業
）

（
２
の
事
業
）

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
環
境
の
整
備

トイ
レ
の
洋
式
化

W
i-F

i環
境
の
構
築

多
言
語
へ
の
対
応

課
題
に
応
じた
専
門
家
の
派
遣
・指
導

古
民
家
を
活
用
した
滞
在
施
設

地
元
食
材
・景
観
等
を
活
用
した
高
付
加
価
値
コン
テ
ン
ツの
開
発

※
下
線
部
は
拡
充
内
容
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農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
うち

農
福
連
携
の
推
進

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

9,
80

5（
9,

80
5）

百
万
円
の
内
数
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
福
・林
福
・水
福
連
携
の
一
層
の
推
進
に
向
け
、障
害
者
等
の
農
林
水
産
業
に
関
す
る
技
術
習
得
、障

害
者
等
の
雇
用
・就
労
に
配
慮
した
生
産
・加
工
・販
売
施
設
の
整
備
、

全
国
的
な
展
開
に
向
け
た
普
及
啓
発
、現

場
の
課
題
に
即
した
都
道
府
県
の
取
組
等
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

農
福
連
携
に
取
り組

む
主
体
を
新
た
に
創
出
（

3,
00

0件
［
令
和
６
年
度
ま
で
］
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
農
福
連
携
支
援
事
業

農
福
・林
福
・水
福
連
携
の
取
組
に
お
い
て
、障

害
者
や
生
活
困
窮
者
等
の
農
林
水
産
業
に
関
す
る
技
術
習
得

や
作
業
工
程
の
マ
ニ
ュア
ル
化
等
を
支
援
しま
す
。

【事
業
期
間
：
２
年
間
、交
付
率
：
定
額
（
上
限

15
0万

円
等
）
】

２
．
農
福
連
携
整
備
事
業

障
害
者
等
の
雇
用
・就
労
に
配
慮
し
た
農
林
水
産
業
用
施
設
（
農
業
生
産
施
設
、苗

木
生
産
施
設
、水

産
養

殖
施
設
等
）
及
び
安
全
・衛
生
面
に
か
か
る
付
帯
施
設
等
の
整
備
を
支
援
しま
す
。

【事
業
期
間
：
２
年
間
、交
付
率
：

1/
2（

上
限

1,
00

0万
円
、2

,5
00
万
円
等
）
】

３
．
普
及
啓
発
等
推
進
対
策
事
業

①
普
及
啓
発
等
推
進
事
業

農
福
・林
福
・水
福
連
携
の
全
国
的
な
展
開
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
等
を
支
援
しま
す
。

【事
業
期
間
：
１
年
間
、交
付
率
：
定
額
（
上
限

1,
00

0万
円
等
）
】

②
都
道
府
県
支
援
事
業

都
道
府
県
が
実
施
す
る
農
林
漁
業
者
向
け
の
普
及
啓
発
、農

福
・林
福
・水
福
連
携
の
定
着
に
向
け
た
専
門

人
材
の
育
成
等
、現

場
の
課
題
に
即
した
取
組
を
支
援
しま
す
。

【事
業
期
間
：
２
年
間
、交
付
率
：
定
額
（
上
限

50
0万

円
）
】

＜
事
業
の
流
れ
＞

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
都
市
農
村
交
流
課
（

03
-3

50
2-

00
33
）

農
業
生
産
施
設

（
水
耕
栽
培
ハ
ウ
ス
）

加
工
処
理
施
設

養
殖
施
設

苗
木
生
産
施
設

人
材
育
成
研
修

・食
料
産
業
・６
次
産
業
化
交
付
金

・強
い
農
業
・担
い
手
づ
くり
総
合
支
援
交
付
金

・農
業
人
材
力
強
化
総
合
支
援
事
業

・林
業
・木
材
産
業
成
長
産
業
化
促
進
対
策

・水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

等

（
関
連
事
業
）
優
先
採
択
等
の
優
遇
措
置
を
実
施

農
産
加
工
の
実
践
研
修

養
殖
籠
補
修
、木

工
技
術
習
得

作
業
マ
ニ
ュア
ル
作
成

普
及
啓
発
に
係
る
取
組

（
３
の
事
業
）

国
農
業
法
人
、社

会
福
祉
法
人
、民

間
企
業
等

1/
2

（
２
の
事
業
）

（
１
の
事
業
）

都
道
府
県
、民

間
企
業
等

農
業
法
人
、社

会
福
祉
法
人
、民

間
企
業
等

定
額

定
額

※
下
線
部
は
拡
充
内
容
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農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
うち

農
山
漁
村
活
性
化
整
備
対
策

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

9,
80

5（
9,

80
5）

百
万
円
の
内
数
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

農
山
漁
村
活
性
化
法
に
基
づ
き
、都

道
府
県
又
は
市
町
村
が
策
定
した
農
山
漁
村
に
お
け
る
定
住
・交
流
の
促
進
、農
業
者
の
所
得
向
上
や
雇
用
の
増
大
を
図
る
た
め
の
活
性

化
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、農
産
物
加
工
・販
売
施
設
、地
域
間
交
流
拠
点
等
の
整
備
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
農
山
漁
村
に
お
け
る
施
設
整
備
に
よ
る
雇
用
者
数
の
増
加
（

30
0人

［
令
和
５
年
度
ま
で
］
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

○
過
疎
化
の
進
行
等
、地

域
に
お
け
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、都
道
府
県
や
市
町
村
が
計

画
主
体
とな
り、
農
山
漁
村
に
お
け
る
定
住
促
進
、農

業
者
の
所
得
向
上
や
雇
用
の
増
大
等
、

農
山
漁
村
の
活
性
化
の
た
め
の
目
標
等
を
定
め
た
活
性
化
計
画
を
策
定
。

○
活
性
化
計
画
に
定
め
た
目
標
の
達
成
に
向
け
、農
産
物
加
工
・販
売
施
設
、地
域
間
交
流

拠
点
等
の
整
備
を
交
付
金
に
よ
り支

援
しま
す
。

１
．
農
山
漁
村
定
住
促
進
対
策
型

○
地
域
産
物
の
販
売
額
の
増
加
、雇

用
者
数
の
増
加
な
どを
目
標
とし
て
、農
山
漁
村
の
定

住
促
進
を
図
る
目
的
で
実
施
す
る
も
の
。

（
例
）
集
出
荷
・貯
蔵
・加
工
施
設
、低

コス
ト耐

候
性
ハ
ウ
ス
な
ど

２
．
農
山
漁
村
交
流
対
策
型

○
交
流
人
口
の
増
加
、滞

在
者
数
の
増
加
な
どを
目
標
とし
て
、農
山
漁
村
と都

市
との
交
流

を
図
る
目
的
で
実
施
す
る
も
の
。

（
例
）
農
作
業
の
体
験
施
設
、廃

校
を
利
用
した
交
流
施
設
な
ど

○
計
画
主
体

都
道
府
県
、市

町
村

○
事
業
実
施
主
体

都
道
府
県
、市

町
村
、農

林
漁
業
者
の
組
織
す
る
団
体
等

○
事
業
期
間

原
則
３
年
間
（
最
大
５
年
間
）

○
交
付
率

1/
2等

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
地
方
公
共
団
体

農
林
漁
業
者
の

組
織
す
る
団
体
等

交
付

1/
2等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
地
域
整
備
課
（

03
-3

50
1-

08
14
）

集
出
荷
・貯
蔵
・加
工
施
設

農
産
物
直
売
所

地
元
食
材
を
使
用
した
レ
ス
トラ
ン

農
作
業
の
体
験
施
設

低
コス
ト耐

候
性
ハ
ウ
ス

廃
校
を
利
用
した
交
流
施
設
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農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
うち

情
報
通
信
環
境
整
備
対
策

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

9,
80

5（
9,

80
5）

百
万
円
の
内
数
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

人
口

減
少

、高
齢

化
が

進
行

す
る

農
村

地
域

に
お

い
て

、農
業

水
利

施
設

、農
業

集
落

排
水

施
設

等
の
農
業
農
村
イ
ン
フラ
の
管
理
の
省
力
化
・高
度
化

を
図

る
とと

も
に

、地
域

活
性
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
装
を
促
進

す
る

た
め

、情
報

通
信

環
境

の
整

備
を

支
援

しま
す

。

＜
事
業
目
標
＞

農
業

農
村

イン
フラ

の
管

理
省

力
化

等
を

図
る

情
報

通
信

環
境

の
整

備
に

取
り組

み
、事

業
目

標
を

達
成

した
地

区
の

創
出

（
50

地
区

［
令

和
７

年
度

ま
で

］
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
計
画
策
定

情
報

通
信

環
境

に
係

る
調
査
、計

画
策
定

を
支

援
しま

す
。

２
．
情
報
通
信
環
境
整
備

①
農
業
農
村
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
の
省
力
化
・高
度

化
に
必
要
な
光
フ
ァイ
バ
、無

線
基
地
局
等
の
情

報
通
信
施
設
の
整
備

を
支

援
しま

す
。

②
①

の
情

報
通

信
施

設
を
地
域
活
性
化
や
ス
マ
ー

ト
農
業
に
有
効
利
用
す
る
た
め
の
附
帯
設
備
の
整

備
を

支
援

しま
す

。

＜
事
業
の
流
れ
＞

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
農

村
振

興
局

地
域

整
備

課
（

03
-6

74
4-

22
09

）

排
水

機
場

ファ
ー

ム
ポ

ン
ド

P

給
水

栓
・落

水
口

分
水

ゲ
ー

ト

光
ファ

イバ

水
位

・流
量

パ
イプ

ライ
ン

鳥
獣

罠
セ

ン
サ

ー

頭
首

工

た
め

池

P

無
線

基
地

局

無
線

基
地

局

農
道

橋

公
衆

無
線

LA
N

排
水

路

ハ
ウ

ス
環

境
計

測

揚
水

機
場

活
性

化
施

設
の

公
衆

無
線

LA
N

農
作

業
体

験
施

設

林
間

広
場

施
設

※
 無

線
基

地
局

は
地

域
の

実
状

を
踏

ま
え

て
適

切
な

通
信

規
格

（
LP

W
A、

BW
A、

W
i-F

i等
）

を
選

定

直
売

所

自
動

走
行

農
機

（
VR

S利
用

）

地
域
活
性
化
・

ス
マ
ー
ト
農
業

集
落

農
業

体
験

等
で

の
活

用

地
域
活
性
化 鳥

獣
罠

セ
ン

サ
ー

農
業
農
村
イ
ン
フラ
の
管
理
の
省
力
化
・高
度
化

集
落

排
水

無
線

基
地

局

活
性

化
施

設
の

公
衆

無
線

LA
N

無
線

基
地

局

自
動

走
行

農
機

で
の

活
用

ス
マ
ー
ト
農
業

分
水

ゲ
ー

トの
監

視
・制

御
農

道
橋

の
監

視
集

落
排

水
施

設
の

監
視

排
水

機
場

の
監

視
・制

御

国
都

道
府

県

都
道

府
県

市
町

村
等

定
額

、1
/2

等

定
額

、1
/2

等
定

額
、1

/2
等
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

9,
80

5（
9,

80
5）

百
万
円
の
内
数
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

都
市
部
で
の
農
業
体
験
等
に
よ
る
交
流
を
通
じ
た
都
市
住
民
と共

生
す
る
農
業
経
営
の
実
現
を
図
る
取
組
や
都
市
農
地
の
貸
借
に
よ
る
次
世
代
の
担
い
手
づ
くり
の
取
組
に
加
え

て
、農
地
の
周
辺
環
境
対
策
、災
害
時
の
避
難
地
とし
て
の
活
用
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

都
市
農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
貸
借
され
た
農
地
面
積
（

25
5h

a［
令
和
６
年
度
ま
で
］
）

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

農
村
振
興
局
都
市
農
村
交
流
課
（

03
-3

50
2-

59
48
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
定
額

民
間
団
体
、地

域
協
議
会
、

市
区
町
村
、Ｊ

Ａ
、N

PO
法
人
等

２
．
都
市
農
業
共
生
推
進
等
地
域
支
援
事
業

①
通
常
型

ア
都
市
住
民
と共

生
す
る
農
業
経
営
へ
の
支
援
策
の
検
討
や
都
市

農
業
の
機
能
に
つ
い
て
の
理
解
醸
成
、市

民
農
園
、体

験
農
園
の

附
帯
施
設
の
整
備
や
都
市
農
地
の
周
辺
環
境
対
策
等
の
取
組

イ
都
市
農
業
者
と都

市
住
民
が
直
接
ふ
れ
あ
うマ
ル
シ
ェ等

の
開
催
に

よ
る
交
流
促
進
の
た
め
の
取
組

ウ
都
市
農
業
の
多
様
な
機
能
の
一
つ
で
あ
る
防
災
機
能
の
維
持
・強

化
等
の
取
組

等
を
支
援
しま
す
。

②
都
市
農
業
イン
キ
ュベ
ー
シ
ョン
型

上
記
①
の
うち
、特

に
、都
市
農
地
貸
借
法
を
活
用
した
次
世
代
の

担
い
手
づ
くり
の
先
進
的
な
取
組
を
優
先
的
に
支
援
しま
す
。

都
市
農
業
ア
ドバ
イザ
ー
の
派
遣

都 市 農 業 共 生 推 進 等 地 域 支 援都 市 農 業 機 能 発 揮 支 援

都
市
農
地
に
関
す
る
税
制
度
や
相
続
に

関
す
る
講
習
会
の
開
催

都
市
農
業
に
対
す
る
都
市
住
民
の
理
解
醸
成
や
農
業
・

農
山
漁
村
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
の
情
報
発
信

都
市
住
民
との
交
流
促
進

都
市
住
民
と共

生
す
る
農
業
経
営

へ
の
支
援
策
の
検
討

体
験
農
園
の
附
帯
施
設
、都

市
農
地
の
周
辺
環
境
対
策

防
災
機
能
の
維
持
・強
化

都
市
部
で
の
マ
ル
シ
ェ等
の
開
催

防
災
訓
練
や
防
災
兼
用
井
戸
の

整
備

都
市
の
農
業
体
験
農
園

都
市
住
民
の
農
作
業
体
験

１
．
都
市
農
業
機
能
発
揮
支
援
事
業

都
市
農
業
が
有
す
る
多
様
な
機
能
を
活
用
し
た
取
組
を
支
援
す
る
た
め

の
都
市
農
業
等
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、都

市
農
業
を
持
続
的
に
経
営

して
い
くた
め
の
税
制
度
・相
続
等
の
講
習
会
の
開
催
、都

市
住
民
を
は
じ

め
とす
る
国
民
の
都
市
農
業
に
対
す
る
理
解
醸
成
や
農
業
・農
山
漁
村
へ

の
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
の
効
果
的
な
情
報
発
信
等
の
取
組
等
、都

市
農
業
の
機
能
発
揮
の
た
め
の
全
国
に
向
け
た
取
組
を
支
援
しま
す
。

●
通
常
型

●
都
市
農
業
イ
ン
キ
ュベ
ー
シ
ョン
型

都
市
農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く都
市
農
地
の
貸

借
に
よ
る
次
世
代
の
担
い
手
の
育
成
や
経
営
拡
大
に
向
け
た
取
組
に
対
し、

加
点
措
置
に
よ
る
優
先
採
択
を
実
施

貸
借

都
市
農
業
者

（
担
い
手
）

農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
うち

都
市
農
業
機
能
発
揮
対
策

※
下
線
部
は
拡
充
内
容
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鳥
獣
被
害
防
止
対
策
とジ
ビ
エ
利
活
用
の
推
進

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

野
生
鳥
獣
被
害
の
深
刻
化
・広
域
化
に
対
応
す
る
た
め
、捕
獲
活
動
の
抜
本
的
強
化
の
取
組
や
、ジ
ビ
エ
フル
活
用
に
向
け
た
取
組
等
を
支
援
しま
す
。ま
た
、シ
カ被

害
の
甚
大

化
を
防
止
す
る
た
め
の
林
業
関
係
者
に
よ
る
捕
獲
効
率
向
上
対
策
や
新
技
術
の
開
発
・実
証
、国

土
保
全
の
た
め
の
捕
獲
事
業
等
を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
農
作
物
被
害
を
及
ぼ
す
シ
カ、
イノ
シ
シ
、サ
ル
の
対
策
強
化
（
生
息
頭
数
等
を
平
成

23
年
度
か
ら半

減
（
シ
カ、
イノ
シ
シ
で
約

20
0万

頭
）
［
令
和
５
年
度
ま
で
］
）

○
野
生
鳥
獣
の
ジ
ビエ
利
用
量
の
拡
大
（
令
和
元
年
度
か
ら倍

増
（

4,
00

0t
）
［
令
和
７
年
度
ま
で
］
）

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金

11
,0

05
（

10
,0

10
）
百
万
円

市
町
村
が
作
成
した
「被
害
防
止
計
画
」に
基
づ
く取
組
等
を
総
合
的
に
支
援
しま
す
。

①
侵
入
防
止
柵
、焼

却
施
設
、捕

獲
高
度
化
施
設
等
の
整
備
※

②
捕
獲
活
動
の
抜
本
的
強
化
・地
域
ぐる
み
の
被
害
防
止
活
動

ア
捕
獲
活
動
経
費
の
直
接
支
援

イ
捕
獲
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
、I

CT
を
活
用
した
ス
マ
ー
ト捕

獲
等
の
取
組
を
支
援

〔限
度
額
内
で
定
額
支
援
〕

ウ
都
道
府
県
が
行
う広

域
捕
獲
活
動
、新

技
術
実
証
活
動
等
を
支
援

〔2
,3

00
万
円
以
内
を
定
額
支
援
〕

③
ジ
ビ
エ
フル
活
用
に
向
け
た
取
組

ア
利
用
可
能
な
個
体
の
フル
活
用
体
制
構
築
に
向
け
た
、処

理
加
工
施
設
や
ジ
ビエ
カー
、簡
易
な
一
次

処
理
施
設
等
の
整
備
※
〔1

/2
以
内
〕

イ
放
射
性
物
質
に
よ
る
出
荷
制
限
解
除
に
向
け
た
検
査
費
用
の
支
援

〔限
度
額
内
で
定
額
支
援
〕

ウ
捕
獲
者
・処
理
加
工
施
設
・実
需
者
等
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
方
式
の
導
入

エ
ジ
ビエ
の
全
国
的
な
需
要
拡
大
の
た
め
、プ
ロモ
ー
シ
ョン
等
へ
の
取
組
を
支
援

〔定
額
支
援
〕

２
．
シ
カ
等
に
よ
る
森
林
被
害
緊
急
対
策
事
業

12
9（

16
0）

百
万
円

①
シ
カ被

害
の
甚
大
化
を
防
止
す
る
た
め
の
林
業
関
係
者
に
よ
る
捕
獲
効
率
向
上
対
策
や

IC
T等

を
活
用

した
新
技
術
の
開
発
・実
証
、国

有
林
野
内
で
国
土
保
全
の
た
め
の
捕
獲
事
業
を
実
施

②
顕
在
化
しつ
つ
あ
る
ノウ
サ
ギ
被
害
の
対
策
手
法
の
検
討
を
実
施

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

地
域
協
議
会

民
間
団
体
等

交
付

1/
2以

内
等

捕
獲
活
動
経
費
の

直
接
支
援

刈
り払

い
等
に
よ
る
生

息
環
境
管
理

侵
入
防
止
柵
の
設
置
や

捕
獲
機
材
の
導
入

〔総
合
的
な
鳥
獣
対
策
・ジ
ビ
エ
利
活
用
へ
の
支
援
〕

処
理
加
工
施
設
等
の

整
備

処
理
加
工
施
設
等
で

の
人
材
育
成

③
捕
獲
か
ら
販
売
ま
で
一
体
とな
った
活
動
へ
の
支
援

等

国
民
間
団
体
等

交
付

（
①
、②

、③
ア
イウ
の
事
業
）

（
③
エ
の
事
業
）

※
は
地
域
協
議
会
の
構
成
員
も
可

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
（
１
の
事
業
）
農
村
振
興
局
鳥
獣
対
策
・農
村
環
境
課
鳥
獣
対
策
室
（

03
-3

59
1-

49
58
）

（
２
の
事
業
）
林
野
庁
研
究
指
導
課
森
林
保
護
対
策
室

（
03

-3
50

2-
10

63
）

国
都
道
府
県
等

＜
事
業
の
流
れ
＞

定
額

（
①
の
事
業
）

国
民
間
団
体
等

（
②
の
事
業
）

※
国
有
林
に
お
い
て
は
、直

轄
で
実
施

委
託

〔ジ
ビ
エ
フル
活
用
に
向
け
た
取
組
〕

①
捕
獲
頭
数
の
増
加
に
応
じ
た
活
動
経
費
の
支
援

②
捕
獲
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
支
援

①
利
用
可
能
な
個
体
の
フル
活
用
体
制
構
築

②
放
射
性
物
質
影
響
地
域
に
お
け
る
支
援

〔捕
獲
活
動
の
抜
本
的
強
化
〕

地
域
の
農
業
者
や
農
業
関
連
団
体
、

若
者
等
で
捕
獲
サ
ポ
ー
ト体

制
を
構
築

簡
易
な
一
次
処
理
施
設
や

残
渣
処
理
施
設
等
の
整
備

よ
る
処
理
体
制
の
構
築

出
荷
制
限
解
除
に
向
け

た
検
査
費
用
の
支
援

捕
獲
者
・処
理
加
工
施
設
・

実
需
者
等
に
よ
る
コン
ソ
ー
シ

ア
ム
方
式
の
導
入

集
荷

処
分

処
理
・加
工

・シ
カ・
イノ
シ
シ
の
平
均
捕
獲
頭
数
以
上
の
捕
獲
に
対
して
、

最
大

3,
00

0円
を
上
乗
せ
支
援

（
実
施
イメ
ー
ジ
）

・成
果
を
あ
げ
た
協
議
会
を
表
彰
し、
活
動
経
費
を
支
援

（
1/

2以
内
、直
営
施
工
の
場
合
は
定
額
支
援
）

（
獣
種
等
に応

じた
上
限
単
価
以
内
で
の
定
額
支
援
・捕
獲
頭
数
の
増
加
に
応
じた
上
乗
せ
支
援
）

〔国
土
保
全
の
た
め
の
捕
獲
〕

〔I
CT
等
を
活
用
した
新
技
術
の
開
発
・実
証
〕

捕
獲
に
よ
り植

生
へ
の
食
害
・

表
土
侵
食
を
防
止

〔捕
獲
効
率
の
向
上
〕

赤
外
線
セ
ン
サ
ー
に
よ
る

群
れ
の
探
査

狩
猟
熟
練
者
の
技
能
、

新
技
術
の
活
用

・多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
の
うち
多
面
的
機
能
の
増
進
を
図
る
活
動
等
の
一
部
（
鳥
獣
緩
衝
帯
の
整
備
・保
全
管
理
等
）

・中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
の
うち
生
産
性
向
上
加
算
及
び
集
落
機
能
強
化
加
算
等
（
捕
獲
対
策
・ジ
ビエ
利
用
拡
大
等
）

〔鳥
獣
被
害
対
策
推
進
枠
〕

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

11
,1

34
（

10
,1

70
）
百
万
円
】

（
この
ほ
か
鳥
獣
被
害
対
策
推
進
枠

1,
04

5 百
万
円
）

（
令
和
２
年
度
３
次
補
正
予
算
額
（
所
要
額
）

3,
92

0百
万
円
）
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特
殊
自
然
災
害
対
策
施
設
緊
急
整
備
事
業

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

30
0（

30
0）

百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

火
山
活
動
に
よ
る
降
灰
被
害
を
受
け
る
地
域
お
い
て
、農

作
物
へ
の
被
害
を
防
除
・最
小
化
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
等
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

農
地
及
び
周
辺
地
域
の
湛
水
被
害
等
の
防
止

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
都
道
府
県
知
事
が
作
成
す

る
防
災
営
農
施
設
整
備
計
画
の
対
象
地
域
に
お
い
て
、降
灰
に
よ
る

被
害
を
防
除
・最
小
化
す
る
た
め
に
必
要
とな
る
洗
浄
用
機
械
施
設
等

の
整
備
や
関
連
し
て
行
う基

盤
整
備
等
を
支
援
しま
す
。

１
．
降
灰
被
害
を
防
除
・最
小
化
す
る
た
め
に
必
要
な
洗
浄
用
機
械
施

設
整
備
等
を
実
施

２
．
１
．
に
関
連
す
る
整
備
等
を
一
体
的
に
実
施

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
防
災
課
（

03
-3

50
2-

64
30
）

都
道

府
県

＜
事
業
の
流
れ
＞

【１
．
施
設
整
備
等
】

【２
．
関
連
整
備
等
】

・乗
用
型
洗
浄
用
機
械
施
設
に
よ
り、
農
作
物
に
付
着
した

火
山
灰
を
洗
浄
し、
収
量
及
び
商
品
性
の
低
下
を
防
止
しま
す
。

・
農
作
物
の
洗
浄
の
た
め
の
用

水
を
供
給
す
る
施
設
に
よ
り、

洗
浄
効
果
を
高
め
、収

量
及

び
商
品
性
の
低
下
を
防
止
し

ま
す
。

農
業
協
同
組
合
、

農
業
生
産
法
人
等

１
/２
以
内

農
作
物
へ
の
降
灰

（
茶
、露

地
野
菜
等
）

洗
浄
され
た
農
作
物

火
山
の
噴
火

＜
事
業
の
実
施
＞

・工
場
の
据
置
型
の
洗
浄

用
機
械
施
設
に
よ
り、

農
作
物
に
付
着
した
火
山

灰
を
洗
浄
し、
商
品
性
の

低
下
を
防
止
しま
す
。

市
町
村

市
町
村

都
道

府
県

１
/２
以
内

国

桜
島 茶

キ
ャベ
ツ

エ
ン
ドウ
マ
メ

露
地
野
菜
洗
浄
用
機
械
（
乗
用
型
）

茶

キ
ャベ
ツ

エ
ン
ドウ
マ
メ

茶
葉
洗
浄
用
機
械
（
乗
用
型
）

据
置
型
洗
浄
用
機
械

洗
浄
用
水
供
給
施
設
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こ
の
ボ
ッ
ク
ス
内
は

12
pt

枠
の
上
下
幅
調
整
可

上
下
中
央
揃
え

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

有
明

海
の

再
生

に
向

け
て

、海
域

環
境

の
保

全
・改

善
と水

産
資

源
の

回
復

等
に

よ
る

漁
業

の
振

興
を

図
る

た
め

、有
明

海
沿

岸
４

県
が

協
調

した
、海
域
環
境
の
調
査
、魚
介
類

の
増
養
殖
対
策

を
行

うと
とも

に
、漁
場
改
善
対
策

を
推

進
しま

す
。

＜
事
業
目
標
＞

有
明

海
の

再
生

有
明
海
再
生
対
策

【令
和
３
年
度
予
算
概
算
決
定
額

1,
76

5（
1,

76
5）

百
万
円
】

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
海
域
環
境
の
調
査

①
有
明
海
特
産
魚
介
類
生
息
環
境
調
査
委
託
事
業

60
0（

60
0）

百
万
円

有
明

海
の

再
生

に
向

け
た
有
明
海
特
産
魚
介
類
の
最
適
な
生
息
環
境
の
調
査

を
実

施
す

る
とと

も
に

、有
明
海
沿
岸

４
県
が
協
調
し
て
産
卵
場
や
成
育
場
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
の
形
成
等
に
よ
る
資
源
回
復
に
向
け
た
調
査

を
実

施
しま

す
。

②
国
営
干
拓
環
境
対
策
調
査
＜
公
共
＞

32
8（

32
8）

百
万
円

有
明

海
の

環
境

変
化

の
要

因
解

明
に

向
け

て
、水
質
や
底
質
及
び
生
態
系
の
変
化
等
に
関
す
る
調
査

を
実

施
す

る
と

とも
に

、環
境
保
全
対
策
な
どの
対
応
を
検
討

しま
す

。
２
．
魚
介
類
の
増
養
殖
対
策
（
有
明
海
漁
業
振
興
技
術
開
発
事
業
）

40
0（

40
0）

百
万
円

有
明

海
の

再
生

に
向

け
た

、有
明
海
沿
岸
４
県
が
協
調
し
て
行
う海

域
特
性
に
対
応
し
た
効
率
的
な
種
苗
の
量
産
化

及
び
効
果
的
な
放
流
手
法
等
に
関
す
る
技
術
開
発

を
支

援
しま

す
。

３
．
漁
場
改
善
対
策

①
有
明
海
の
ア
サ
リ等

の
生
産
性
向
上
実
証
事
業

32
5（

32
5）

百
万
円

有
明

海
の

漁
業

者
の

収
益

性
の

向
上

を
図

る
た

め
、各
漁
場
に
お
け
る
ア
サ
リ等

の
漁
獲
量
の
増
加
に
資
す
る
技
術
開

発
・実
証

を
行

い
ま

す
。

②
有
明
海
水
産
基
盤
整
備
実
証
調
査
＜
公
共
＞

11
2（

11
2）

百
万
円

タイ
ラギ

等
の

資
源

回
復

の
た

め
、効
果
的
に
餌
料
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
の
漁
場
の
整
備
方
策
に
関
す
る
実
証
調

査
を

行
い

ま
す

。
（
関
連
事
業
）

水
産

基
盤

整
備

事
業

（
水

産
環

境
整

備
事

業
）

＜
公

共
＞

12
,3

30
（

13
,7

04
）
百
万
円
の
内
数

養
殖

業
成

長
産

業
化

推
進

事
業

31
7（

31
7）

百
万
円
の
内
数

浮
遊

幼
生

ネ
ット

ワ
ー

ク
タイ

ラギ

ア
サ

リ

海
底

耕
うん

採
苗

生
息

状
況

調
査

人
工

種
苗

生
産

移
植

※
図

は
ア

サ
リ浮

遊
幼

生
ネ

ット
ワ

ー
クの

例
を

示
す

。

中
間

育
成

＜
事
業
の
流
れ
＞

［
お

問
い

合
わ

せ
先

］
（

１
の

事
業

）
農

村
振

興
局

農
地

資
源

課
（

03
-6

74
4-

17
09

）
（

２
の

事
業

）
水

産
庁

栽
培

養
殖

課
（

03
-6

74
4-

23
85

）
（

３
①

の
事

業
）

研
究

指
導

課
（

03
-6

74
4-

20
31

）
（

３
②

の
事

業
）

計
画

課
（

03
-6

74
4-

23
87

）

国
民

間
団

体
等

地
方

公
共

団
体

定
額

等

※
事

業
の

一
部

は
、直

轄
で

実
施

（
国

費
率

10
/1

0）
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令和２年度農林水産関係第３次補正予算の概要 

（農村振興局関係） 

１ 「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」に基づく施策の実施 

(1) 次世代を担う経営感覚に優れた担い手の育成

① 農地の更なる大区画化・汎用化の推進＜公共＞

・農地中間管理事業の重点実施区域等において、担い手への農地集積・集

約化を加速化してコメの生産コストの大幅な削減等を図るため、農地の

大区画化や排水対策、水管理の省力化等の整備を実施・支援

１８８億円 

② 中山間地域所得確保対策

・中山間地域の特色をいかした農業の展開のための計画の策定と実践を、

基盤整備等の関連事業と併せて総合的に支援

１億円 

このほか 

関係中山間地域優先枠  

１９９億円 

③ 鳥獣被害防止総合対策

・中山間地域等での農作物の被害の低減を図るため、鳥獣の侵入防止柵の

整備、効率的・効果的な捕獲に向けた生息調査の実施、現場での実践的

な捕獲者育成研修の実施等を支援

・捕獲活動の強化に伴うジビエへの利活用を促進するため、ジビエ処理加

工施設と流通業者の連携による販売促進等を支援

２３億円 

(2) 国際競争力のある産地イノベーションの促進

○ 水田の畑地化、畑地・樹園地の高機能化等の推進＜公共＞

・高収益作物を中心とした営農体系への転換を促進するため、排水改良等

による水田の畑地化・汎用化や、畑地かんがい施設の整備等による畑

地・樹園地の高機能化等の基盤整備を実施・支援

４４８億円 

（3）畜産・酪農収益力強化総合プロジェクトの推進

○ 草地整備の推進＜公共＞

・畜産クラスター計画を策定した地域での効率的な飼料生産に資する草地

整備を実施・支援

６４億円 
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２ 防災・減災、国土強靱化と災害復旧の推進 

（1） 防災・減災、国土強靱化の推進

① 農業水利施設、ため池等の対策＜公共＞

・農業用ダムの洪水調節機能の強化や市街地・集落を含む農村地域の排水

対策を図るため、農業水利施設の整備を実施・支援

・水田の貯留機能の向上を図るため、田んぼダム等に取り組む地域で実施

される農地の整備を実施・支援

・激甚化・頻発化する豪雨災害等に対応して老朽化対策や豪雨・地震対策

を進めるため、施設の集約・再編を含む農業水利施設等の補修・更新を

実施・支援

・防災重点農業用ため池の劣化状況評価、地震・豪雨耐性評価、統廃合を

含む防災工事を支援

１，１５５億円 

⑤ 海岸堤防等の対策＜公共＞

・南海トラフ地震等の大規模地震が想定される地域での堤防の嵩上げ、補

強等による津波・高潮対策や、老朽化が進行した海岸保全施設の改修等

を実施

１億円 

(2) 令和２年７月豪雨等の災害からの復旧・復興

〇 災害復旧等事業＜公共＞ 

・被災した農地・農業用施設等の速やかな復旧等を実施・支援

１,０１７億円 

84



＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

農
地
中
間
管
理
事
業
の
重
点
実
施
区
域
等
に
お
い
て
、担

い
手
へ
の
農
地
集
積
・集
約
化
を
加
速
化
し、
米
の
生
産
コ
ス
ト
の

早
期
か
つ
大
幅
な
削
減
等
の
た
め
、農
地
の
大
区
画
化
や
排
水

改
良
、水
管
理
の
省
力
化
等
の
た
め
の
整
備
を
推
進
。

＜
主
な
工
種
＞

区
画
整
理
、暗

渠
排
水
、農

業
用
用
排
水
施
設
整
備

等

農
地
の
更
な
る
大
区
画
化
・汎
用
化
の
推
進
＜
公
共
＞

【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

18
,8

10
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・集
約
化
を
加
速
化
し、
米
の
生
産
コス
トの
早
期
か
つ
大
幅
な
削
減
等
の
た
め
、農
地
の
大
区
画
化
や
排
水
対
策
、水
管
理
の
省
力
化
等
の
た
め
の
整

備
を
推
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

担
い
手
の
米
の
生
産
コス
トが

9,
60

0円
/6

0k
gを
下
回
り、
か
つ
、同

コス
トが
お
お
む
ね

10
％
以
上
削
減
され
る
こと

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

1/
2

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
（

03
-6

74
4-

22
08
）

パ
イプ
ライ
ン
化

水
管
理
の
省
力
化
・合
理
化
を
可
能
とす
る
パ
イプ
ライ
ン
化
、地

下
か
ん
が
い
を
推
進

末
端
給
水
栓

＜
効
果
（
米
の
生
産
コス
トの
低
減
（
円

/6
0k

g）
＞

大
型
農
業
機
械
の
導
入
が
可
能
な
大

区
画
を
創
出

地
下
か
ん
が
い

＜
整
備
後
の
イメ
ー
ジ
＞

担
い
手
の
米
の
生
産
コス
ト

▲
46
％

（
＜

9,
60

0）

※
事
業
の
一
部
は
、直

轄
で
実
施
（
国
費
率

2/
3等

）

※
対
策
地
区
（

45
0地

区
）
に
お
け
る
計
画
値
の
平
均
値

（
円

/6
0k

g）

現
況

計
画
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水
田
の
畑
地
化
、畑

地
・樹
園
地
の
高
機
能
化
等
の
推
進
＜
公
共
＞
【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

44
,7

50
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

高
収
益
作
物
を
中
心
とし
た
営
農
体
系
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
た
め
、排

水
改
良
等
に
よ
る
水
田
の
畑
地
化
・汎
用
化
、区
画
拡
大
や
畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
等
に
よ
る
畑

地
・樹
園
地
の
高
機
能
化
等
の
基
盤
整
備
を
推
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

事
業
実
施
区
域
に
お
い
て
、次

の
い
ず
れ
か
の
目
標
を
設
定

○
作
物
生
産
額
に
占
め
る
高
収
益
作
物
の
割
合
が
お
お
む
ね
８
割
以
上
とな
り、
か
つ
、高

収
益
作
物
に
係
る
生
産
額
が
お
お
む
ね

10
％
以
上
増
加
す
る
こと

○
作
物
生
産
額
に
占
め
る
高
収
益
作
物
の
割
合
が
お
お
む
ね
５
割
以
上
とな
り、
か
つ
、高

収
益
作
物
に
係
る
生
産
額
が
お
お
む
ね

50
％
以
上
増
加
す
る
こと

○
作
付
面
積
に
占
め
る
高
収
益
作
物
の
作
付
面
積
割
合
が
５
％
ポ
イン
ト以

上
増
加
す
る
こと

※
作
物
生
産
額
は
主
食
用
米
を
除
く作
物
生
産
額
を
対
象
とす
る
。

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

高
収
益
作
物
を
中
心
とし
た
営
農
体
系
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
た
め
、

排
水
改
良
等
に
よ
る
水
田
の
畑
地
化
・汎
用
化
、農

地
の
区
画
拡
大
、

畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
等
に
よ
る
畑
地
・樹
園
地
の
高
機
能
化

等
の
基
盤
整
備
を
推
進
しま
す
。

＜
主
な
工
種
＞

区
画
整
理
、暗

渠
排
水
、農

業
用
用
排
水
施
設
整
備

等

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
等

1/
2等

1/
2等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
（

03
-6

74
4-

22
08
）

水
資
源
課

（
03

-3
50

2-
62

46
）

50
a程
度
以
上
で
整
備

傾
斜
小
（
３

°）

点
滴
か
ん
が
い

マ
ル
チ
栽
培

○
み
か
ん
の
マ
ル
チ
ドリ
ップ
灌
漑

大
区
画
化

か
ん
が
い

用
ホ
ー
ス

高
収
益
作
物
の
生
産
額
の
変
化

※
対
策
地
区
（

94
2地

区
）
に
お
け
る
目
標
値

（
計
画
値
）
の
平
均
値

45
％
増
加

0

大
型
機
械
の
導
入

ハ
ウ
ス
栽
培

＜
水
田
の
畑
地
化
・汎
用
化
＞

用
水
路

排
水
路

暗
渠
管

○
排
水
改
良
の
イメ
ー
ジ

水
甲

水
田
に
野
菜
等
を
導
入
で
き
る
よ
う

排
水
改
良
を
行
い
、か
ん
が
い
設
備

を
整
備

＜
畑
地
・樹
園
地
の
高
機
能
化
＞

※
事
業
の
一
部
は
、直

轄
で
実
施
（
国
費
率

2/
3等

）

（
百
万
円
）

現
況

計
画
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
大
型
機
械
化
体
系
に
対
応
し
た
草
地
整
備
事
業

大
型
機
械
に
よ
る
効
率
的
な
飼
料
生
産
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

草
地
・畑
の
一
体
的
整
備
、草
地
の
大
区
画
化
、排
水
不
良
の
改

善
等
を
推
進
しま
す
。

主
な
工
種
：
区
画
整
理
、暗

渠
排
水

等

２
．
家
畜
糞
尿
を
活
用
し
た
肥
培
か
ん
が
い
施
設
の
整
備

家
畜
ふ
ん
尿
を
発
酵
しス
ラリ
ー
とし
て
有
効
活
用
す
る
た
め
の
肥

培
か
ん
が
い
施
設
等
の
整
備
を
推
進
しま
す
。

主
な
工
種
：
肥
培
か
ん
が
い
施
設
、排

水
施
設

等

３
．
泥
炭
地
帯
に
お
け
る
草
地
の
排
水
不
良
の
改
善

土
壌
の
特
殊
性
に
起
因
す
る
地
盤
の
沈
下
に
よ
る
草
地
の
湛
水

被
害
等
に
対
処
す
る
整
備
を
推
進
しま
す
。

主
な
工
種
：
整
地
、暗

渠
排
水
、排

水
施
設

等

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
を
後
押
し
す
る
草
地
整
備
の
推
進
＜
公
共
＞

【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

6,
44

0百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

肉
用
牛
・酪
農
の
生
産
基
盤
強
化
の
た
め
畜
産
クラ
ス
ター
計
画
を
策
定
した
地
域
に
お
い
て
、飼
料
作
物
の
単
位
面
積
当
た
りの
収
量
の
増
加
、生
産
コス
ト
の
削
減
に
資
す
る

草
地
の
大
区
画
化
等
の
ハ
ー
ド
整
備
を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

飼
料
作
物
の
単
位
面
積
当
た
りの
収
量
が

25
%
以
上
増
加
す
る
こと

＜
事
業
の
流
れ
＞

国

都
道
府
県

都
道
府
県

事
業
指
定
法
人

1/
2等

1/
2等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

（
１
の
事
業
）
生
産
局
飼
料
課

（
03

-6
74

4-
23

99
）

農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
（

03
-6

74
4-

22
07
）

（
２
の
事
業
）

水
資
源
課

（
03

-3
50

2-
62

44
）

（
３
の
事
業
）

防
災
課

（
03

-3
50

2-
64

30
）

作
業

幅
：

9.
7
m

＜
整
備
前
＞

現
況
の
自
然
水
路
に
合
わ
せ
て
整
備

大
区
画
に
よ
る
効
率
的
な
飼
料
生
産

山
成
に
合
わ
せ
て
整
備

個
人
所
有
の
農
業
機
械
に
よ
る
作
業

大
型
作
業
機
械
に
よ
る
作
業

生
産
性
向
上
の
た
め
、緩

傾
斜
に
整
地

※
小
排
水
路
が
不
要
な
地

区
は

30
ha
区
画
、小

排
水
路
が
必
要
な
地
区
は
７

ha
程
度
の
区
画

作
業
幅
：

3.
2
m

＜
整
備
後
＞

急
傾
斜
地

作
業
幅
：

3.
2ｍ

作
業
幅
：

9.
7ｍ

急
傾
斜
地
→
緩
傾
斜
地

※
対
策
地
区
（

10
1地

区
）
に
お
け
る
目
標
値
（
計
画
値
）
の
平
均
値

＊
TD

N
とは
、飼

料
作
物
中
の
可
消
化
養
分
の
こと
を
い
い
、

TD
N

kg
/1

0a
は
栄
養
価
ベ
ー
ス
の
収
量
を
指
す

飼
料
作
物
の
単
位
面
積
当
た
り収
量

現
況

計
画

※
事
業
の
一
部
は
、直

轄
で
実
施
（
国
費
率

2/
3等

）

54
％
増
加
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農
業
水
利
施
設
、た
め
池
等
の
防
災
・減
災
対
策
＜
公
共
＞

【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

11
5,

51
9百

万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

激
甚
化
・頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
「流
域
治
水
」の
取
組
、基

幹
的
な
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
豪
雨
・地
震
対
策
、た
め
池
の
防
災
・減
災
対
策
等
を
実

施
し、
農
村
地
域
の
防
災
・減
災
、国
土
強
靱
化
を
図
りま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
農
地
及
び
周
辺
地
域
の
湛
水
被
害
等
の
防
止

○
田
ん
ぼ
ダム
に
取
り組

む
水
田
の
面
積
の
増
加

○
更
新
が
必
要
と判

明
して
い
る
基
幹
的
農
業
水
利
施
設
へ
の
対
策
着
手

○
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
へ
の
防
災
・減
災
対
策
着
手

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
流
域
治
水
対
策
（
農
業
水
利
施
設
の
整
備
）

農
業
用
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強
化
の
た
め
の
既
存
農
業
水
利
施
設

の
補
修
・更
新
、市

街
地
・集
落
を
含
む
農
村
地
域
の
排
水
対
策
の
た
め
の

農
業
水
利
施
設
の
整
備
を
推
進
しま
す
。

２
．
流
域
治
水
対
策
（
水
田
の
貯
留
機
能
向
上
）

水
田
の
貯
留
機
能
向
上
の
た
め
の
田
ん
ぼ
ダ
ム
等
に
取
り組

む
地
域
で
実

施
さ
れ
る
農
地
整
備
事
業
を
推
進
しま
す
。

３
．
農
業
水
利
施
設
等
の
老
朽
化
、豪
雨
・地
震
対
策

激
甚
化
・頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害
等
に
対
応
し
た
農
業
水
利
施
設
等
の

老
朽
化
対
策
、豪

雨
・地
震
対
策
、施

設
の
集
約
・再
編
等
を
含
め
た
適
切

な
整
備
を
推
進
しま
す
。

4．
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
防
災
・減
災
対
策

近
年
増
加
し
て
い
る
自
然
災
害
に
備
え
た
、防

災
重
点
農
業
用
た
め
池
の

劣
化
状
況
評
価
、地

震
・豪
雨
耐
性
評
価
、統

廃
合
を
含
む
防
災
工
事
を

推
進
しま
す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
等

1/
2等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
（
１
の
事
業
）
農
村
振
興
局
水
資
源
課

（
03

-3
59

2-
68

10
）

（
２
の
事
業
）

農
地
資
源
課
（

03
-6

74
4-

22
08
）

（
３
の
事
業
）

水
資
源
課

（
03

-6
74

4-
13

63
）

（
４
の
事
業
）

防
災
課

（
03

-6
74

4-
22

10
）

1/
2等

※
事
業
の
一
部
は
、直

轄
で
実
施
（
国
費
率

2/
3等

）

対
策
の
イ
メ
ー
ジ

集
中
豪
雨
・
地
震
等
の
自
然
災
害
の
激
甚
化


時
間

50
m

m
を
超
え
る
豪
雨
の
発
生
頻
度
は
近
年
増

加
傾
向
に
あ
り、
洪
水
、湛
水
被
害
等
が
激
化


南
海
トラ
フ地

震
の
被
害
想
定
エ
リア

に
は
全
国
の
基
幹
的
水
利
施
設
の
３

割
が
存
在


た
め
池
は
全
国
に

16
万
箇
所
。そ
の
うち
の

主
要
な
た
め
池
の
約
７
割
が
江
戸
時
代
以

前
の
築
造
で
、豪

雨
や
地
震
に
対
して
脆
弱

な
も
の
が
多
数

(回
)

(年
)

50
m

m
/h

rの
降
雨
発
生
回
数


老
朽
化
対
策
、豪

雨
・地
震
対
策

頭
首
工
堰
柱
の
耐
震
化

堰
柱
を
拡
幅


た
め
池
の
防
災
・減
災
対
策

堤
体
の
改
修

豪
雨
で
湛
水
した

集
落
排
水
施
設

豪
雨
に
よ
り決

壊
した
た
め
池

浸
水
した
排
水
ポ
ン
プ


流
域
治
水
対
策

農
業
用
ダム
の
改
修

：
期
間
に
わ
た
る
変
化
傾
向

農
地
整
備
と河

川
整
備
の
連
携

震
度
分
布

該
当
面
積

震
度
６
弱
以
上

約
7.

1万
km

2

震
度
６
強
以
上

約
2.

9万
km

2

震
度
７

約
0.

4万
km

2

出
典
：
内
閣
府
南
海
トラ
フの
巨
大
地
震
モ
デ
ル
検
討
会
資
料

南
海
トラ
フ地

震
を
は
じめ
、日

本
海
溝
・千
島
海
溝
型
地
震

な
どの
発
生
が
懸
念
。

農
地
整
備

堤
防
用
地
創
出
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海
岸
堤
防
等
の
防
災
・減
災
対
策
＜
公
共
＞

【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

10
0百

万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

切
迫
性
の
高
い
大
規
模
地
震
・津
波
災
害
や
気
候
変
動
に
伴
い
激
甚
化
・頻
発
化
す
る
高
潮
・高
波
に
よ
る
浸
水
被
害
か
ら国

民
の
生
命
・財
産
を
守
り、
国
土
強
靱
化
を
推
進

す
る
た
め
、災
害
リス
ク
の
高
い
地
域
に
お
け
る
事
前
防
災
対
策
を
加
速
化
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

大
規
模
地
震
が
想
定
され
て
い
る
地
域
等
に
お
い
て
海
岸
堤
防
等
の
整
備
を
推
進

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
地
震
に
よ
る
津
波
や
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
・高
波
な
どの
災
害
リス
クの
高
い
地
域

の
うち
、重

要
な
背
後
地
を
抱
え
る
地
域
に
お
い
て
、堤

防
・護

岸
等
の
新
設
・改
良
等
を
実
施
しま
す
。

＜
対
象
事
業
＞

・直
轄
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
（
直
轄
）

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
防
災
課
（

03
-6

74
4-

21
99
）

○
今
後

30
年
以
内
の
大
規
模
地
震
の
発
生
確
率

切
迫
す
る
大
規
模
地
震
・
津
波
災
害
へ
の
対
応

太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
、全

国
的
に
地
震
発
生
確
率
が
高
く、
特
に
南
海

トラ
フ地

震
で
は

M
8～

M
9程

度
の
大
規
模
地
震
の
発
生
確
率
が

70
～

80
%
程
度
とな
って
い
る
状
況
。

○
海
岸
保
全
施
設
整
備
に
よ
る
地
震
・津
波
対
策

色
丹
沖
及
び
択
捉
島

（
M

7.
7~

8.
5前

後
）

60
%
程
度

根
室
沖

（
M

7.
7~

8.
5程

度
）

80
%
程
度

青
森
県
東
方
沖
及
び
岩
手
県
沖

北
部
（

M
7.

0~
7.

5前
後
）

90
%
以
上

宮
城
県
沖
（

M
7.

0~
7.

5程
度
）

90
%
程
度

茨
城
県
沖
（

M
7.

0~
7.

5前
後
）

80
%
程
度

相
模
トラ
フ沿

い
（

M
6.

7~
7.

3）
70

%
程
度

南
海
トラ
フ

（
M

8~
9ク
ラス
）

70
~

80
%

安
芸
灘

~
伊
予
灘

~
豊
後

水
道
の
プ
レ
ー
ト内

地
震

（
M

6.
7~

7.
4）

40
%
程
度

佐
渡
島
北
方
沖
の
地
震

（
M

7.
8 
程
度
）

3~
6%

秋
田
県
沖
の
地
震
（

M
7.

5程
度
）

3%
程
度
以
下

日
本
海
溝
寄
りの
プ
レ
ー
ト間

地
震

（
津
波
地
震
等
）
（

M
t8

.6
~

9.
0前

後
）

30
%
程
度

堤
防
の
地
盤
改
良
に
よ
る
耐
震
対
策

防
潮
堤
整
備
に
よ
る
津
波
対
策

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
高
潮
・
高
波
災
害
へ
の
対
応

○
近
年
襲
来
し
た
高
潮
・高
波
被
害
を
伴
った
大
型
台
風

令
和
元
年
台
風
第

19
号
で
は
、全

国
各
地
で
過

去
最
大
風
速
・最
高
潮
位

を
記
録
す
る
な
ど、
東
日
本

の
広
範
囲
で
浸
水
被
害
が

発
生
。

○
海
岸
保
全
施
設
整
備
に
よ
る
高
潮
・高
波
対
策

面
的
防
護
（
離
岸
堤
整
備
）
に
よ
る

高
潮
・高
波
対
策

護
岸
の
嵩
上
げ
改
良
に
よ
る

高
潮
・高
波
対
策

令
和
元
年
台
風
第

19
号
に
よ
る
浸
水
被
害

嵩
上
げ
後

嵩
上
げ
前

令
和
２
年
台
風
第

10
号
に
よ
る
護
岸
の
倒
壊

(出
典
：
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
事
務
局
公
表
資
料
を
元
に
作
成
）

令
和
２
年
台
風
第

10
号
で
は
、九

州
各
地
で
観

測
史
上
１
位
の
最
大
瞬

間
風
速
を
記
録
す
る
な
ど、

南
西
諸
島
や
九
州
を
中
心

に
暴
風
、高

潮
、高

波
被

害
が
発
生
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
国
費
率
：

2/
3

（
直
轄
事
業
）
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災
害
復
旧
等
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

10
1,

67
6 
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

令
和
２
年

7月
豪
雨
等
に
よ
り被
災
し
た
農
地
・農
業
用
施
設
等
を
早
期
に
復
旧
す
る
た
め
の
災
害
復
旧
等
事
業
を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

被
災
した
農
地
・農
業
用
施
設
等
の
速
や
か
な
復
旧
整
備

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
災
害
復
旧
事
業

10
0,

30
0
百
万
円

被
災
し
た
農
地
・農

業
用
施
設
等
の
復
旧
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、激

甚
災
害
等
に
お
い
て
復
旧
計
画
等
の
作
成
に
要
す
る
調
査
・設

計
等
の
費
用
を
支
援
しま
す
。

２
．
災
害
関
連
事
業

1,
37

6
百
万
円

再
度
災
害
防
止
の
た
め
、災

害
復
旧
事
業
と併

せ
て
隣
接
施
設
等
の

改
築
又
は
補
強
及
び
農
村
生
活
環
境
施
設
の
復
旧
等
を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
等

50
/1

00
、

65
/1

00
等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
防
災
課
（

03
-6

74
4-

22
11
）


復
旧
と併

せ
た
区
画
整
備
例

被
災
し
た
農
地
・農
業
用
施
設
の
早
期
復
旧

再
度
災
害
防
止
の
た
め
の
施
設
改
築
・補
強
等

１
．
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

２
．
農
業
施
設
災
害
関
連
事
業


畦
畔
の
復
旧
例


決
壊
し
た
た
め
池
の
復
旧
例


復
旧
と 併

せ
た
た
め
池
改
修
（
緊
急
放
流
工
の
設
置
）
例


農
村
生
活
環
境
施
設
（
集
落
排
水
施
設
）
の
復
旧
例

復 旧 復 旧

整 備 復 旧

整 備


水
路
の
復
旧
例

復 旧

※
農
家
一
戸
当
た
りの
事
業
費
に
よ
り、
補
助
率
の
嵩
上
げ
制
度
あ
り。
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中
山
間
地
域
所
得
確
保
対
策
＜
一
部
公
共
＞
【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

19
,9

89
百
万
円
（
優
先
枠
を
設
け
て
実
施
）
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、農

家
所
得
を
確
保
す
る
た
め
、マ
ー
ケ
ット
や
消
費
者
の
動
向
把
握
、生

産
・加
工
・流
通
・販
売
の
再
編
（
ス
マ
ー
トフ
ー
ドチ
ェー
ン
の
構
築
）
、国

内
外

の
販
路
拡
大
に
向
け
た
販
売
戦
略
の
検
討
等
、地
域
の
農
業
所
得
確
保
に
向
け
た
計
画
の
策
定
と実

践
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

実
施
地
域
に
お
い
て
、次

の
い
ず
れ
か
の
目
標
を
設
定

○
販
売
額
の

10
％
以
上
の
増
加
［
令
和
６
年
度
ま
で
］

○
流
通
・加
工
コス
トの

10
％
以
上
の
削
減
［
令
和
６
年
度
ま
で
］

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

中
山
間
地
農
業
ル
ネ
ッサ
ン
ス
事
業
の
地
域
別
農
業
振
興
計
画
を
策
定
済
み
の
地
域
に
お
い
て
、

地
域
の
農
業
所
得
確
保
に
向
け
た
実
践
的
な
計
画
策
定
と実

践
を
支
援
しま
す
。計

画
策
定
に

際
して
は
、マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
の
専
門
家
な
ど、
第
三
者
の
参
画
を
得
て
所
得
確
保
の
確
実
性
を
高
め

る
も
の
とし
ま
す
。

１
．
中
山
間
地
域
所
得
確
保
推
進
事
業

10
0百

万
円

①
マ
ー
ケ
ット
調
査

国
内
市
場
、海

外
市
場
に
関
す
る
調
査
を
実
施
しま
す
。

②
消
費
者
動
向
調
査

農
産
物
、農

産
物
加
工
品
に
関
す
る
動
向
調
査
を
実
施
しま
す
。

③
生
産
・加
工
・流
通
・販
売
現
況
調
査
・分
析

地
域
に
お
い
て
、農

業
生
産
、農

産
物
加
工
、そ
れ
らの
流
通
、販

売
に
関
す
る
現
況
を
調

査
・分
析
し、
生
産
か
ら販

売
ま
で
の
ネ
ット
ワ
ー
クの
再
構
築
や
ス
マ
ー
トフ
ー
ドチ
ェー
ン
構
築
検

討
を
実
施
しま
す
。

④
生
産
・販
売
戦
略
の
検
討

これ
らの
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
た
国
内
販
売
や
輸
出
戦
略
の
検
討
を
実
施
しま
す
。

⑤
中
山
間
地
域
所
得
確
保
計
画
の
作
成

⑥
計
画
の
実
践
（
販
路
拡
大
、ス
マ
ー
トフ
ー
ドチ
ェー
ン
の
構
築
等
）

２
．
関
連
事
業
に
よ
る
優
先
枠
の
設
定

19
,8

89
百
万
円

＜
事
業
の
流
れ
＞

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
地
域
振
興
課
（

03
-3

50
2-

83
59
）

国
都
道
府
県

農
業
者
団
体
等

定
額

市
町
村

定
額

定
額

事
業
実
施
計
画
に
以
下
の
関
連
事
業
を
位
置
づ
け
た
地
域
は
、優

先
的
に
採
択
・配
分

○
水
田
の
畑
地
化
、畑

地
・樹
園
地
の
高
機
能
化
等
の
推
進

○
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ップ
事
業

○
畜
産
・酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事
業
（
畜
産
クラ
ス
ター
事
業
）

○
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

関
連
事
業
に
よ
る
優
先
枠
の
設
定

【1
98

.9
億
円
】

中
山
間
地
域
所
得
確
保
推
進
事
業

【１
億
円
】

計
画
策
定
に
係
る
調
査
・調
整
や
農
産
物
の
販
売
戦
略
の
策
定
、マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
調
査
な
ど販

路
拡
大
の
取
組
等

［
実
施
主
体
］
地
方
公
共
団
体
等

［
補
助
率
］
定
額
（
最
大

50
0万

円
／
地
区
）

中
山
間
地
域
の
所
得
確
保
に
向
け
た
計
画
作
成
に
必
要
な
取
組
を
選
択
して
実
施

［
対
象
地
域
］
特
定
農
山
村
地
域
、振

興
山
村
地
域
、過

疎
地
域
、半

島
振
興
地
域
、離

島
振
興
地
域
、

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の
特
別
豪
雪
地
帯
、急

傾
斜
地
帯
、農

林
統
計
上
の
中
山
間
地
域

等

マ
ー
ケ
ット
調
査
、消

費
者
動
向
調
査

生
産
・加
工
・流
通
・販
売
分
析

生
産
・販
売
戦
略
の
検
討

中
山
間
地
域
所
得
確
保
計
画
の
作
成

販
路
拡
大
等
、計

画
の
実
践
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シ
カ

5
4

サ
ル 8

そ
の
他

獣
類

1
9

カラ
ス

1
4

イノ
シ
シ

4
7

そ
の
他

鳥
類

1
5


農
作
物
被
害
額
の
推
移

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
農
作
物
被
害
低
減
に
対
す
る
支
援

中
山
間
地
域
等
で
の
農
作
物
の
被
害
の
低
減
を図

るた
め
、

鳥
獣
の
侵
入
防
止
柵
の
整
備
を支

援
しま
す
。

２
．
捕
獲
者
の
人
材
育
成
等
に
対
す
る
支
援

効
率
的
・効
果
的
な
捕
獲
に
向
け
た
生
息
調
査
、現
場
で
の

実
践
的
な
捕
獲
者
育
成
研
修
の
実
施
等
を支

援
しま
す
。

３
．
ジ
ビエ
利
用
拡
大
に
対
す
る
支
援

捕
獲
活
動
の
強
化
に
伴
うジ
ビエ
へ
の
利
活
用
を促

進
す
るた
め
、

ジ
ビエ
処
理
加
工
施
設
と流
通
業
者
の
連
携
に
よ
る
販
売
促
進

等
を支

援
しま
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

2,
29

0百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

中
山
間
地
域
等
で
の
生
産
基
盤
や
農
村
環
境
の
維
持
を
図
る
た
め
、侵
入
防
止
柵
の
整
備
とと
も
に
、捕
獲
活
動
の
強
化
等
を
図
る
こと
で
、生
産
基
盤
の
安
定
化
に
繋
げ
ま
す
。

ま
た
、捕
獲
し
た
鳥
獣
を
地
域
資
源
とし
て
活
か
す
た
め
、ジ
ビ
エ
とし
て
の
流
通
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
農
作
物
被
害
を
及
ぼ
す
シ
カ、
イノ
シ
シ
、サ
ル
の
対
策
強
化
（
生
息
頭
数
等
を
平
成

23
年
度
か
ら半

減
（
シ
カ、
イノ
シ
シ
で
約

20
0万

頭
）
［
令
和
５
年
度
ま
で
］
）

○
野
生
鳥
獣
の
ジ
ビエ
利
用
量
の
拡
大
（
令
和
元
年
度
か
ら倍

増
（

4,
00

0t
）
［
令
和
７
年
度
ま
で
］
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
地
域
協
議
会

民
間
団
体
等

都
道
府
県

都
道
府
県

国
交
付

交
付

1/
2以

内
等


シ
カ・
イノ
シ
シ
の
捕
獲
状
況
と捕

獲
強
化

○
捕
獲
者
の
人
材
育
成
と併

せ
た

捕
獲
活
動
等

・捕
獲
現
場
に
お
い
て
人
材
育
成
と

併
せ
た
捕
獲
活
動
や
生
息
調
査

処
理
加
工
施
設

○
ジ
ビエ
の
利
用
拡
大

ジ
ビエ
を
扱
う

卸
業
者

卸
業
者

利
用
し
や
す
くな
り、

ジ
ビ
エ
利
用
が
拡
大

小
売
・飲
食
業
者

生
産
者
との
連
携
、

商
品
化
、マ
ッチ
ン
グ

等
を
支
援

○
侵
入
防
止
柵
の
整
備

・農
作
物
被
害
の
低
減
に
資
す
る

侵
入
防
止
柵
の
整
備

民
間
団
体

国
交
付

（
１
の
事
業
）

（
２
の
事
業
）

（
３
の
事
業
）

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
鳥
獣
対
策
・農
村
環
境
課
鳥
獣
対
策
室
（

03
-3

59
1-

49
58
）
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